
報告資料２ 

令和４年度昭島市立学校学校経営重点計画（教育推進計画）年度末評価の 

結果について 

１ 目的 

・各学校が、自らの教育活動その他の学校運営について、目指すべき目標を設定し、

その達成状況や達成に向けた取組の適切さ等について評価することにより、学校と

して組織的・継続的に改善を図ること。

・各学校が、自己評価及び学校関係者評価の実施とその結果の説明・公表により、保

護者、地域住民から自らの教育活動その他の学校運営に対する理解と参画を得て、

信頼される開かれた学校づくりを進めること。

・教育委員会が、学校評価の結果に応じて、学校に対する支援や条件整備等の必要な

措置を講じることにより、教育の質を保証し、その向上を図ること。

２ スケジュール 

４月 学校経営重点計画（教育推進計画）の作成・公表 

７月～９月 自己評価（中間）の実施、学校評議員への報告 

１１月 児童･生徒、保護者アンケートの実施 

１２月～１月 自己評価（年度末）の実施 

２月～３月 学校関係者評価の実施 

３月 指導課への評価結果の提出 

３ 各学校の評価結果 

別紙による 

４ 評価結果を受けて 

・取組指標と成果指標は同じ評価であった学校が全体の53％(前年比+7%)であった。取

組指標が成果指標より上回る学校が31％(前年比-2%)であり、取組指標が成果指標よ

り下回る学校が16％(-4%)であった。感染対策の工夫を行いながらの教育活動実施で

あったため、食育に関する取組や話合い活動、異学年交流や小中連携などにおいて、

コロナ禍以前の実施が困難であり、成果に結び付ついていない項目も見られた。

・学校関係者評価では概ね肯定的な評価をいただいているが、各学校で取り組むべき

課題について貴重なご意見をいただいた。

・年度末評価の結果を今年度の教育課程に活かすとともに学校経営重点計画（教育推

進計画）の立案を行う。



【目指す学校像】

【目指す児童・生徒像】

【目指す教師像】

領域
中期経営目標
（３年間）

短期経営目標
（１年間）

具体的方策 評価 評価自己評価結果の分析 学校関係者評価 評価 次年度への改善策

4 4項目全て取り組むことができた 4 90%以上の児童が授業を工夫していると回答

3 3項目は取り組むことができた 3 ８０％～９０％未満の児童が授業を工夫していると回答

2 2項目は取り組むことができた 2 7０％～80％未満の児童が授業を工夫していると回答

1 1項目は取り組むことができた 1 7０％未満の児童が授業を工夫していると回答

4 4項目全て取り組むことができた 4 95%以上の児童が３～４時間以上の読書をしていると回答

3 3項目は取り組むことができた 3 85％～90%未満の児童が３～4時間以上の読書をしていると回答

2 2項目は取り組むことができた 2 80％～85%未満の児童が３～4時間以上の読書をしていると回答

1 1項目は取り組むことができた 1 80%未満の児童が３～4時間以上の読書をしていると回答

4 4項目全て取り組むことができた 4 90%以上の児童が授業が分かると回答

3 3項目は取り組むことができた 3 80％～90％未満の児童が授業が分かると回答

2 2項目は取り組むことができた 2 70％～80％未満の児童が授業が分かると回答

1 1項目は取り組むことができた 1 7０％未満の児童が授業が分かると回答

4 4項目全て取り組むことができた 4 90%以上の児童が大切にしていると回答

3 3項目は取り組むことができた 3 85%～90％未満の児童が大切にしていると回答

2 2項目は取り組むことができた 2 80～85%未満の児童が大切にしていると回答

1 1項目は取り組むことができた 1 80%未満の児童が大切にしていると回答

4 アンケート実施後の個別対応100% 4 不登校（傾向を含む）人数0人
3 アンケート実施後の個別対応95% 3 1人
2 アンケート実施後の個別対応90% 2 2人
1 アンケート実施後の個別対応85% 1 3人
4 4項目全て取り組むことができた 4 90%以上の児童が学校が楽しいと回答

3 3項目は取り組むことができた 3 80％～90％未満の児童が学校が楽しいと回答

2 2項目は取り組むことができた 2 70％～80％未満の児童が学校が楽しいと回答

1 1項目は取り組むことができた 1 70％未満の児童が学校が楽しいと回答

4 毎週子供たちと一緒に遊ぶ時間の確保3回以上 4 90%以上の児童が遊んだり体を動かしたりと回答

3 2回 3 80％～90％未満の児童が遊んだり体を動かしたりと回答

2 1回 2 70％～80％未満の児童が遊んだり体を動かしたりと回答

1 0回 1 7０％未満の児童が遊んだり体を動かしたりと回答

4 4項目全て取り組むことができた 4 90%以上の家庭が体力向上に満足と回答

3 3項目は取り組むことができた 3 80％～90％未満の家庭が体力向上に満足と回答

2 2項目は取り組むことができた 2 70％～80％未満の家庭が体力向上に満足と回答

1 1項目は取り組むことができた 1 7０％未満の家庭が体力向上に満足と回答

4 年間で食育に関する授業の実施3回以上 4 年間の残菜率3.3%
3 2回 3 年間の残采率3.5%
2 1回 2 年間の残菜率3.7%
1 0回 1 年間の残菜率3.9%

4 4項目全て取り組むことができた 4 ＱＵの結果で各学級の要支援群０人

3 3項目は取り組むことができた 3 1人

2 2項目は取り組むことができた 2 2人

1 1項目は取り組むことができた 1 3人

4 4項目全て取り組むことができた 4 90%以上の児童が得意・ものを考えると回答

3 3項目は取り組むことができた 3 80％～90％未満の児童が得意・ものを考えると回答

2 2項目は取り組むことができた 2 70％～80％未満の児童が得意・ものを考えると回答

1 1項目は取り組むことができた 1 7０％未満の児童が得意・ものを考えると回答

4 4項目全て取り組むことができた 4 90%以上の児童が将来について考えると回答

3 3項目は取り組むことができた 3 80％～90％未満の児童が将来について考えると回答

2 2項目は取り組むことができた 2 70％～80％未満の児童が将来について考えると回答

1 1項目は取り組むことができた 1 7０％未満の児童が将来について考えると回答

B

校内研究を充実させ、積み重ねができ
るように日頃から学校全体で特別活動
を実践する。過去の自分を振り返る学習
をキャリヤ教育で行い、将来の自分につ
いて明るい希望がもてるようにしていく。
学級活動を実践し、自己有用感を高め
る。

保護者・地域と連携し、
様々な活動を通して、
将来への希望をもたせ
る

○地域人材を活用した取組の充実
○家庭訪問・個人面談の実施
○専門機関との連携
○PTA活動への理解と協力

2 2

地域人材を十分に活用できなかっ
た。PTA活動に参加できなかっ
た。米作り農家と連携した授業を
実施することができた。保護者との
連携を図るように努めた。

コロナ禍の影響で学校
行事が縮小され地域住
民たちと交流ができな
かったと思われる。

C

地域の人材一覧表を作
成し、活用する。PTA活
動に積極的に参加す
る。

体力テストの結果を共有し、投げる運動
に関する取り組みを実施する。なわとび
カードを基に学校全体で体力向上に取
り組む。日々の授業で「元気アップガイ
ドブック」を活用していく。「グッドモーニ
ング６０分」の事後の取組を考えていく。

B

栄養教諭と打ち合わせを密
にして、計画的に食育を連携
して進める。食育と教科を関
連付けた授業を行う。

輝
く
未
来

一人一人のよさを生か
し、意欲とまとまりのあ
る学級集団づくり

○学級満足度調査「Q-U」の結果を有
効に生かした児童理解
○学級満足度調査「Q-U」の結果を有
効に生かした学級づくり
○学級満足度調査「Q-U」の結果を有
効に生かした課題の把握・改善
○学級経営の振り返り・評価・改善

3 3

結果を基に個別の対応を心掛けた。分
析をし、児童理解を深め、指導に生か
すことができた。結果を分析したが、学
習意欲の低さは、改善することが難し
かった。集団の中でのどのように活用す
ればよいのかが難しかった。

仲間づくり・集団の結束
等は上手にできている
ように思えた。

食育の充実

○ランチルームの計画的
な有効活用
○栄養教諭や共同調理
場と連携した食育の推進

2 1

食育と教科を関連付けて指
導できた。家庭科と給食を関
連付けた学習を行った。栄養
教諭との連携が少なかった。

食の楽しさを感じるよう
な工夫をしてほしい。

B

学級満足度調査の結果を
丁寧に分析し、それを生
かして学級づくりを行う。
個々の児童についての理
解を深め、学級経営を行
う。

学級活動を中心に、全
教育活動におけるキャ
リア教育の充実

○学校生活への適応
○仲間づくり、集団の結束
○自ら役割の自覚
○年間指導計画に応じた
キャリア教育の実践

3 2

年間を通してのキャリヤ教育の実施が不
十分だった。特別活動の取組を通じて、
自分の役割への自覚をもたせようとした
が、十分にはできなかった。学校への適
応及び集団の結束が難しかった。

小学校生活の全学年を
通じてのキャリヤ教育を
推進してほしい。

計画的に食育を取り入れていく。
他学年との交流の機会を積極的
に行い充実を図る。継続的に縦割
り活動ができるような体制をつく
る。体験活動後の振り返りを必ず
行う。

健
や
か
な
体

様々な運動を体験さ
せ、その特性に触れた
運動技能を身に付けさ
せる体力向上の実践
及び健康教育・食育の
推進

学年や学級、異年齢集
団での遊びの奨励

○休み時間の外遊び
の奨励
○運動に親しみやす
い環境整備

3 2

休み時間毎日遊ぶことができた。
児童の様子を見るとともに一緒に
遊んだ。子供の見守りはできたが
一緒に遊べなかった。声をかけな
いと外に出ない児童が多い。

休み時間を利用してドッジ
ボール投げを取り入れてみた
らどうかと思う。遊び感覚を取
り入れた授業を行ってほし
い。休み時間が短いと思う。

学校行事等を通して異
学年間の交流を深め、
豊かな人間性の育成

○交流体験活動の実施
○実践的体験活動の実施
○栽培体験学習の実施
○縦割り班活動の充実

3 4

他学年との学習の交流の機会がつくれ
なかった。縦割り活動がその場限りの活
動になっている。異年齢交流の際、しっ
かりと準備し子供同士話し合わせて行っ
た。感染症対策を講じたうえで可能な範
囲で体験活動を行った。

コロナ禍の影響で学校行事
に参加することができず残念
だった。PTA活動が一助にな
ればと思う。行事をふやして
ほしい。

C

休み時間の外遊びを推進する。運
動委員で的当ての遊具を作成す
る。外遊びの放送を入れ、児童に
促す。遊び方が固定化しているの
で様々な遊びを提案する。

年間を通した体力向上
への取組（「元気アップ
ガイドブック」等の活
用）

○「元気アップガイドブック」の活用及
び「グッドモーニング６０分」の取組
○運動の特性を生かす体育授業改善
○めあてが明確な学習の展開
○オリンピック・パラリンピック大会後の
レガシ―を生かした取組

2 1

学年で連携し、体育授業の改善に努め
た。「グッドモーニング６０分」の事後の取
り組みができていなかった。体力テスト
の結果の共有が十分ではなかった。体
力向上に関する取り組みが十分にでき
なかった。

全国的にも東小でもソフト
ボール投げが低調な傾向
にあるので、工夫をして向
上を目指してほしい。

C

互いに授業を見合う時間を計
画的に設定する。ワークー
シート以外で児童の変容を見
取る方法を実践する。

いじめの未然防止と早
期発見、早期対応を推
進し、安全で安心な学
校の実現

○毎学期のアンケートを生か
し、スクールカウンセラーや
専門機関と連携し、いじめ・
不登校０の実現

4 3

経過観察が多いため、日々の指導がさ
らに必要だった。日頃から一人一人との
コミュニケーションを大切にし、いじめ・
不登校の早期発見・防止に努めた。ア
ンケート結果を基に聞き取り、指導を
行った。児童への聞き取りが不十分な
部分があった。

不登校０に向けて努力
してほしい。いじめ防止
にすぐに対応してくれ
ていると思う。

B

他の教員・保護者との連携を
密にし、組織として対応する。
日頃から児童の様子を丁寧
に観察し、小さな変化も見落
とさないように努める。

豊
か
な
心

自然体験活動や福祉
体験、勤労体験活動等
の豊かな体験の場を設
定し、人と関わり合いな
がら、子供の内面を育
てる道徳的な指導の実
践

道徳全体計画、年間計
画の見直しと「特別の
教科 道徳」の授業改
善と充実

○教職員同士による授業観察
○価値項目を明確にし、児童の変容を
見取る
○年間指導計画の確実な実施
○全教育活動を通じた道徳教育の実
施

2 4

授業の年間の見通しが不十
分だった。教員同士で授業を
見合う機会をもてなかった。
ワークシートを用いて、児童
の変容を見取った。

教員同士で話し合いを等をもた
れ、各々の授業に工夫をされてい
るように見受けられた。道徳の学
習を通して人間関係への取り組み
をしてほしい。

B

B

3 1

週3回朝読書の時間を確保した。隙間
時間を利用して読書の時間を多く取り入
れた学級独自の読書マラソンカードを作
成して活用した。。タブレット端末の使用
により読書時間が減っている。朝読書の
時間は確保できたが工夫が足りなかっ
た。

読書に関するポスター等が整理され、廊
下に貼り出されているが、子供たちの読
書時間が減っているのが残念に感じる。
定期的な重点課題として図書館利用率
を上げる工夫が必要である。

C

テスト後の時間は読書するなど読書に取り
組む時間を十分確保する。読書週間を２週
間に延ばす。家庭での読書への取組を促
す。学級文庫の充実を図る。日常的に読書
カード等を活用する。学級での読み聞か
せ、お薦め本の紹介をする。

多様性に応じた指導、
インクルーシブ教育の
推進

○校内委員会の充実
○大空教員との共同実践
○ユニバーサルデザインを
意識した環境づくり
○障害理解の推進（研修）

3 4

担任・特別支援教室担当・保護者で相
談し、指導・支援を行った。ユニバーサ
ルデザインを意識した環境づくりを行っ
た。授業内容が分かりやすくなるように
視覚化した。特別支援教室の教員との
関わりが少なかった。

子供たちの障害への理解を
大いに推進してほしい。子供
たちのコミュニケーション能力
を高めてほしい。

A

全員が参加・理解できる授業を行う。特
別支援教室の教員と連携した授業づくり
を行う。校内委員会等での共通理解を
深め学校全体で指導にあたれるように
する。特別支援教育コーディネーターと
の連携を密にする。
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人権尊重の精神を基
調として心身ともに健
康な児童の育成を目
指し、自他の大切さを
認め、人権課題につい
て学び、権利と義務、
自由と責任についての
認識を深める。また、児
童が未来を生きていく
力を培う。

取組指標 成果指標

確
か
な
学
力

学ぶ楽しさを実感させ
ることのできる授業改
善の推進、日常的な指
導の実践

基礎的・基本的な内容
の確実な定着

○指導と評価の一体化した授業
○タブレット端末を活用した授業実践
○学力調査の結果の分析及び授業改
善推進プランの作成・実行
○朝学習、家庭学習の充実

3

学校教育目標
◎よく考える子
○思いやりのある子
○健康で明るい子

ビジョン

○子供たちが、安全・安心に楽しく過ごせる学校　○家庭・地域と共にある学校　○子供たちが、学ぶ喜びを実感できる学校

○自ら考え、主体的に学ぶ子供　○互いを尊重し、思いやりのある言動をとることができる子供　○心身ともに健康で、活力のある子供

○人権感覚を磨き、子供を大切にする教師　○常に向上心をもち、指導力向上に努める教師　○公務員としての自覚をもち、信頼される教師

4

タブレット端末を積極的に活用(プログラ
ミング・スライド・デジタルホワイトボード
等）した。指導と評価の一体化を図り、
毎時間の振り返りを行った。下位層への
学力定着ができていない。

児童がタブレット端末を十分に使いこな
せているように思われた。授業でタブ
レット端末が有効に活用されている。各
学級で工夫のある授業がさfれている。
個々の学習能力を向上させてほしい。

B

支援員や外部講師を活用する。タブレッ
ト端末の効果的な活用場面を考えて授
業の中で使用する。支援が必要な児童
には個別の対応をしていく。学力調査の
分析を丁寧に行い授業に生かす。児童
の実態や特性に合わせた指導を行う。

読書に関する指導や、
読書の習慣化の取組
を日常化し、読書活動
の充実

○朝読書の質の向上
○読書月間の取組の充実
○図書支援員の有効活用
○定期的な意識調査の実施



【目指す学校像】

【目指す児童・生徒像】

【目指す教師像】

領域
中期経営目標
（３年間）

短期経営目標
（１年間）

具体的方策 評価 評価 自己評価結果の分析 学校関係者評価 評価 次年度への改善策

4 振り返りの充実・・・90％以上 4 毎日「できた・分かった」と思えた・・・90％以上

3 振り返りの充実・・・80～90％ 3 毎日「できた・分かった」と思えた・・・80～90％

2 振り返りの充実・・・70～80％ 2 毎日「できた・分かった」と思えた・・・70～80％

1 振り返りの充実・・・70％未満 1 毎日「できた・分かった」と思えた・・・70％未満

4 ICTを活用し、個に応じた指導ができた・・・90％以上 4 授業が分かりやすい・・・90％以上
3 ICTを活用し、個に応じた指導ができた・・・80～90％ 3 授業が分かりやすい・・・80～90％
2 ICTを活用し、個に応じた指導ができた・・・70～80％ 2 授業が分かりやすい・・・70～80％
1 ICTを活用し、個に応じた指導ができた・・・70％未満 1 授業が分かりやすい・・・70％未満
4 伝え合う場を日常的に設定した・・・90％以上 4 自分の考えを伝え合うことが好き・・・90％以上

3 伝え合う場を日常的に設定した・・・80～90％ 3 自分の考えを伝え合うことが好き・・・80～90％

2 伝え合う場を日常的に設定した・・・70～80％ 2 自分の考えを伝え合うことが好き・・・70～80％

1 伝え合う場を日常的に設定した・・・70％未満 1 自分の考えを伝え合うことが好き・・・70％未満

4 「あいさつ・返事」の指導に取り組んだ・・・90％以上 4 「あいさつ・返事」ができる・・・90％以上

3 「あいさつ・返事」の指導に取り組んだ・・・80～90％ 3 「あいさつ・返事」ができる・・・80～90％

2 「あいさつ・返事」の指導に取り組んだ・・・70～80％ 2 「あいさつ・返事」ができる・・・70～80％

1 「あいさつ・返事」の指導に取り組んだ・・・70％未満 1 「あいさつ・返事」ができる・・・70％未満

4 他者理解・自己理解を深める活動に取り組んだ・・・90％以上 4 自分も相手も大切にできる・・・90％以上

3 他者理解・自己理解を深める活動に取り組んだ・・・80～90％ 3 自分も相手も大切にできる・・・80～90％

2 他者理解・自己理解を深める活動に取り組んだ・・・70～80％ 2 自分も相手も大切にできる・・・70～80％

1 他者理解・自己理解を深める活動に取り組んだ・・・70％未満 1 自分も相手も大切にできる・・・70％未満

4 日常的に情報共有を行った・・・90％以上 4 社会通念上のいじめの発生件数・・・0件

3 日常的に情報共有を行った・・・80～90％ 3 社会通念上のいじめの発生件数・・・１～５件

2 日常的に情報共有を行った・・・70～80％ 2 社会通念上のいじめの発生件数・・・6～10件

1 日常的に情報共有を行った・・・70％未満 1 社会通念上のいじめの発生件数・・・11件以上

4 児童の課題に沿った運動に取り組ませた・・・90％以上 4 体力調査の数値が上がった・・・90％以上

3 児童の課題に沿った運動に取り組ませた・・・80～90％ 3 体力調査の数値が上がった・・・80～90％

2 児童の課題に沿った運動に取り組ませた・・・70～80％ 2 体力調査の数値が上がった・・・70～80％

1 児童の課題に沿った運動に取り組ませた・・・70％未満 1 体力調査の数値が上がった・・・70％未満

4 「元気アップガイドブック」を活用した・・・90％以上 4 規則正しい生活習慣を意識している・・・90％以上

3 「元気アップガイドブック」を活用した・・・80～90％ 3 規則正しい生活習慣を意識している・・・80～90％

2 「元気アップガイドブック」を活用した・・・70～80％ 2 規則正しい生活習慣を意識している・・・70～80％

1 「元気アップガイドブック」を活用した・・・70％未満 1 規則正しい生活習慣を意識している・・・70％未満

4 心のもち方を指導し、教師から声をかけた・・・90％以上 4 困ったときに相談できる・・・90％以上

3 心のもち方を指導し、教師から声をかけた・・・80～90％ 3 困ったときに相談できる・・・80～90％

2 心のもち方を指導し、教師から声をかけた・・・70～80％ 2 困ったときに相談できる・・・70～80％

1 心のもち方を指導し、教師から声をかけた・・・70％未満 1 困ったときに相談できる・・・70％未満

4 児童が主体的に活動する場を設定した・・・90％以上 4 学級や行事で自分で考えて行動できた・・・90％以上

3 児童が主体的に活動する場を設定した・・・80～90％ 3 学級や行事で自分で考えて行動できた・・・80～90％

2 児童が主体的に活動する場を設定した・・・70～80％ 2 学級や行事で自分で考えて行動できた・・・70～80％

1 児童が主体的に活動する場を設定した・・・70％未満 1 学級や行事で自分で考えて行動できた・・・70％未満

4 児童同士が認め合う活動に取り組んだ・・・90％以上 4 児童のよさを理解している・・・90％以上

3 児童同士が認め合う活動に取り組んだ・・・80～90％ 3 児童のよさを理解している・・・80～90％

2 児童同士が認め合う活動に取り組んだ・・・70～80％ 2 児童のよさを理解している・・・70～80％

1 児童同士が認め合う活動に取り組んだ・・・70％未満 1 児童のよさを理解している・・・70％未満

4 望ましい集団作りを図る取組を行った・・・90％以上 4 学校生活が楽しいと感じている・・・90％以上

3 望ましい集団作りを図る取組を行った・・・80～90％ 3 学校生活が楽しいと感じている・・・80～90％

2 望ましい集団作りを図る取組を行った・・・70～80％ 2 学校生活が楽しいと感じている・・・70～80％

1 望ましい集団作りを図る取組を行った・・・70％未満 1 学校生活が楽しいと感じている・・・70％未満

A
引き続き、児童が自分の良
さを実感できる取組やその
機会を数多く設け、自己有
用感を高めさせていく。

児童が、安心して「自
分らしさ」を発揮できる
望ましい集団作りを目
指す。

年２回のQUを活用し、
学級や児童個々の状
況に応じた指導を展開
する。

3 2

前期よりも楽しいと感じている
児童の割合が下がっている。ア
ンケートや聞き取りにより、児童
に寄り添い、丁寧に個別の課
題の解決を図る。

学校は楽しいと思わない子
を10％減少させたい。先生
方の温かい心が伝わるよう
地域も支援していく。

B
次年度は２回目のQUテストは
全学年実施し、学級や教員に
応じた講師の指導を全学級の
学級経営に活かす。

家庭とも連携した取組とし
て体力向上を目指す。実
効性のあるものにする。

A
道徳や特別活動の取組を
充実させ、児童の自己肯定
感を高め自分も他者も大切
にする心情を高める。

輝
く
未
来

集団の中で、自分ので
きることを自己判断・自
己決定し、行動する力
を育む。

特別活動の充実を図
り、児童が主体的・自
主的に活動できる場を
設定する。

3 3

行事の実行委員、縦割り班の
「なかよしタイム」の活動により、
集団の中で主体的に考えて行
動できる力が高まった。

学年関係なく本当に仲
の良い学校だと思う。現
状を維持してほしい。

全ての児童が、困った
ときに相談でき、安心
して生活できるよう、心
の安定を図る。

SOSの出し方や心のもち
方についての学習を継続
し、相談できる体制・人間
関係をつくる。

4 4

日常の指導や特別の教科道徳
においても援助を求める方法
について学んでいる。５・６年生
では「心の教室」を実施した。

子供が自信をもって安
心して相談できる空気が
広がっていると思う。

B

行事の実行委員制度を定着さ
せ、高学年の児童の活躍を低
学年のモデルとしていく。児童
が主体的に活躍する学校にし
ていく。

児童同士が協働し認
め合う場を意図的に設
定し、自己肯定感・自
己有用感を育む。

「ありがとう」をキーワー
ドに、児童が相互に承
認する活動に取り組
む。

3 3

互いを認め合う活動を教員
がしっかり行っている。自分
のことを好きと回答している
児童も前期より増えた。

ありがとうとうれしい表情
が、自分と相手を認めて
次のステップに行くきっ
かけになると思う。

SCやSSW、外部機関とも連
携し、組織的対応を迅速に
していく。誰にでも相談でき
る学校を目指す。

健
や
か
な
体

児童が自分の心と体
の健康に関心をもち、
健康の保持・増進に関
する意識を高め、よりよ
い生活習慣や食事に
ついて考え実践する
態度を育む。

児童自身が体力向上
の成果を実感できるよ
う、組織的・継続的に
指導する。

体力向上週間や授業
で児童の課題に沿っ
た運動に取組み、体
力調査結果を上げる。

2 4

運動が楽しいと感じる児童
は増えているが、体力調査
の数値が低く、危機感を
もっている教員が多い。

体を動かすときも声が出
せると、より大きな運動
量になっていく。今後の
成果に期待する。

「いじめ問題」はいつ
でも誰にも発生し得る
と認識し、未然防止と
早期対応に努める。

児童のサインをキャッ
チし、情報共有の日常
化を図り、組織的対応
を行う。

4 2

児童が相談できる窓口を広
げてきたため、担任以外か
らも多くの相談案件を捉え
ることができるようになった。

安心して学校生活を送
れるように、ぜひ適切な
早期対応をお願いした
い。

A
独自の効果検証など、学校
として課題意識をもちなが
ら体力向上への取組を継
続している。

健康の保持・増進につ
いての理解を深め、望
ましい生活習慣に向け
実践的態度を育む。

「元気アップガイドブック」
の活用、「グッドモーニン
グ６０分」の取組により、児
童自身の意識化を図る。

2 2

元気アップガイドブックを有
効に指導に役立てることが
できず、児童への意識づけ
も不十分であった。

この3年間はみんなが運
動不足を実感している。
繰り返し家庭への働きか
けも重視してほしい。

B

地域・家庭と連携したあい
さつの取組を通して、安心・
安全な環境づくりを推進し
ていく。

特別活動を通して、他
者理解・自己理解を深
める活動を展開する。

3 4

縦割り活動の復活により、
他学年との交流も生まれ、
より広く、深く「やさしい言
葉」をかわせる場面が増え
てきた。

子供たちが、学年を越え
た交流で、いろいろな活
動を楽しんでいる様子
が伺える。

A
引き続き、児童同士の言葉遣
いや温かい言葉かけなどの取
組を続ける。また、上の学年が
モデルとなる活動も増やす。

自他を大切にする気
持ちを言葉で伝え合う
場面を作り、互いに尊
重し合う態度を育む。

豊
か
な
心

児童が安全に、安心し
て通うことができる、保
護者が安心して通わ
せることができる信頼さ
れる学校づくりを推進
する。

自然にすすんで「あい
さつ」「返事」「アイコン
タクト」ができるような取
組を毎学期行う。

4 3

教員があいさつ・返事の大
切さを理解し、しっかりと指
導に取り組み、効果があっ
た。

いつ学校へ来ても、元
気なあいさつが返ってく
る。すばらしい取組であ
る。

A

B

3 4

児童がツールの一つとして
自主的・主体的にICTの活
用する場面が増えてきたの
が大きな成果である。

活用の成果が自信につ
ながり、学んだことに喜
びを感じている様子が
伺える。

A
教員間で情報共有しながら
個別最適化された活用方
法とその効果について検
証・実践していく。

思考ツールの活用に
より、考えをもたせ、伝
え合う場を日常的に設
定する。

4 3

教員は、場面や方法を工夫し
ながら、児童が思いや考えを伝
え合う場を設定しているが苦手
意識をもつ児童もいる。

苦手意識をもつ子供た
ちの表現力を高めさせ
ていただきたい。

A
自由な手段で児童が自分の考
えを表出することが出来るよう、
選択肢を与えられるような学習
展開を工夫していく。

児童が自分の思いや
考えを言葉で表現し、
すすんで伝え合う態度
を育む。

令和４年度 昭島市立共成小学校　 学校経営重点計画（教育推進計画）年度末評価【総括表】

多くの人と、かかわり合
い、学び合い、認め合
いのある温かな集団の
中で、児童が自己のよ
さを実感し、自信を
もって、自分らしさを発
揮できる教育活動を推
進する。

取組指標 成果指標

確
か
な
学
力

児童が自ら考え、活躍
することができ、「分か
る」「できる」を言葉で
表すことができるよう、
学習過程の改善を図
る。

すべての児童が活躍
できる、「分かった」「で
きた」喜びを実感でき
る授業をつくる。

「振り返り」の視点を示
して、時間を確保し、
児童が変容を実感で
きる授業を展開する。

3

学校教育目標
○ 助け合う子
◎ 考える子【重点目標】
○ きたえる子

ビジョン

○児童が、「学びがい」「やさしさ」「元気」を感じる学校　○児童が、「自分らしさ」を発揮し、力強く前に進む学校

○すすんで学び、自分を高めようとする子ども　○自他を大切にし、共に伸びようとする子ども　○心と体に関心をもち、たくましく生きようとする子ども　○自分のよさを自覚し、自己決定ができる子ども

○温かな教育をする教師　○子どもを第一に考えて思考する教師　○共成小の教育に貢献する教師　○マネジメントできる教師

4

授業における振り返りは定
着し、児童の変容を掴むの
にも、児童自身の習得の実
感にもつながっている。

学習したことをタブレット
で再現できると、より復
習の楽しさにつながると
思う。

A
タブレットを使った振り返りや
ポートフォーリオ化など新たな
形も見られる。効果的な方法を
校内で共有していく。

タブレットなどICTを効
果的・効率的に活用
し、個に応じた指導を
充実させる。



【目指す学校像】

【目指す児童・生徒像】

【目指す教師像】

領域
中期経営目標
（３年間）

短期経営目標
（１年間）

具体的方策 評価 評価 自己評価結果の分析 学校関係者評価 評価 次年度への改善策

4 寺子屋…実施回数90%以上 4 学年×10分の家庭学習…90%以上
3 寺子屋…実施回数80%以上 3 学年×10分の家庭学習…80%以上
2 寺子屋…実施回数70%以上 2 学年×10分の家庭学習…70%以上
1 寺子屋…実施回数70%未満 1 学年×10分の家庭学習…70%未満
4 教科でのＩＣＴ活用…90%以上の授業 4 診断シート正答数半数未満…10%未満

3 教科でのＩＣＴ活用…80%以上の授業 3 診断シート正答数半数未満…20%未満

2 教科でのＩＣＴ活用…70%以上の授業 2 診断シート正答数半数未満…30%未満

1 教科でのＩＣＴ活用…70%未満の授業 1 診断シート正答数半数未満…30%以上

4 探求ノートの活用…年20回以上 4 探究的に学ぶ…90%以上の児童
3 探求ノートの活用…年10回以上 3 探究的に学ぶ…80%以上の児童
2 探求ノートの活用…年5回以上 2 探究的に学ぶ…70%以上の児童
1 探求ノートの活用…年5回未満 1 探究的に学ぶ…70%未満の児童
4 異学年活動…実施率90%以上 4 社会通念上のいじめ…0～5件
3 異学年活動…実施率80%以上 3 社会通念上のいじめ…6～15件
2 異学年活動…実施率70%以上 2 社会通念上のいじめ…16～30件
1 異学年活動…実施率70%未満 1 社会通念上のいじめ…31件以上
4 コグトレ…実施率90%以上 4 意欲的にコグトレ…90%以上の児童

3 コグトレ…実施率80%以上 3 意欲的にコグトレ…80%以上の児童
2 コグトレ…実施率70%以上 2 意欲的にコグトレ…70%以上の児童
1 コグトレ…実施率70%未満 1 意欲的にコグトレ…70%未満の児童
4 考え議論する道徳…実施率90%以上 4 自分事として考える…80%以上の児童

3 考え議論する道徳…実施率80%以上 3 自分事として考える…70%以上の児童

2 考え議論する道徳…実施率70%以上 2 自分事として考える…60%以上の児童

1 考え議論する道徳…実施率70%未満 1 自分事として考える…60%未満の児童

4 健康観察表未記入…１日平均0～2人 4 病欠児童…１日の平均0～3人
3 健康観察表未記入…１日平均3～5人 3 病欠児童…１日の平均4～7人
2 健康観察表未記入…１日平均6～9人 2 病欠児童…１日の平均8～11人
1 健康観察表未記入…１日平均10人以上 1 病欠児童…１日の平均12人以上
4 元気アップの取組…18項目以上 4 運動することが楽しい…90%以上の児童

3 元気アップの取組…14項目以上 3 運動することが楽しい…80%以上の児童

2 元気アップの取組…10項目以上 2 運動することが楽しい…70%以上の児童

1 元気アップの取組…10項目未満 1 運動することが楽しい…70%未満の児童

4 相談できる3人記入…児童の90%以上 4 大人に相談できる…90%以上の児童

3 相談できる3人記入…児童の80%以上 3 大人に相談できる…80%以上の児童

2 相談できる3人記入…児童の70%以上 2 大人に相談できる…70%以上の児童

1 相談できる3人記入…児童の７0%未満 1 大人に相談できる…70%未満の児童

4 図書館機能を活用…全学級月4回以上 4 読書好感度…80%以上の児童
3 図書館機能を活用…全学級月3回 3 読書好感度…70%以上の児童
2 図書館機能を活用…全学級月2回 2 読書好感度…60%以上の児童
1 図書館機能を活用…全学級月１回以下 1 読書好感度…60%未満の児童
4 タブレットの活用…全学級週10回以上 4 保護者評価…概ね満足80%以上
3 タブレットの活用…全学級週6～9回 3 保護者評価…概ね満足80%以上
2 タブレットの活用…全学級週3～5回 2 保護者評価…概ね満足70%以上
1 タブレットの活用…全学級週3回未満 1 保護者評価…概ね満足70%未満
4 キャリア・パスポート記入…児童の90%以上 4 自分事として思考…80%以上の児童

3 キャリア・パスポート記入…児童の80%以上 3 自分事として思考…70%以上の児童

2 キャリア・パスポート記入…児童の70%以上 2 自分事として思考…60%以上の児童

1 キャリア・パスポート記入…児童の７0%未満 1 自分事として思考…60%未満の児童

令和４年度 昭島市立富士見丘小学校　 学校経営重点計画（教育推進計画）年度末評価【総括表】

未知の課題を思索し、
新たな価値観や行動
を生み出し、協働して
未来を創造する子の育
成

取組指標 成果指標

確
か
な
学
力

自ら学びに向かい、創
造力・表現力に富み、
正解のない課題に納
得解を導く子の育成

主体的に学びに向かう
力の涵養とともに、学
習習慣の確立

「学びのすすめ」「自主
学習ノート」「寺子屋」
の推進等、授業と家庭
学習との連携強化

4

学校教育目標

　○　よく考える子ども
　○　けんこうな子ども
　○　すすんで働く子ども
　◎　思いやりのある子ども

ビジョン

職員が組織的に協働して、児童が主体的に活動し、生涯学習の基礎を確実に身に付け、家庭・地域の信託に応える学校

未来の創り手として、自ら考え、創造力・表現力に富み、互いを尊重し人の為に尽くす、心身共に健康で活力に満ちた子供

児童･保護者･地域の願いを受け止め、熱い心と志を持ち、変革に臆することなく、使命と役割を遂行し、結果に責任を持つ教師

3
○推進プラン全面改定

●学びのすすめの定着

ふじみ寺子屋などで児
童のやる気を引き出す
指導をしている。

A

［自主学習ノート］を[学
びのすすめ]活用の核と
して、学習習慣を定着さ
せる。

生きて働く基礎的・基
本的な知識及び技能
の確実な習得

UDやICT、授業スタイ
ルやノートの統一、板
書や発問の工夫等、効
果的な学習指導

4 3
○タブレットの有効活用

●モジュールの充実

大型画面の活用と会話
形式で授業の進め方が
分かりやすい。

A

[モジュール授業]など、
柔軟な教育課程で分か
りやすい授業を展開す
る。

未知の課題に納得解
を導き、新たな価値を
創造する力の育成

「探究ノート」を活用し
た課題解決等、自ら考
え判断し表現する学習
と深い学びの重視

3 3
○学習意欲習慣の向上

●探究ノート有効活用

自分で考え表現する力
を習得できる指導を進め
てほしい。

Ｂ
［探究ノート］を計画的に
活用し、学習成果を[学
習発表会]で表現する。

豊
か
な
心

認知機能を高め、自分
も他の人も尊重し、敬
意をもって大切にでき
る心豊かな子の育成

個性を生かし、相互の
信頼関係を深め、自己
有用感の醸成

「h-QU」の結果を生か
した児童集会や縦割り
班活動等、異年齢集団
の活動の推進

4 4
○穏やかな学校生活

●自己肯定感の向上

他者との関係の中での
自己を教員が模範となり
示している。

A

Ｂ

ふれあい月間の「命の授
業」、QUの活用など、豊
かな関係性を醸成する。

認知機能を高め、自他
共に敬意をもって関係
する力の育成

「コグトレ」や学級活動
の工夫による認知機能
や感情統制、やり抜く
力等の重視

4 3
○対人スキルが向上

●ＱＵのさらなる活用

学級の中で子供たちの
良い関係が築けていて
仲が良い。

Ｂ
[コグトレ]で社会性を育
てる認知-感情統制-対
人スキル等を育成する。

[考え議論する道徳]の授
業展開、[人権集会]など
で豊かな心を育成する。

健
や
か
な
体

基本的な生活習慣を
身に付け、運動に親し
み、心身共に健康で活
力に満ちた子の育成

新しい生活様式に基
づき、人の命を守る意
識と行動力の育成

「ｸﾞｯﾄﾞﾓｰﾆﾝｸﾞ60分」
等、家庭との協働を強
化し、感染防止と新し
い生活様式の定着

3 4
○感染防止の徹底

●食育の計画的推進

子供たちが生き生きと活
動できるメリハリある対策
をしている。

自他を大切にし、よく
生きる、内面に根ざし
た道徳性の涵養

問題解決的あるいは体
験を通した発問構成の
工夫、広い視野で考え
議論する道徳

4 4
○自他を認め合う意識

●人権感覚の向上

教員の受容的・共感的な
姿勢が良きモデルとなっ
ている。

Ｂ
[お弁当の日]を中心に、
家庭と連携して食育、健
康教育に努める。

基礎的な体力の向上と
生涯に渡り運動に親し
む資質能力の向上

「元気ｱｯﾌﾟｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ」
を活用した運動習慣に
つながる授業の工夫、
家庭との連携協力

3 3
○運動習慣が改善

●元気ＵＰ活用充実

多くの教員が駅伝に参
加するなど運動の楽しさ
を伝えている。

Ｂ
元気アップガイドブックを
活用した「元気アップタイ
ム」を拡大・充実させる。

Ｃ

[家庭と連携した情報モ
ラル教育]など、適切に
対処できる力を育成す
る。

輝
く
未
来

言語能力とともに、未
知の課題に向き合い思
索する力の育成

学校図書館に学習・情
報センター機能をもた
せ、全教育課程で言語
活動を充実

4 4
○図書館の活用充実

●総合学習の単元開発

図書館の利用度が高く、
言語メソッドを用いた学
ぶ場がある。

様々な欲求やストレス
等に対して、適切に対
処できる力の醸成

自殺防止授業の他、全
学年で「ＳＯＳカード」を
活用した多様な対処方
法を推進

4 3
○ストレスゼロ学校生活

●不登校ゼロを目指す

ストレスとは何かを理解し
ていないと対応は難しい
と思う。

A
図書館活用で言語力を
鍛え、[読書感想文]や
[調べる学習]を深める。

情報活用能力ととも
に、新たな解を創造す
る力の醸成

１人１台の端末やオン
ラインの活用など、見
方・考え方を働かせな
がら思索する場の充実

4 4
○探求ノート開発・活用

●自分の言葉で表現

情報を得る手段や情報
のやり取り、通信技術を
学べている。

A

[SDGｓ]を踏まえた見方・
考え方を働かせる[短作
文]などで、思索力を養
う。

多様な文化を尊重し、
世界の人々と協調し活
躍できる人材に育成

「キャリア・パスポート」の
活用等、家庭や地域と連
携・協働した自己実現へ
の手立ての充実

3 2
○縦割り班活動の充実

●世界を見据えた教育

異なる文化・言語・価値
に触れる機会を増やして
ほしい。

D

[SDGｓ]を踏まえた[思索
コン]などで、未知の課題
に対峙する力を育成す
る。



【目指す学校像】

【目指す児童・生徒像】

【目指す教師像】

領域
中期経営目標
（３年間）

短期経営目標
（１年間）

具体的方策 評価 評価 自己評価結果の分析 学校関係者評価 評価 次年度への改善策

4 全教員が「授業力自己診断」を実施した。 4 調査が前年比＋２ポイント以上
3 80％～100％未満の教員が「授業力自己診断」を実施した。 3 調査の正答率が前年比0～+２ポイント未満

2 70％～80％未満の教員が「授業力自己診断」を実施した。 2 調査の正答率が前年比0～ー４ポイント未満

1 70％未満の教員が「授業力自己診断」を実施した。 1 調査の正答率が前年比-４ポイント以上

4 全教員がアンケートを実施した。 4 90％以上の児童がタブレットを活用している。

3 80％～100％未満の教員がアンケートを実施した。 3 80%～90%未満の児童がタブレットを活用している。

2 70％～80％未満の教員がアンケートを実施した。 2 70%～80％未満の児童がタブレットを活用している。

1 70％未満の教員がアンケートを実施した。 1 70％未満の児童がタブレットを活用している。

4 各学級で図書室を月４回以上使用した。 4 90％以上の児童が週に1度以上図書室を利用している。

3 各学級で図書室を月３回以上使用した。 3 80%～90%未満の児童が週に1度以上図書室を利用している。

2 各学級で図書室を月２回以上使用した。 2 70%～80％未満の児童が週に1度以上図書室を利用している。

1 各学級で図書室を月１回以下使用した。 1 70％未満の児童が週に1度以上図書室を利用している。

4 全教員がアンケートから個々の児童に応じた指導を行った。 4 80％以上の児童が自己肯定感があると感じている

3 80～100％の教員がアンケートから個々の児童に応じた指導を行った。 3 70％以上の児童が自己肯定感があると感じている

2 ７０％から８０％未満の教員がアンケートから個々の児童に応じた指導を行った。 2 60％以上の児童が自己肯定感があると感じている

1 ７０％未満の教員がアンケートから個々の児童に応じた指導を行った。 1 自己肯定感があると感じている児童が60％以下だった

4 すべての教員が各教科と関連付け、道徳教育を行った 4 95%以上の児童が振り返りを書くことが出来た

3 70％～100%の教員が各教科と関連付け、道徳教育を行った 3 85％以上の児童が振り返りを書くことが出来た

2 40％～70%の教員が各教科と関連付け、道徳教育を行った 2 80％以上の児童が振り返りを書くことが出来た

1 40%未満の教員が各教科と関連付け、道徳教育を行った 1 振り返りを書くことが出来た児童が80％以下だった

4 全教員が学級活動計画を活用した指導を行った 4 学級生活満足群が50％以上
3 80％～１００％未満の教員が学級活動計画を活用した指導を行った 3 学級生活満足群が40％以上
2 ７０％～８０％未満の教員が学級活動計画を活用した指導を行った 2 学級生活満足群が30％以上
1 70％未満の教員が学級活動計画を活用した指導を行った 1 学級生活満足群が30％以下
4 全教員が計画を活用した指導を行った 4 調査結果が昨年比平均ポイントから＋２ポイント以上

3 80％～１００％未満の教員が計画を活用した指導を行った 3 調査結果が昨年比～+2ポイント
2 ７０％～８０％未満の教員が計画を活用した指導を行った 2 調査結果が昨年比-2ポイント以内
1 70％未満の教員が計画を活用した指導を行った 1 調査結果が昨年比-2ポイント以下
4 全教員が計画的な授業を実施した 4 90%以上の児童が目標を達成している

3 ８０％から１００％未満の教員が計画的な授業を実施した 3 80%～90%未満の児童が目標を達成している

2 ７０％から８０％の教員が計画的な授業を実施した 2 70%～80％未満の児童が目標を達成している

1 ７０％未満の教員が計画的な授業を実施した 1 70％未満の児童が目標を達成している

4 全教員が食育計画を活用した指導を行った 4 90%以上の児童が食育のめあてを達成している

3 80％～１００％未満の教員が食育計画を活用した指導を行った 3 80%～90%未満の児童が食育のめあてを達成している

2 ７０％～８０％未満の教員が食育計画を活用した指導を行った 2 70%～80％未満の児童が食育のめあてを達成している

1 70％未満の教員が食育計画を活用した指導を行った 1 70％未満の児童が食育のめあてを達成している

4 全教員が方策を実施した 4 90%以上の児童が安心して進級・進学できる

3 80％～１００％未満の教員が方策を実施した 3 80%～90%未満の児童が安心して進級・進学できる

2 ７０％～８０％未満の教員が方策を実施した 2 70%～80％未満の児童が安心して進級・進学できる

1 70％未満の教員が方策を実施した 1 70％未満の児童が安心して進級・進学できる

4 全学年の教員が交流体験を実施した 4 90%以上の児童が目標を達成している

3 80％～１００％未満の学年・教員が交流体験を実施した 3 80%～90%未満の児童が目標を達成している

2 ７０％～８０％未満の学年・教員が交流体験を実施した 2 70%～80％未満の児童が目標を達成している

1 70％未満の学年・教員が交流体験を実施した 1 70％未満の児童が目標を達成している

4 各行事の実施を受け、毎月ホームページを更新した 4 80%以上の保護者が教育活動への理解を示している。

3 各行事の実施を受け、学期に3回ホームページを更新した 3 50%以上の保護者が教育活動への理解を示している。

2 各行事の実施を受け、学期に２回ホームページを更新した 2 20%以上の保護者が教育活動への理解を示している。

1 各行事の実施を受け、学期に１回ホームページを更新した 1 20%未満の保護者が教育活動への理解を示している。

A

地域・外部人材の活用に
ついて情報を集め、様々な
人と児童が交流できるよう
にする。

〇学校の取組を、保護者や
地域に向けて発信し、教育
活動への参画意識を高め
る。

〇学校ホームページや学校
だより等を通じて保護者や地
域に向けて児童の活動等を
発信する。

4 3

市のアンケート結果の教育活
動に関する項目の回答を計算
すると平均76.5％だった。体力
向上と将来や夢に関する項目
の理解向上を図る必要がある。

これまで以上にホームペー
ジやマチコミで教育活動を
発信してほしい。

B

情報を発信する大切さを共有
し、担当だけでなく各分掌の担
当者がホームページで情報を
発信できるようにする。

養護教諭を中心として、計測や
学級活動を活用した保健指導
を充実させる。都・市の方針に
応じ、生活様式について柔軟
に対応していく。

B

市内の食材を使用した給
食の日やお弁当の日を中
心に、食育計画についてよ
り一層の充実を図る。

輝
く
未
来

○幼保・小中が連携し、児童
が安心して進級・進学できる
ようにする。

○入学時は「スタートカリキュ
ラム」を実施し、学年始めに
はなりたい自分を目指す
「キャリアルバム」を作成す
る。

3 3

特別活動部を中心にキャリア
ルバムの進行状況を管理し、
全校でそろえて実施できた。進
級・進学に関するアンケートは
２月実施予定である。

キャリアルバムの内容を定
期的に保護者と共有した
い。

○望ましい食習慣の形成を
促進する。

○学校給食やお弁当の日を
通して食の大切さを考えさせ
る。

3 3

２学期のお弁当の日の取組状況か
ら、児童の食育のめあてに対する
達成度が82％と分かった。栄養士
と食育担当を中心に、さらに充実を
図っていく。

食の大切さ、楽しさを指導
してほしい。お弁当の日を
中心に食育担当・栄養士
の活躍を期待する。

B

定期的にキャリアルバムを保護
者と共有する機会をもち、家庭
と連携して児童の成長を見守
る計画を作成する。

○教育活動を通して外部人
材と交流体験できるようにす
る。

○文化、スポーツ、高齢者、
地域工場・店舗での学びの
場を、各学年設定する。

4 4
全学年が文化やスポーツなど
について外部人材と交流体験
を行うことができた。

毎学期、多彩な文化・スポーツ
のイベントがあり児童も楽しん
でいる。今後は市内の様々な
国の人と接する機会をもってほ
しい。

次年度も年２回のQUを実
施し学級経営に生かしてい
く。また学級活動計画の更
なる充実に努めていく。

健
や
か
な
体

○健康への関心を深
め、基礎的な体力の育
成と向上を図る。

〇児童体力・運動能力、生
活運動習慣の向上に向け、
運動の習慣化を図り、体力
の向上を推進する。

〇低・中・高の系統性を意識
した年間指導計画の作成及
び体育的活動の充実を図
る。

3 2

体力向上部を中心に、年間指
導計画と年間を通じた全校の
体育的取組のよりよい改善を
図ったが、昨年度比－0.3ポイ
ントだった。

コロナ禍でのびのび運動できる
ことが困難な中で、前年比－
0.3ポイントはよい。引き続き、
体を動かすことの楽しさを伝え
てほしい。

○児童の自己有用感を高め
る活動を行う学級活動を実
践する。

○QU調査を年２回実施し、
学級の実態に応じた指導を
する。

3 4

特別活動部主任が、学級活動計
画に基づいて実施されているかどう
かチェックを行った。QUの結果分
析をもとに学級の実態に合った経
営を見直していく。

自己有用感を高める活動はと
ても大切だと感じる。点検・
チェック・改善・指導の繰り返し
により改革を行うことが大切で
あると感じる。

B

年間を通じた体育的活動
を充実させ、運動の習慣化
を図ることで、児童の体力
維持・向上を目指す。

○新しい生活様式の習慣化
を図り、健康・安全に留意で
きる児童の姿を目指す。

○生活指導・保健指導・学級
活動の充実を図り、計画的な
指導を行う。

3 4

生活指導部と養護教諭を中心
に、年間指導計画の確実な実
施を心掛けた。また、適宜、「マ
スクを外す」指導を行ってき
た。

マスクを外す指導より、マスクの
上手な使い方の指導の必要性
を感じる。社会情勢の変化に
対応した指導をお願いしたい。

B

来年度も児童が安心して
生活できるような環境づくり
に努めていく。

〇道徳科を道徳教育の要の
時間と位置付け、教科横断
的な視点で各教科にて、計
画的・発展的に行うようにす
る。

〇教科横断的な視点で、年
間指導計画に位置付け、計
画的に指導し、道徳教育の
一層の充実を図る。

3 3

道徳授業地区公開講座前に、
道徳教育年間計画をもとに全
教員で他教科との関連につい
て確認する時間をもち、意識向
上を図った。

アンケートや日頃の関わ
り、個々の丁寧な対応によ
り、児童の人権感覚は育成
されていると思う。

A

年度初めに、道徳教育年間計
画を周知することで、各教員が
各教科とのつながりを意識して
指導できるようにする。

豊
か
な
心

○人権意識を高め、
自他ともに大切にする
態度を育成する。

○児童の自己肯定感を高
め、児童個々の良さを発揮
し、安心して生活できるように
する。

○年２回の家庭生活アン
ケートから児童の自己肯定
感を数値化し、個々の児童
応じた指導をする。

4 4

教員が児童の変化に気付くア
ンテナを高くもち、丁寧な言葉
掛けを行うことで、児童が安心
して生活できるように努めた。

教員の一言は、児童の一生を
左右することがある。丁寧な言
葉掛けは大事である。先生方
の日々の対応は丁寧だと感じ
る。

A

A

4 3

年度途中と年度末に結果を比
較できるように、低・中学年でも
２学期中にアンケートを実施
し、児童の実態を把握できるよ
うにした。

年２回のアンケートの実施はより正
確な児童の実態を把握できてよ
い。タブレットの活用については、
児童への指導と家庭への指導が必
要であると考える。

B

児童のICT技能は向上し
た。表現のツールとしての
活用方法について、さらに
指導を工夫していく。

〇読書活動の推進と言語能
力の育成に向け、学校司書
及びボランティアが連携し、
子供たちの読書活動の推進
を図る。

学校司書が中心となり、ボラ
ンティアや委員会の活動等
で連携を図り、子供たちの読
書活動の一層の推進を行う。

3 1

図書主任が中心となり、図書館支
援員や担任と連携しながら、定期
的な図書室利用の習慣化を目指し
たが、週に１度以上利用する児童
は67％にとどまった。

多くの児童がスマホを持っている時
代によく図書室を利用していると感
じる。図書だよりや掲示物から図書
に親しめるような取組を工夫してい
ることが分かる。

B

図書主任が中心となり、図書館
支援員や担任、委員会担当と
連携しながら、定期的な図書
室利用の習慣化を目指す。

令和４年度 昭島市立武蔵野小学校　 学校経営重点計画（教育推進計画）年度末評価【総括表】

○子どもたちが自立で
きる基礎を培う。また、
日本の伝統・文化の良
さを理解し郷土を愛す
る態度を育成する。

取組指標 成果指標

確
か
な
学
力

○自ら学ぶ意欲や学
び方を身に付けさせ、
基礎的な知識及び技
能の定着を図る。

○授業力アドバイザー事業
のアドバイスを受け、教員一
人一人が自己点検を行いな
がら、個々の授業力の向上
を図る。

○各教員は、「授業力自己
診断」、児童には「授業アン
ケート」を実施し、そのデータ
をもとに授業力を向上させて
学校独自の学力調査を行
う。

4

学校教育目標
○しっかり考える子（問題解決力）
○心やさしい子（人間関係形成力）
○つよく元気な子（体力・活力）

ビジョン

○児童にとって充実した学校　○保護者にとって信頼できる学校　○教職員にとって働きがいのある学校

○思考力・判断力・表現力を身に付けた子ども○感性あふれる豊かな心をもつ子ども　○すすんで心と体を鍛えることができる子ども

○ありのままの児童を受け止め、個性を発揮させる教師　○授業で勝負できる教師　○家庭・地域との相互理解を深め協働できる教師

2

東京都や全国の学力調査の結果
の分析と考察を共有し、授業改善
と学力向上につながる具体策を実
践することで、１月の学力調査では
目標達成を目指す。

学力向上に対して、校長を
中心として全校で様々な取
組をしていることが分かっ
た。

A

様々な調査結果から、学習
指導の在り方を振り返るとと
もに、児童の実態について
次年度に引き継いでいく。

○ICTを活用した授業を充実
させ、児童の「情報活用能
力」の育成を図る。

○校内研究を充実させると
共に、学校独自のアンケート
を実施し、結果を分析して対
応策を講じる。



【目指す学校像】

【目指す児童・生徒像】

【目指す教師像】

領域
中期経営目標
（３年間）

短期経営目標
（１年間）

具体的方策 評価 評価 自己評価結果の分析 学校関係者評価 評価 次年度への改善策

4 学び合い活動等の交流…８０%以上の授業 4 学習定着度７５％以上…９０％以上の児童

3 学び合い活動等の交流…７０%以上の授業 3 学習定着度７５％以上…８０％以上の児童

2 学び合い活動等の交流…６０%以上の授業 2 学習定着度７５％以上…７０％以上の児童

1 学び合い活動等の交流…６０%未満の授業 1 学習定着度７５％以上…７０％未満の児童

4 強化月間中の家庭学習の提出率…９０%以上の児童 4 学習定着度７５％以上…９０％以上の児童

3 強化月間中の家庭学習の提出率…８０%以上の児童 3 学習定着度７５％以上…８０％以上の児童

2 強化月間中の家庭学習の提出率…７０%以上の児童 2 学習定着度７５％以上…７０％以上の児童

1 強化月間中の家庭学習の提出率…７０%未満の児童 1 学習定着度７５％以上…７０％未満の児童

4 玉小スタンダードに基づいた指導…９０%以上の教員 4 授業が分かりやすい…９５%以上の児童

3 玉小スタンダードに基づいた指導…８０%以上の教員 3 授業が分かりやすい…９０%以上の児童

2 玉小スタンダードに基づいた指導…７０%以上の教員 2 授業が分かりやすい…８０%以上の児童

1 玉小スタンダードに基づいた指導…７０%以上の教員 1 授業が分かりやすい…８０%未満の児童

4 考え、議論する道徳授業の実施…９５%以上の教員 4 社会通念上のいじめ…０件

3 考え、議論する道徳授業の実施…９０%以上の教員 3 社会通念上のいじめ…１件から５件

2 考え、議論する道徳授業の実施…８０%以上の教員 2 社会通念上のいじめ…６件から１０件

1 考え、議論する道徳授業の実施…８０%未満の教員 1 社会通念上のいじめ…１１件以上

4 玉小スタンダードに基づいた指導…９０%以上の教員 4 安心して生活できている…９５%以上の児童

3 玉小スタンダードに基づいた指導…８０%以上の教員 3 安心して生活できている…９０%以上の児童

2 玉小スタンダードに基づいた指導…７０%以上の教員 2 安心して生活できている…８０%以上の児童

1 玉小スタンダードに基づいた指導…７０%以上の教員 1 安心して生活できている…８０%未満の児童

4 集団としての活動が楽しめた児童…９０％以上 4 楽しく学校生活を送っている…９５%以上の児童

3 集団としての活動が楽しめた児童…８０％以上 3 楽しく学校生活を送っている…９０%以上の児童

2 集団としての活動が楽しめた児童…７０％以上 2 楽しく学校生活を送っている…８０%以上の児童

1 集団としての活動が楽しめた児童…７０％未満 1 楽しく学校生活を送っている…８０%未満の児童

4 体育旬間の活動に取り組んだ児童…９０％以上 4 遊んだり体を動かしたりしている…９５％以上の児童

3 体育旬間の活動に取り組んだ児童…８０％以上 3 遊んだり体を動かしたりしている…９０％以上の児童

2 体育旬間の活動に取り組んだ児童…７０％以上 2 遊んだり体を動かしたりしている…８０％以上の児童

1 体育旬間の活動に取り組んだ児童…７０％未満 1 遊んだり体を動かしたりしている…８０％未満の児童

4 安全に関する指導の実施回数…２０回以上 4 安全や健康についての知識を生かす…９５％以上の児童

3 安全に関する指導の実施回数…１５回以上 3 安全や健康についての知識を生かす…９０％以上の児童

2 安全に関する指導の実施回数…１１回以上 2 安全や健康についての知識を生かす…８０％以上の児童

1 安全に関する指導の実施回数…１１回未満 1 安全や健康についての知識を生かす…８０％未満の児童

4 元気アップガイドブックの活用…９回以上 4 食事や栄養についての知識を生かす…９５％以上の児童

3 元気アップガイドブックの活用…６回以上 3 食事や栄養についての知識を生かす…９０％以上の児童

2 元気アップガイドブックの活用…３回以上 2 食事や栄養についての知識を生かす…８０％以上の児童

1 元気アップガイドブックの活用…３回未満 1 食事や栄養についての知識を生かす…８０％未満の児童

4 外部人材等を活用した伝統文化の授業…全学年 4 自分や友達を大切にしている…９５%以上の児童

3 外部人材等を活用した伝統文化の授業…五つの学年 3 自分や友達を大切にしている…９０%以上の児童

2 外部人材等を活用した伝統文化の授業…四つの学年 2 自分や友達を大切にしている…８０%以上の児童

1 外部人材等を活用した伝統文化の授業…三つの学年 1 自分や友達を大切にしている…８０%未満の児童

4 理解学習の実施…全学年 4 思いやりの心をもって行動している…９５%以上の児童

3 理解学習の実施…五つの学年 3 思いやりの心をもって行動している…９０%以上の児童

2 理解学習の実施…四つの学年 2 思いやりの心をもって行動している…８０%以上の児童

1 理解学習の実施…三つの学年 1 思いやりの心をもって行動している…８０%未満の児童

4 キャリア・パスポートの活用…４回以上 4 自分の将来について考える…９５％以上の児童

3 キャリア・パスポートの活用…３回以上 3 自分の将来について考える…９０％以上の児童

2 キャリア・パスポートの活用…２回以上 2 自分の将来について考える…８０％以上の児童

1 キャリア・パスポートの活用…１回未満 1 自分の将来について考える…８０％未満の児童

令和４年度 昭島市立玉川小学校　 学校経営重点計画（教育推進計画）年度末評価【総括表】

　日本の伝統文化理
解と継承を図り、多様
な文化の尊重と国際
理解・協力の態度を育
成する。

取組指標 成果指標

確
か
な
学
力

　基礎的・基本的な知
識及び技能を身に付
け、主体的に学びに
向かう力を育成する。

　自らの考えを広げ深
める対話的な学びを
工夫する。

　体育の授業改善を
中心に、学び合いの
授業を実践する。

2

学校教育目標
◎精いっぱい学習する子
○人のためにつくす子
○すすんで体をきたえる子

ビジョン

・子供たちにとって学びがいのある学校　　・教職員にとって働きがいのある学校

・心身共に健康な児童　　・創造性に富んだ児童　　・人間として調和のとれた児童

・人権感覚が豊かな教師　　・創造性に富んだ教師　　・チームを意識した協調性のある教師　　・絶えず研究と修養に励む教師

3

令和4年度の校内研究のテー
マを「自分を表現し、学びを深
める児童の育成」とし、どの学
年・学級においても、学び合い
活動を学習に取り入れている。

取組指標の評価に対し、成
果指標の評価が向上して
いる。

B
校内研究を通して、学び合
いのできる児童を育成す
る。

　児童向け資料「家庭
学習の進め方」を活用
し、家庭学習の充実を
図る。

　年３回の家庭学習強
化月間を通して、家庭
学習の習慣付けを図
る。

3 3

今年度より、家庭学習教科月
間の内容を整理し、子供のや
る気を引き出しながら、家庭学
習の提出率向上に努めてい
る。

取組指標、成果指標が共
に良く、授業が順調に進め
られた。

B
学力向上部会から家庭学
習に関する企画を学期に１
回ずつ提案する。

　児童にやさしい教室
環境、学習環境、授業
を工夫・改善する。

　玉小スタンダードに
基づき、教室環境や学
習環境、授業の進め
方を整える。

4 3

児童が学習の見通しを
もつことができるように授
業や学習環境を工夫し
ている。

取組指標、成果指標が共
に良く、授業が順調に進め
られた。

B
１時間の学習の流れを児童
に示し、学習の見通しを児
童にもたせるようにする。

豊
か
な
心

　道徳教育の充実・推
進を図り、規範意識、
社会参画意識を養
い、自己有用感を育
成する。

　道徳授業地区公開
講座を中心として組織
的に道徳教育に取り
組む。

　道徳教育推進教師
を中心に授業改善を
進めより良く生きるた
めの道徳性を養う。

2 3

タブレット教材等を活用
しながら、考え、議論す
る道徳の授業を推進し
ている。

議論を深め、行動につなが
るような道徳の教育を進め
る。

C

A

議論を自分事として行い、
行動につながるような道徳
の教育を行う。

　「玉川小のやくそく」
を継続的に発信し続
け、定着を図る。

　全教員が共通理解
を深め、生活・授業規
律を徹底する。

4 4

全教員が生活指導夕会な
どで児童の様子について
情報共有し、安心して学習
できる環境を作っている。

教員が個々の児童につい
て情報共有がしっかりでき
ている。道具類の整理整頓
も児童ができると良い。

A

児童の学校での生活環境
である教室環境を整え、気
持ち良く生活できるように
する。

高学年をリーダーとした縦
割り班活動を続けていく。

健
や
か
な
体

　体育の授業改善とと
もに、日常的な運動習
慣を定着させ、運動に
親しむ資質や能力を
育成する。

　体力調査結果を検
証・活用し、体育旬間
を改善する。

　体育旬間の年間指
導計画を立て、ねらい
を明確にして実施す
る。

4 4

業間に行った持久走や
長縄の活動を通して児
童が体を動かすことに
親しんだ。

体を動かすことが好きな児
童が増えているのは良い。

　自己有用感を高めさ
せるために、特別活動
の充実を図る。

　縦割り班活動を通し
て、自主的、実践的に
集団行動する態度を
育成する。

4 4

高学年が積極的にリー
ダーシップを発揮し、縦
割り班活動を充実したも
のにしている。

取組指標や成果指標の評
価から学校としてしっかり取
り組んでいる様子が分か
る。

A

年間を通した体育旬間の
計画を立て、児童が積極的
に体を動かす機会を設け
る。

　生活指導部を中心
に、安全に配慮した学
校運営を行う。

　危険察知能力を高
めさせるために、計画
的かつ系統的に安全
に関する指導を行う。

4 3

組織として計画的に安全に
関して指導ができている。
多くの児童が自ら実践でき
るようになっている。

取組指標や成果指標の評
価から学校としてしっかり取
り組んでいる様子が分か
る。

B
SOSカードなど児童自身が
安全について考える手立
てを続け、充実させていく。

B

元気アップガイドブックを活用
し、児童が自分自身を知った
り、運動や健康について考えた
りできるようにする。

輝
く
未
来

　伝統文化に関する理
解を深め、多様な文化
等を受け入れる態度を
育てる。

　外部人材等を活用した
伝統文化に関する授業を
実践し、多様な文化を受
け入れる態度を育てる。

1 4
外部人材は、主に職員
研修での講義等で活用
している。

より地域とのつながりや地
域人材の活用が必要であ
る。

　自らの健康を適切に
管理するとともに改善
能力を培う。

　元気アップガイドブッ
クを活用し、運動や健
康の大切さについての
意識の向上を図る。

3 3

元気アップガイドブックを活
用した取組を行い、児童が
食事や栄養についての知
識を生かしている。

取組指標や成果指標の評
価から学校としてしっかり取
り組んでいる様子が分か
る。

C
地域の外部人材を積極的
に活用して、効果的な学習
ができるようにする。

　心のバリアフリーを浸
透させ、多様性を尊重
する態度を育てる。

　特別支援教育巡回指導
員、または指導教諭による特
別支援教育の理解学習を実
施し、多様性を尊重する態
度を育てる。

4 4

特別支援教育巡回指導員や
心理の専門の講師による理解
学習を教員研修で行い理解教
育の充実を図った。

取組指標や成果指標の評
価から学校としてしっかり取
り組んでいる様子が分か
る。

B

特別支援教育について研
修を行うことで職員が理解
を深めて児童の支援に取り
組めるようにする。

　小中連携した児童の
育成を図る。

　自身の成長や変容
に気付くことができるよ
うにキャリア・パスポー
トの活用を図る。

4 3

キャリア・パスポートを学期毎に
活用し、キャリア教育の充実を
図っている。中学校・家庭との
連携も図っている。

取組指標や成果指標の評
価から学校としてしっかり取
り組んでいる様子が分か
る。

B

キャリア・パスポートを自分
のポートフォリオとして活用
できるように児童が振り返る
時間をもたせる。



【目指す学校像】

【目指す児童・生徒像】

【目指す教師像】

領域
中期経営目標
（３年間）

短期経営目標
（１年間）

具体的方策 評価 評価 自己評価結果の分析 学校関係者評価 評価 次年度への改善策

4 全学級が取組を行っている。 4 全学年の定着率が90％以上
3 12学級以上が取組を行っている。 3 全学年の定着率が80％以上
2 10学級以上が取組を行っている。 2 全学年の定着率が70％以上
1 取組を行っている学級が10学級未満である。 1 全学年の定着率が70％未満
4 全教科・領域で実施する。 4 すすんで話し合えたと思える児童が80％以上

3 90％以上の教科・領域で実施する。 3 すすんで話し合えたと思える児童が70％以上

2 80％以上の教科・領域で実施する。 2 すすんで話し合えたと思える児童が60％以上

1 実施した教科・領域が80％未満である。 1 すすんで話し合えたと思える児童が60％未満

4 全学級が取組を行っている。 4 論理的思考力を身に付けた児童が80％以上

3 12学級以上が取組を行っている。 3 論理的思考力を身に付けた児童が70％以上

2 10学級以上が取組を行っている。 2 論理的思考力を身に付けた児童が60％以上

1 取組を行っている学級が10学級未満である。 1 論理的思考力を身に付けた児童が60％未満

4 全学級が取組を行っている。 4 すすんで読書に取り組んだと思える児童が90％以上

3 12学級以上が取組を行っている。 3 すすんで読書に取り組んだと思える児童が80％以上

2 10学級以上が取組を行っている。 2 すすんで読書に取り組んだと思える児童が70％以上

1 取組を行っている学級が10学級未満である。 1 すすんで読書に取り組んだと思える児童が70％未満

4 全教育活動で行っている。 4 90％以上が挨拶ができ、「オアシス」を心がける。

3 90％以上の教育活動で行っている。 3 80％以上が挨拶ができ、「オアシス」を心がける。

2 80％以上の教育活動で行っている。 2 70％以上が挨拶ができ、「オアシス」を心がける。

1 取組が教育活動の80％未満である。 1 挨拶ができ、「オアシス」を心がける児童が60％未満。

4 全学級が道徳教育との関連を図っている。 4 障害者との共生を具体的に理解した児童が90％以上

3 全学級で事前指導、事後指導を行っている。 3 障害者との共生を具体的に理解した児童が80％以上

2 全学級で事前指導を行っている。 2 障害者との共生を具体的に理解した児童が70％以上

1 障害者理解の授業のみを行っている。 1 障害者との共生を具体的に理解した児童が70％未満

4 全学級が具体的な取組を行っている。 4 85％以上が「相談してみようと思う大人がいる。」

3 12学級以上が具体的な取組を行っている。 3 75％以上が「相談してみようと思う大人がいる。」

2 10学級以上が具体的な取組を行っている。 2 65％以上が「相談してみようと思う大人がいる。」

1 具体的な取組を行っている学級が10学級未満である。 1 「相談してみようと思う大人がいる。」割合が65％未満

4 全学級が取組を行っている。 4 80％以上が「よく体を動かしている。」

3 12学級以上が取組を行っている。 3 70％以上が「よく体を動かしている。」

2 10学級以上が取組を行っている。 2 60％以上が「よく体を動かしている。」

1 取組を行っている学級が10学級未満である。 1 「よく体を動かしている。」児童が60％未満

4 全学級が取組を行っている。 4 すすんで取り組む児童・家庭が90％以上

3 12学級以上が取組を行っている。 3 すすんで取り組む児童・家庭が80％以上

2 10学級以上が取組を行っている。 2 すすんで取り組む児童・家庭が70％以上

1 取組を行っている学級が10学級未満である。 1 すすんで取り組む児童・家庭が70％未満

4 全学級が取組を行っている。 4 すすんで取り組む児童・家庭が90％以上

3 12学級以上が取組を行っている。 3 すすんで取り組む児童・家庭が80％以上

2 10学級以上が取組を行っている。 2 すすんで取り組む児童・家庭が70％以上

1 取組を行っている学級が10学級未満である。 1 すすんで取り組む児童・家庭が70％未満

4 全学年で実施している。 4 伝統文化や郷土への愛着を抱いた児童が90％以上

3 ５つの学年で実施している。 3 伝統文化や郷土への愛着を抱いた児童が80％以上

2 4つの学年で実施している。 2 伝統文化や郷土への愛着を抱いた児童が70％以上

1 3つの学年で実施している。 1 伝統文化や郷土への愛着を抱いた児童が70％未満

4 全学級で実施している。 4 90％以上が道徳的実践意欲を抱いた。

3 12学級以上で実施している。 3 80％以上が道徳的実践意欲を抱いた。

2 10学級以上で実施している。 2 70％以上が道徳的実践意欲を抱いた。

1 実施している学級が10学級未満である。 1 道徳的実践意欲を抱いた児童が70％未満。

4 全学級で実施している。 4 90％以上の児童が身を守る力を身に付けた。

3 12学級以上で実施している。 3 80％以上の児童が身を守る力を身に付けた。

2 10学級以上で実施している。 2 70％以上の児童が身を守る力を身に付けた。

1 実施している学級が10学級未満である。 1 児童が身を守る力を身に付けた児童が70％未満。

4 3
道徳の授業の充実を通
して児童の道徳的実践
への意欲が高まった。

児童が自ら善悪の判断を行
い、道徳的実践力を高める
取組とその一層の効果を期
待したい。

Ｂ

「思いやりの心をもってい
る」と思う児童が90％に
達した。取組の充実を継
続していく。

様々な災害、感染症か
ら身を守る力を育成す
る。

「安全教育プログラム」
を活用しながら身を守
る方法についての指導
を行う。

4 3

安全指導や避難訓練の
取組を通し、「身を守る」
ことの意識が育ってい
る。

日頃の安全な生活のため
の配慮、充実した安全指導
を継続してほしい。 Ａ

指導の継続に加え、事
前指導や予防指導の充
実も図り、実践の成果を
出していく。

輝
く
未
来

自己の成長を実感し、
自己有用感をもとに更
に自己を向上させようと
する児童を育成する。

体験活動や地域人材
を生かし、郷土昭島に
対する愛着や誇りを育
てる。

外部人材を活用し、伝
統文化の学習、体験
的、感動的な学習活動
を展開する。

4 3

Ａ

「毎日同じ時刻に起きて」い
ないと答えた児童が18％い
る。取組を継続し、更なる改
善を図る。

家庭とも連携して食育
指導の充実を図る。

給食指導や栄養教諭
の活用を通して残菜を
減らす。

4 4

給食委員会の取組が充
実してきた。残菜量も減
少した。地産地消の取組
も充実しつつある。

学校だけでなく、家庭にも働き
かけた食育を展開し、子どもに
とって食事が楽しく実りのあるも
のにしてほしい。

Ａ

地産地消への関心を喚起
する取組を全学年で更に深
め、家庭とも連携して食へ
の興味を養っていく。

健
や
か
な
体

体力の着実な向上を図
りながら不安や困難に
負けない心身ともに健
康な児童の育成を図
る。

外部人材を活用した取
組が復活し、新たな人材
との連携で取組が充実し
てきた。

様々な場面で体験活動によ
る「実感」と「体得」を基にし
た教育活動を展開し続けて
ほしい。

Ｂ

地域人材、外部人材との
つながりは今後も維持を
し、児童の活動を保障し
ていく。

道徳的心情を培い、自
ら実践しようとする道徳
的態度を育成する。

学習指導要領を基に、
道徳教育推進教師を
中心に、道徳の授業の
充実を図る。

教職員には、特に子どもが
他者との関係で戸惑い、悩
んでいるときに相談できる存
在になってほしい。

Ａ

昨年度よりも「相談してみようと
する大人がいる。」の割合が9％
向上している。引き続き向上を
図っていく。

「中神サーキット」「笑顔
の日」、持久走の取組を
通して児童の運動への
関心を喚起できた。

更に休み時間により多くの
児童が外で思い切り遊べる
ようにしていってほしい。 Ｂ

研修会や授業観察を通
して体育の授業の充実を
更に図り、体力向上を
図っていく。

生活習慣の定着と体力
向上の関連を図る。

「元気アップガイドブック」
「グッドモーニング６０分」の取
組を学期に1回設定し、保護
者にも周知する。

3 3

家庭での取組を学校でも
振り返られるようになって
おり、生活習慣の定着が
向上している。

特に家庭との連携を根気よ
く続けることで心身ともに健
康な状態で学校生活を送る
児童を育成してほしい。

体を動かす習慣を身に
付け、体力向上を図
る。

体育の授業、「中神サーキッ
ト」「笑顔の日」の取組の充
実、休み時間の遊びを有効
活用し、体力向上を図る。

4 3

全ての児童、教師が自然と
挨拶できる関係にまで高め
てほしい。 Ａ

引き続き取組の充実を図
り、個人差の解消を目指
す。

体験活動と道徳教育を
関連させ、共生社会の
礎を築く。

全学年でオリンピック・
パラリンピックのレガ
シーを取り入れた障害
者理解を図る。

4 3

体験活動が児童の障害
者理解に結び付いた。
共生社会を築く大切さを
記述している。

多様性を認め、支え合う心
を育てるためにも障害者理
解は有効な方法として評価
できる。継続してほしい。

Ｂ

体験活動の成果と道徳
の授業の関連を一層強
め、共生社会の構築に
努める児童を育てる。

豊
か
な
心

自己有用感をもち、互
いのよさを感じて認め
合い、支え合う心を醸
成する。

挨拶の習慣の定着化を図
り、言語環境を整え、良好
なコミュニケーションがと
れるようにする。

挨拶の習慣化、より良
い人間関係を築くた
め、「オアシス」を基に
言語環境を整える。

4 4

挨拶が習慣化し、良好な
人間関係に結び付いて
いる。個人差も解消され
てきている。

常に相手を認め、悩み
を相談しながら支え合
えるようにする。

互いの良さに関心をも
つ中で何でも相談でき
る環境を整える。

3 3

日常的な指導、定期的
なアンケートを通して互
いを認める大切さが育っ
ている。

今後もプログラミング教育の
効果を検証した上で検証を
重ね、どの教員も共通して
取り組んでほしい。

Ｂ

引き続き年間指導計画
を見通し、日常的に教
科間の関連を図って実
践していく。

読書指導を通じ、言語
能力の向上を図る。

図書館の活用、読書
カードや表彰を活用
し、すすんで読書する
態度を育む。

タブレット端末で読書記
録の作成を取り入れ、意
欲的に取り組む児童が
増えた。

すすんで読書する機会をこ
れからも継続して与え、文
章に親しむ機会が増えるこ
とを期待する。

引き続き図書の時間や
図書の取組の充実を図
り、取組の個人差を解
消していく。

4 3 Ａ

令和４年度 昭島市立中神小学校　 学校経営重点計画（教育推進計画）計画表

学校教育目標
◎よく考える子
〇心豊かな子
〇たくましい子

ビジョン

〇全教育活動にＳＤＧｓの目標を関連させる。　〇人間尊重の精神を基調として、たくましく生きる人間性豊かな子どもを育成する。

〇様々なかかわりを通して、自尊感情や自己有用感をもてる児童

〇経営参画をもち、職層に応じた役割を果たす教師　〇指導力の向上を果たすべく、常に自己研鑽に励む教師

取組指標 成果指標

確
か
な
学
力

基礎・基本を確実に定
着させた上で、全ての
教育活動を通じて思考
力・判断力・表現力の
向上を図る。

様々な指導を通じ、基
礎・基本の定着を図
る。

朝学習・朝読書、東京
ベーシックドリルなどの
活用を図る。

4 3

朝の時間の有効活用が
できたが、基礎・基本の
習熟については個人差
が解消されない。

論理的思考力を身に
付け、情報活用能力の
育成を図る。

年間指導計画に基づ
き、プログラミング的思
考を図る授業を実践す
る。

4 3

年間計画に沿って実行
できた。教科間で関連を
図って実践できた部分も
あった。

授業での工夫、朝の時間の
活用など、引き続き取組の
充実をしていただきたい。 Ｂ

引き続きタブレット端末も
有効活用しながら個人差
に対応した課題を工夫
する。

授業の質的向上を図
り、思考力・判断力・表
現力を育成する。

良い話し手と聴き手となる
よう話し合い活動を計画
的に指導する。

3 3

研修会や授業観察を経
て、児童が意欲的に思
考・判断する姿が見られ
るようになった。

「話し合い」や「学び合い」
の機会を保証しながら工夫
し、理解力、そして考える力
の育成を図ってほしい。

Ｂ

引き続き振り返りの時間
の充実を通して児童が
「何ができるようになった
か。」を明確にする。



【目指す学校像】

【目指す児童・生徒像】

【目指す教師像】

領域
中期経営目標
（３年間）

短期経営目標
（１年間）

具体的方策 評価 評価 自己評価結果の分析 学校関係者評価 評価 次年度への改善策

4 全グループで授業公開を伴う授業改善に取り組んだ。 4 国語・算数の学力調査において４学年以上で前年度よりプラス

3 １グループを除いて、授業公開を伴う授業改善に取り組んだ。 3 国語・算数の学力調査において３学年以上で前年度よりプラス

2 ２グループを除いて、授業公開を伴う授業改善に取り組んだ。 2 国語・算数の学力調査において２学年以上で前年度よりプラス

1 ３グループを除いて、授業公開を伴う授業改善に取り組んだ。 1 国語・算数の学力調査において前年度よりプラスが１学年以下

4 ８割以上の授業で児童主体の問題解決学習を実践した。 4 児童アンケート「進んで学習に取り組む」９0％以上

3 ７割以上の授業で児童主体の問題解決学習を実践した。 3 児童アンケート「進んで学習に取り組む」８0％以上

2 ６割以上の授業で児童主体の問題解決学習を実践した。 2 児童アンケート「進んで学習に取り組む」70％以上

1 ６割未満の授業で児童主体の問題解決学習を実践した。 1 児童アンケート「進んで学習に取り組む」70％未満

4 全学年で計画通り実施した。 4 児童アンケート「授業内容が分かる」９0％以上

3 ５学年以上で計画通り実施した。 3 児童アンケート「授業内容が分かる」８0％以上

2 ４学年以上で計画通り実施した。 2 児童アンケート「授業内容が分かる」70％以上

1 ３学年以下で計画通り実施した。 1 児童アンケート「授業内容が分かる」70％未満

4 全教員が日常的に指導した。 4 児童アンケート「自分からあいさつ」が８０％以上

3 ９０％以上の教員が日常的に指導した。 3 児童アンケート「自分からあいさつが７０％以上

2 ８0％以上の教員が日常的に指導した。 2 児童アンケート「自分からあいさつ」が６０％以上

1 ８0％未満の教員が日常的に指導した。 1 児童アンケート「自分からあいさつ」が６０％未満

4 全教員がガイドラインを活用し、実践に活かした。 4 児童アンケート「落ち着いて安心して生活」が８０％以上

3 ９０％以上の教員ガイドラインが活用し、実践に活かした。 3 児童アンケート「落ち着いて安心して生活」が７０％以上

2 ８0％以上の教員がガイドラインを活用し、実践に活かした。 2 児童アンケート「落ち着いて安心して生活」が６０％以上

1 ８0％未満の教員がガイドラインを活用し、実践に活かした。 1 児童アンケート「落ち着いて安心して生活」が６０％未満

4 全教員が日常的に情報共有を行った。 4 児童アンケート「いじめは許さないこと」が９０％以上

3 ９０％以上の教員が日常的に情報共有を行った。 3 児童アンケート「いじめは許さないこと」が８０％以上

2 ８０％以上の教員が日常的に情報共有を行った。 2 児童アンケート「いじめは許さないこと」が７０％以上

1 ８０％未満の教員が日常的に情報共有を行った。 1 児童アンケート「いじめは許さないこと」が７０％未満

4 全校児童が参加した。 4 体力テストの結果が４学年以上８項目中４項目で都平均以上

3 90％以上の児童が参加した。 3 体力テストの結果が４学年以上８項目中３項目で都平均以上

2 80％以上の児童が参加した。 2 体力テストの結果が４学年以上８項目中２項目で都平均以上

1 70％以上の児童が参加した。 1 体力テストの結果８項目中１項目で都平均以上が４学年未満

4 全学級で記録と振り返りを行った。 4 児童アンケート「健康について学び理解している」８０％

3 90％以上の学級で記録と振り返りを行った。 3 児童アンケート「健康について学び理解している」７０％

2 80％以上の学級で記録と振り返りを行った。 2 児童アンケート「健康について学び理解している」６０％以上

1 70％以上の学級で記録と振り返りを行った。 1 児童アンケート「健康について学び理解している」６０％未満

4 全学級で指導・活用した。 4 児童アンケート「安全を理解し生活」８０％

3 ９０％以上の学級で指導・活用した。 3 児童アンケート「安全を理解し生活」７０％

2 ８０％以上の学級で指導・活用した。 2 児童アンケート「安全を理解し生活」６０％以上

1 ８０％未満の学級で指導・活用した。 1 児童アンケート「安全を理解し生活」６０％未満

4 全教員が意識し、実践に生かした。 4 児童アンケート「学級活動や行事で力を発揮できた」90％以上

3 ９０％以上の教員が意識し、実践に生かした。 3 児童アンケート「学級活動や行事で力を発揮できた」80％以上

2 ８０％以上の教員が意識し、実践に生かした。 2 児童アンケート「学級活動や行事で力を発揮できた」70％以上

1 ６０％以上の教員が意識し、実践に生かした。 1 児童アンケート「学級活動や行事で力を発揮できた」70％未満

4 ８０％以上の児童が楽しく参加し、協力して取り組んだ。 4 児童アンケート「行事の満足度」８０％以上

3 ７０％以上の児童が楽しく参加し、協力して取り組んだ。 3 児童アンケート「行事の満足度」７０％以上

2 ６０％以上の児童が楽しく参加し、協力して取り組んだ。 2 児童アンケート「行事の満足度」６０％以上

1 ６０％未満の児童が楽しく参加し、協力して取り組んだ。 1 児童アンケート「行事の満足度」６０％未満

4 ９０％以上の児童が課題解決に向けた話し合いに参加した。 4 児童アンケート「話合いを通し課題解決した」８０％以上

3 ８０％以上の児童が課題解決に向けた話し合いに参加した。 3 児童アンケート「話合いを通し課題解決した」７０％以上

2 ７０％以上の児童が課題解決に向けた話し合いに参加した。 2 児童アンケート「話合いを通し課題解決した」６０％以上

1 ７０％未満の児童が課題解決に向けた話し合いに参加した。 1 児童アンケート「話合いを通し課題解決した」６０％未満

令和４年度　 昭島市立つつじが丘小学校　 学校経営重点計画（教育推進計画）年度末評価【総括表】

　人間関係調整力と自己有
用感をもち、積極的に他者と
関わろうとする児童の育成。

取組指標 成果指標

確
か
な
学
力

　児童が各教科等の特質に
応じた見方・考え方を働かせ
ながら行う、主体的・対話的
な学びの実現。

教員一人一人が課題意識を
もって主体的に取り組む校内
研究を行うことで、授業力の
向上を図る。

　教員それぞれが抱える課題
について小グループで検証
することで、より主体的な授業
改善を図る。

4

学校教育目標

「だれもが笑顔になる学校」
　〇自ら学び、表現する子
　〇認め合い、協力して行動する子
　〇すすんで体を整える子

ビジョン

「だれもが笑顔になる学校」　〇ひとりぼっちにしない教育　〇未来に向かってチャレンジする教育

〇自ら学び、表現する子　〇認め合い、協力して行動する子　〇すすんで体を整える子

〇子供第一主義で行動する教師　〇子供の「人間モデル」としての教師

2

　教員が課題意識をもって授業改善に取
り組んだことで、多くの教員が授業力の向
上を実感できた。しかし、学力調査の結果
には現れていないのが現状である。同じ
内容を例年より早く行った影響も考えられ
る。（定着の時間の確保不足）

　結果は出ていないが、地道な
取組が必要である。授業力の
向上が見られたことは次年度に
つながると期待できる。

B
　具体的方策は間違っていないと考えて
おり、引き続き授業改善を進める。学力調
査の結果に現れるまで継続していく必要
がある。

学ぶことの楽しさを味わわせ
る授業を積み重ね、児童の
学びに向かう力を向上させて
いく。

　児童自身に課題意識をもた
せ、タブレットを活用した児童
主体の個別最適な学習を展
開していく。

4 4

　児童が思考を深め、意見を交流するた
めのタブレット活用が全校で進み、個別最
適な学習が展開できるようになった。アン
ケート結果からも児童の学習意欲が向上
したことが分かる。

　タブレットの活用で個別学習
が展開できるようになったのは
素晴らしい。今後、使い方の
ルールやマナーを指導してい
ただきたい。

A
　タブレットの使用頻度が上がることで、今
後課題も出てくることが予想される。使い
方の指導を両立していきたい。

児童の学力を把握し、実態に
即した授業改善行うことで、
学力の向上を図る。

　単元ごとの３観点評価を計
画的に行い、指導と評価の
一体化を意識した授業を行
う。

4 4

　タブレットの活用により、児童の実態把
握のみでなく、即時評価やポートフォリオ
的な評価が容易になり、より計画的な評価
が可能になった。児童のアンケートでも理
解度が高いことが分かる。

　タブレットの活用により、児童
の実態が把握できていて良い。
今後も続けてほしい。

A
　今後、更に様々な方法で児童の実態把
握に努めていく。そして、より効果的な計
画や評価につなげていく。

豊
か
な
心

　自分と共に他者を大切にす
る態度や、社会の一員である
という自覚と規範意識の育
成。

自発的にあいさつをする態度
を養い、あいさつが自然に通
い合う関係をつくる。

　ふれあい月間で挨拶運動
を実施する。年度内で３回学
校生活目標に挨拶を取り上
げ、挨拶指導の強化を図る。

3 3

　年度当初に比べると、挨拶ができる児童
が増えてきた。児童自身が学校の良いと
ころとして挨拶ができることを挙げている。
ただ、自発的な地域の方々に対する挨拶
や、聞こえる声での挨拶が十分できてい
ない。

　挨拶できる児童が増えた。より
自発的に挨拶できるような環境
づくりに保護者や地域も協力し
ていきたい。

A

A

　児童会活動の中で、挨拶に対する取組
ができるように働きかける。また、地域の方
との関わりをもち、児童が意識をもって挨
拶ができる取組をしていく。

新型コロナウィルスの感染拡
大防止を講じながら児童が落
ち着いて安心した学校生活
を送ることができるようにす
る。

　感染拡大予防ガイドライン
を活用し、児童、保護者、教
職員が予防策を実施できるよ
うにする。また感染状況等は
メール等で公開する。

4 4

　換気の際はサーキュレータを使用した
り、消毒液での手指の消毒、冬場は加湿
器を使うなどしたり基本的な感染予防対
策を実施した。定期的に職員や児童、保
護者に対しての注意喚起をしたことで、拡
大防止につながった。

　日々の細やかな対応により、
感染拡大が防げていて良かっ
た。保護者も安心だったのでは
ないかと思う。

A
　規制の緩和に即しながら、状況に応じた
ガイドラインの見直しを行っていく。また、
引き続き基本的な感染予防についての注
意喚起や取組を続ける。

　引き続き、児童の様子を丁寧に見るとと
もに、気になる点は早期の相談や情報共
有を行う。いじめ対策委員会の役割周知
やいじめ予防対策の冊子を活用し職員の
意識を高め、組織としての対応を心がけ
る。

健
や
か
な
体

　自ら体を整え、健全な生活
を築こうとする児童の育成。

元気アップガイドブックの運
動内容を参考にして、児童の
体力向上を目指す。

　休み時間や朝の時間を活
用し、元気アップタイムを実
施する。

4 3

　新体力テストの結果の考察を保健・体育
プロジェクトで進め、本校の課題を明らか
にした。全学年に共通した課題である「敏
捷性」の向上を目指し、元気アップタイム
を活用し、クラスごとに長縄の記録に挑戦
したり、鬼遊びを企画したりして、すすんで
運動をする環境を作った。

　元気アップタイムの実施のよう
に環境づくりは評価できる。引
き続き、課題解決に向けた取組
をお願いしたい。

いじめの未然防止・早期発
見・早期解決を行う。人権に
ついての教育を推進する。

　軽微ないじめを見逃さない
情報共有の日常化と、必要
に応じていじめ対策委員会を
開き、組織的な対応を行う。

4 4

　ふれあい月間でのアンケート実施などか
ら得た情報を基に、丁寧に聞き取ったり、
日々の学校生活の中で気になる点やトラ
ブルなどは管理職や教員間で情報を共
有したり組織として対応ができたため、大
きないじめ問題に発展せずに解決ができ
た。

小さなことでもすぐに対応して
いたことがよく分かる。学校と家
庭の風通しの良い関係づくりを
していきたい。

B

　体育プロジェクトが中心となって、元気
アップガイドブックの中から、敏捷性の向
上が見込まれる運動を教員全体にも周知
し、体育の授業で実施できるようにしてい
く。

元気アップガイドブックや保
健便り、給食便りを活用し、
児童の健康意識を高める。

　生活リズムカード（グッド
モーニング６０）に取り組み、
児童が自身の生活の振り返り
を行う。

4 4

　長期休業明けに全校で生活リズムカー
ドに取り組むことで、本来の生活リズムを
早めに取り戻すことができ、健康的に学校
生活を送ることができた。学期初めの計測
の際に、感染症対策や熱中症対策のスラ
イドを見せて、健康管理を自分でできるよ
うに呼びかけた。

　引き続き生活リズムカードなど
に取り組み、児童の健康への
自己管理能力を高めてほしい。

A
　生活リズムカードだけでなく、生活指導
部とも連携し、学校生活にふさわしい生活
習慣が過程で身に付くようにしていく。

A
　次年度も引き続き予告なしの避難訓練
を行うとともに、安全指導の時間を活用
し、避難が必要な場合の適切な行動を考
えさせていく。

輝
く
未
来

学級活動や学校行事など
に、自己のよさを発揮しなが
ら積極的にかかわり、自己実
現を図ろうとする態度を養う。

　児童が自主的に参画できる
ように、「特別活動　大人の１
０の流儀」を意識させる。

4 3
　学級活動だけでなく、児童会活動、クラ
ブ活動、学校行事を通して、特別活動を
計画的に実施することで「大人の１０の流
儀」を浸透させていくことができた。

　「大人の１０の流儀」を浸透さ
せて、児童が自主的に取り組ん
でいる姿が見られた。

児童の危険を予測し、回避
する能力を向上させる。

　安全教育プログラム等を活
用した安全指導を行う。また、
事前に十分指導した上で、
予告なしの避難訓練を毎月
実施する。

4 4

　予告なしの避難訓練を月に１回実施、児
童の危険を予測する力や回避する力を育
成した。「自分の身は自分で守る」という意
識が個々の児童が身に付いた。警察と協
力して実施した不審者対応訓練では、児
童の避難行動について高評価をいただい
た。

　「自分の身は自分で守る」意
識の芽生えは素晴らしい。予告
なしの避難訓練は緊張感が
あって良い。

A
　教員の異動があるため、来年度さらに浸
透させて児童が自主的、実践的に活動で
きるようにする。

従来と異なる状況下でも、知
恵を出し、工夫しながら新た
な行事を生み出し、児童に達
成感や連帯感をもたせる。

　感染拡大防止策を講じ、児
童が主体的に取り組めるス
ポーツ及びアートフェスティ
バルの計画を立て、実施す
る。

4 4
　感染症対策を講じながらも、児童が主体
的に参加できる学校行事を実施できた。
児童の実行委員制度と委員会の連携が
効果的であった。

　実行委員が意見を出し合いな
がら学校行事を進めることは、と
ても良いことだと感じる。

A 　実行委員制度を継続して児童が自分た
ちで学校行事を創造する場面を作る。

学級活動や児童会・クラブ活
動で、集団の一員として学級
や学校をよくしようとする態度
や自己有用感を高める。

　学級活動や、児童会・クラブ活
動の時間に、課題を解決するた
めの話し合いの時間を設定する。
また教員研修を実施し、指導力
の向上を図る。

4 4

　設定された時間だけでなく、クラブ後や
委員会後の時間を使い、進め方等を教員
同士で相談している様子が見られた。活
動のねらいを周知しておくことで教員間で
の話合いが生まれた。

　先生方の努力があって、児童
が意欲的に活動できていると感
じる。

A 　今後も研修の時間を活用して、教師が
児童の意欲を引き出せるようにしていく。



【目指す学校像】

【目指す児童・生徒像】

【目指す教師像】

領域
中期経営目標
（３年間）

短期経営目標
（１年間）

具体的方策 評価 評価 自己評価結果の分析 学校関係者評価 評価 次年度への改善策

4 概ね3項目に取り組むことができた 4 90％以上の児童が話し合いにすすんで参加していると回答

3 概ね２項目に取り組むことができた 3 80％以上の児童が話し合いにすすんで参加していると回答

2 概ね１項目に取り組むことができた 2 70％以上の児童が話し合いにすすんで参加していると回答

1 全く取り組めなかった 1 60％以上の児童が話し合いにすすんで参加していると回答

4 概ね3項目に取り組むことができた 4 90％以上の児童が授業にすすんで参加していると回答

3 概ね２項目に取り組むことができた 3 80％以上の児童が授業にすすんで参加していると回答

2 概ね１項目に取り組むことができた 2 70％以上の児童が授業にすすんで参加していると回答

1 全く取り組めなかった 1 60％以上の児童が授業にすすんで参加していると回答

4 概ね3項目に取り組むことができた 4 90％以上の児童が授業がわかりやすいと回答

3 概ね２項目に取り組むことができた 3 80％以上の児童が授業がわかりやすいと回答

2 概ね１項目に取り組むことができた 2 70％以上の児童が授業がわかりやすいと回答

1 全く取り組めなかった 1 60％以上の児童が授業がわかりやすいと回答

4 概ね3項目に取り組むことができた 4 90％以上の児童が自分や友達を大切にしていると回答

3 概ね２項目に取り組むことができた 3 80％以上の児童が自分や友達を大切にしていると回答

2 概ね１項目に取り組むことができた 2 70％以上の児童が自分や友達を大切にしていると回答

1 全く取り組めなかった 1 60％以上の児童が自分や友達を大切にしていると回答

4 概ね3項目に取り組むことができた 4 90％以上の児童が「本や絵や音楽、自然が好きです」と回答

3 概ね２項目に取り組むことができた 3 80％以上の児童が「本や絵や音楽、自然が好きです」と回答

2 概ね１項目に取り組むことができた 2 70％以上の児童が「本や絵や音楽、自然が好きです」と回答

1 全く取り組めなかった 1 60％以上の児童が「本や絵や音楽、自然が好きです」と回答

4 概ね3項目に取り組むことができた 4 90％以上の児童が「決めたことは最後まで頑張り続けることができる」と回答

3 概ね２項目に取り組むことができた 3 80％以上の児童が「決めたことは最後まで頑張り続けることができる」と回答

2 概ね１項目に取り組むことができた 2 70％以上の児童が「決めたことは最後まで頑張り続けることができる」と回答

1 全く取り組めなかった 1 60％以上の児童が「決めたことは最後まで頑張り続けることができる」と回答

4 概ね3項目に取り組むことができた 4 90％以上の児童が「休み時間や体育で遊んだり体を動かしている」と回答

3 概ね２項目に取り組むことができた 3 80％以上の児童が「休み時間や体育で遊んだり体を動かしている」と回答

2 概ね１項目に取り組むことができた 2 70％以上の児童が「休み時間や体育で遊んだり体を動かしている」と回答

1 全く取り組めなかった 1 60％以上の児童が「休み時間や体育で遊んだり体を動かしている」と回答

4 概ね3項目に取り組むことができた 4 90％以上の児童が「学校で学んだ安全や知識を生活に生かしている」と回答

3 概ね２項目に取り組むことができた 3 80％以上の児童が「学校で学んだ安全や知識を生活に生かしている」と回答

2 概ね１項目に取り組むことができた 2 70％以上の児童が「学校で学んだ安全や知識を生活に生かしている」と回答

1 全く取り組めなかった 1 60％以上の児童が「学校で学んだ安全や知識を生活に生かしている」と回答

4 概ね3項目に取り組むことができた 4 90％以上の児童が「学校で落ち着いて安心して生活している」と回答

3 概ね２項目に取り組むことができた 3 80％以上の児童が「学校で落ち着いて安心して生活している」と回答

2 概ね１項目に取り組むことができた 2 70％以上の児童が「学校で落ち着いて安心して生活している」と回答

1 全く取り組めなかった 1 60％以上の児童が「学校で落ち着いて安心して生活している」と回答

4 概ね3項目に取り組むことができた 4 90％以上の児童が「先生や友達は、自分のことをよく見てくれている」と回答

3 概ね２項目に取り組むことができた 3 80％以上の児童が「先生や友達は、自分のことをよく見てくれている」と回答

2 概ね１項目に取り組むことができた 2 70％以上の児童が「先生や友達は、自分のことをよく見てくれている」と回答

1 全く取り組めなかった 1 60％以上の児童が「先生や友達は、自分のことをよく見てくれている」と回答

4 概ね3項目に取り組むことができた 4 90％以上の児童が「人や行事に関わるのは楽しい」と回答

3 概ね２項目に取り組むことができた 3 80％以上の児童が「人や行事に関わるのは楽しい」と回答

2 概ね１項目に取り組むことができた 2 70％以上の児童が「人や行事に関わるのは楽しい」と回答

1 全く取り組めなかった 1 60％以上の児童が「人や行事に関わるのは楽しい」と回答

4 概ね3項目に取り組むことができた 4 90％以上の児童が「今の自分や、将来の自分を考えることがある」と回答

3 概ね２項目に取り組むことができた 3 80％以上の児童が「今の自分や、将来の自分を考えることがある」と回答

2 概ね１項目に取り組むことができた 2 70％以上の児童が「今の自分や、将来の自分を考えることがある」と回答

1 全く取り組めなかった 1 60％以上の児童が「今の自分や、将来の自分を考えることがある」と回答

令和４年度 昭島市立光華小学校　 学校経営重点計画（教育推進計画）年度末評価【総括表】

非認知能力の育成

取組指標 成果指標

確
か
な
学
力

児童・教師が「光華遊
学」の成果を実感する

「協働的な学び」の具
現化

・体験型学習の充実
・主体性を引き出す課題
の提示
・対話的な学びの充実

4

学校教育目標

◎すすんでする子
〇健康な子
〇考える子
〇協力する子

ビジョン

子供一人一人の『幸せ』を具現化する学校＋教職員一人一人の『働きがい』を具現化する学校

どの共同体でも力を発揮できる子（２０３０年の日本で生きる子供たちへ）

教育者としての熱意とスキルを併せ持つ教師

3

行事や新規の学習内容
等を通じて、高学年を中
心に主体的な学びへの
意欲が高まりつつある。

・遊学の効果を評価する
・体験型学習のさらなる充
実を期待する

B
教職員一丸となり、より
児童主体の学校経営を
具体的に推進する。

「個別最適な学び」の
具現化

・ICTの活用スキル向上
・個に応じた学習方法の保
証
・個に応じた学習評価の工
夫

3 4

タブレット活用促進もあり、
児童の学習意欲は安定し
ている。より個に応じた指
導、学習内容の工夫が必
要。

・基本的な学習も大事にし
た上でのICT活用を
・ICT活用はもっと自由な学
びを保証すべき

A
各学年１単元を定め、個
別最適な学習を先鋭的
に具現化する。

「考え方のルーティー
ン」の共有化

・自ら気付く学習の保証
・熟慮する学習の保証
・意図的に既習を活用す
る学習の保証

3 4

授業のわかりやすさや
学習意欲を、学力向上
につなげられるかが課
題。

・学力調査分析、授業の振
り返り、個別学習に注目す
る
・考えるロジックの構築を

B
授業の振り返りと家庭学
習をさらに工夫し、知識
の定着から再構築する。

豊
か
な
心

多様な見方・考え方を
働かせ、自ら楽しさ（ワ
クワク・ドキドキ）を見い
出す心のクセを身に付
ける

多様性を認め合う心の
醸成

・聞く力・態度の育成
・特別支援教育への理
解
・人権感覚の育成

4 4

この結果は校長講話に
連動した担任の指導や
特別支援教育の成果と
考える。

・ダイバーシティの発想が
必要
・多様性を認め合う空気感
がよい

A

A

すべての教育活動で多
様性の相互承認を一層
進めていく。

感性を豊かにする教
育の充実

・読書活動の充実
・芸術的感性への刺激
・自然・栽培体験の充
実

3 4

一部の学年で栽培活動
が活性化した。読書意
欲や芸術的感性をさら
に育みたい。

・展覧会の取組を評価
する
・読書はクラス間で差が
ある

A
読書意欲および芸術的
な感性を刺激する取組
を具現化する。

児童自ら取り組む活動
をさらに増やし、その達
成感を味わわせる機会
を意図的に計画する。

健
や
か
な
体

自らの健康を保持・増
進する生活習慣の定
着

体を動かす喜びの実
感

・体育の授業改善
・元気アップガイドブッ
ク活用
・体育朝会の活用

3 3
イベント的な取組は充実
している。日常的な体育
の授業改善が課題。

・体育朝会を評価
・校庭のさらなる活用を
・体力強化に取り組んで

最後まであきらめない
心（レジリエンス）の醸
成

・児童主体の活動保証
・形成的評価の充実
・継続的な活動の工夫

3 3

この目標は多くの教育
活動と連動するため、今
後も意図的な見取りが
必要。

・児童の関係性が重要・
スポフェスなどの行事も
大事

A

授業観察に体育を位置
付けるとともに、適時性
あるOJTで体育のポイン
トを共有する。

生活習慣の改善
・GM60の推進
・SNSルールの推進
・食育の推進

3 3

食育の取組は著しく活
性化した。GM60やSNS
ルールのマンネリ化が
課題。

・食育シンポジウムや栽
培活動などを評価する
・登校にマイペースな子
への支援を

A

食育の定着を図るととも
に、児童自身でGM60や
SNSルールを考える機
会を設定する。

A

いじめは許さない強い
発信とともに、今年の安
全教育を軌道にのせて
いく。

輝
く
未
来

「自己効力感」の向上
※次の目標
「自己有用感」の向上

・「あいさつ」の推奨
・反応、返信の推奨
・特別活動（係、委員会
活動等）の形成的評価

4 4

校内で自己効力感を高
める機運は高まってき
た。次のステップへの見
極めが次の課題。

・「まずやってみよう！」
の精神を評価する
・まず自分を大切にする
ことから

自他の「性・生命」の尊
重

・いじめ防止の推進
・安全（交通・生活・災害）
教育の推進
・SOSの出し方教育推進

4 4

全体的には学校生活が
安定。SOSの出し方はじ
め、安全教育も学校全
体の流れが見えてきた。

・SOSの出し方教育を評価
する
・いじめ対応を具体策をわ
かりやすく示してほしい

A

自己効力感⇒有用感⇒肯
定感の流れを意識しつつ、
次年度当初は今年の成果
を継続させていく。

他者や地域と「つなが
る」喜びの実感

・外部人材の活用
・行事への主体的な参加
・自ら企画する機会の保
証

3 4

地域の資源や人材の活用
は活性化した。このリソース
を児童の主体性と連動でき
るかが次の課題。

・地域や外部に学校公
開をしてほしい
・コロナ禍での工夫を評
価する

B

次年度も地域のリソース
は積極的に活用し、
チーム光華の厚みを増
していく。

自己を見つめる力の
醸成

・キャリアルバムの活
用
・道徳の授業改善
・学習の自己評価活動

3 3

保護者とも共有したキャ
リアルバムの活用は成
果。核となる道徳の授業
改善が課題。

・心をとめる取組を評価
する
・キャリアルバムの認知
度が低い

B
キャリアルバムの活用は
継続。道徳の授業改善
策を模索する。



【目指す学校像】

【目指す児童・生徒像】

【目指す教師像】

領域
中期経営目標

（３年間）

短期経営目標

（１年間）
具体的方策 評価 評価 自己評価結果の分析 学校関係者評価 評価 次年度への改善策

4 全12学級でどちらも実施した。 4 全国学力調査の国語・算数の正答率が全国平均以上

3 11学級でどちらも実施した。 3 全国学力調査の国語・算数の正答率が全国-5pt以上

2 8学級以上でどちらも実施した。 2 全国学力調査の国語・算数の正答率が全国-8pt以上

1 8学級未満しか実施できなかった。 1 全国学力調査の国語・算数の正答率が全国-８pt未満

4 家庭学習チェックと個別の対応を全12学級で実施した。 4 保護者アンケート「家庭学習の習慣」肯定的評価7割以上

3 家庭学習チェックと個別の対応を1１学級で実施した。 3 保護者アンケート「家庭学習の習慣」肯定的評価6割以上

2 家庭学習チェックと個別の対応を１０学級で実施した。 2 保護者アンケート「家庭学習の習慣」肯定的評価5割以上

1 家庭学習チェックと個別の対応を９学級以下で実施した。 1 保護者アンケート「家庭学習の習慣」肯定的評価5割未満

4 全教室で冊子のＵＤチェックを年11回以上実施した。 4 児童アンケート「授業分かりやすい」９.５割以上

3 全教室で冊子のＵＤチェックを年10回以上実施した。 3 児童アンケート「授業分かりやすい」８．５割以上

2 全教室で冊子のＵＤチェックを年9回以上実施した。 2 児童アンケート「授業分かりやすい」8割以上

1 全教室で冊子のＵＤチェックを年8回以上実施した。 1 児童アンケート「授業分かりやすい」８割未満

4 道徳科の特質に即した授業を全１２学級で実施した。 4 児童アンケート「自己肯定感」の肯定的評価９割以上。

3 道徳科の特質に即した授業を全11学級で実施した。 3 児童アンケート「自己肯定感」の肯定的評価8割以上。

2 道徳科の特質に即した授業を全10学級で実施した。 2 児童アンケート「自己肯定感」の肯定的評価7割以上。

1 道徳科の特質に即した授業を全9学級で実施した。 1 児童アンケート「自己肯定感」の肯定的評価7割未満。

4  全１２学級で実施した。 4 保護者アンケート「児童の自己肯定感」の肯定的評価９割以上。

3  １１学級で実施した。 3 保護者アンケート「児童の自己肯定感」の肯定的評価8割以上。

2  １０学級で実施した。 2 保護者アンケート「児童の自己肯定感」の肯定的評価７割以上。

1 ９学級で実施した。 1 保護者アンケート「児童の自己肯定感」の肯定的評価7割未満。

4 年６回以上実施した。 4 児童による評価で「相談できる先生がいる」90%以上

3 年４～５回実施した。 3 児童による評価で「相談できる先生がいる」75%以上90%未満。

2 年３回実施した。 2 児童による評価で「相談できる先生がいる」55%以上75%未満。

1 年１～２回実施した。 1 児童による評価で「相談できる先生がいる」55%未満

4 児童アンケート「意欲的な運動」の肯定的評価９割以上。 4 体力調査のＡ、B判定の児童が６割以上。

3 児童アンケート「意欲的な運動」の肯定的評価８割以上。 3 体力調査のＡ、Ｂ判定の児童が５割以上。

2 児童アンケート「意欲的な運動」の肯定的評価７割以上。 2 体力調査のＡ、Ｂ判定の児童が４割以上。

1 児童アンケート「意欲的な運動」の肯定的評価７割未満。 1 体力調査のＡ、Ｂ判定の児童が４割未満。

4 健康教育の授業を毎学期・年３回以上実施した。 4 グッドモーニング60分の達成率が全児童の９割以上。

3 健康教育の授業を年２回実施した。 3 グッドモーニング60分の達成率が全児童の７割以上９割未満。

2 健康教育の授業を年１回実施した。 2 グッドモーニング60分の達成率が全児童の５割以上７割未満。

1 健康教育の授業を実施できなかった。 1 グッドモーニング60分の達成率が全児童の５割未満。

4  全１２学級で実施した。 4 保護者アンケート「食育」肯定的評価7割以上

3  １１学級で実施した。 3 保護者アンケート「食育」肯定的評価6割以上

2  １０学級で実施した。 2 保護者アンケート「食育」肯定的評価5割以上

1 ９学級で実施した。 1 保護者アンケート「食育」肯定的評価5割未満

4 ８月を除く１１ヶ月で実施できた。 4 保護者アンケート「分かりやすい情報発信」の肯定的評価９割以上。

3 ８月を除く１０ヶ月で実施できた。 3 保護者アンケート「分かりやすい情報発信」の肯定的評価８割以上。

2 ８月を除く９ヶ月で実施できた。 2 保護者アンケート「分かりやすい情報発信」の肯定的評価７割以上。

1 ８月を除く８ヶ月で実施できた。 1 保護者アンケート「分かりやすい情報発信」の肯定的評価７割未満。

4 年２回以上ＧＴを全１２学級が招聘した。 4 学力調査「地域をよくするために」肯定的回答9割以上

3 年２回以上ＧＴを１１学級が招聘した。 3 学力調査「地域をよくするために」肯定的回答８割以上

2 年２回以上ＧＴを１０学級が招聘した。 2 学力調査「地域をよくするために」肯定的回答７割以上

1 年２回以上ＧＴを９学級以下で招聘した。 1 学力調査「地域をよくするために」肯定的回答７割以下

4  全１２学級で実施した。 4 保護者アンケート「安全・健康」の肯定的評価9割以上

3  １１学級で実施した。 3 保護者アンケート「安全・健康」の肯定的評価８割以上

2  １０学級で実施した。 2 保護者アンケート「安全・健康」の肯定的評価７割以上

1 ９学級で実施した。 1 保護者アンケート「安全・健康」の肯定的評価７割未満

児童が学ぶだけでなく、保護者も学ぶ機会を作ることで効果的な
指導ができるのではないか。

A

学年保護者会、学級保護者
会、個人面談の実施方法を
検討し、保護者と担任が習
慣化について話をする機会
を増やす。

外部人材を活用した学習活
動を計画的に行う。

地域の特色を生かしたゲスト
ティーチャー（ＧＴ）を積極的
に招聘する。

1 1

地域学習や地域からゲスト
ティーチャーを招聘する機
会を増やし、地域への関心
を高める必要がある。

生活科や社会の学習で地域を学習することで、まずは、地域のこ
とをよく知ってほしい。そして、地域を大切にする子供を育ててほ
しい。ゲストティーチャーを招いての学習も再開してほしい。

C

生活科や社会の学習で地
域探検を充実させる。また、
地域に残る伝統行事の学
習も充実させる。

「グッドモーニング６０」の報
告を集計し、今後の課題を
明らかにしながら、健康教
育を進める。

B

引き続きゲストティーチャー
を招き、給食と栄養につい
ての授業を行う。「弁当昼食
の日」に関する資料も配布
する。

輝

く

未

来

◎家庭・地域社会との理解
を深め、地域の子供を育て
る中心的な役割を果たす。

・学校からの情報を積極的
に発信する。
・家庭や地域の声（期待・要
望・批判）を活用する。
・地域の教育資源や人材を
活用する。

学校からの情報発信を積極
的に行う。

学校便りの発行を月１回以
上、ＨＰの更新を月3回以上
行って情報発信を行う。

1 3

学校便りを毎月発行し、HP
を１回更新している。月3回
の更新を目指し、情報を発
信する。

学校便り・学年便りによる情報発信も大切だが、実際に会って話し
たり、様子を見たりする機会を設けることの方が何倍も学校の様子
が伝わる。学校便りなどでの情報発信は努力が十分感じられる。

健康で安全な生活のために
必要な食習慣を身に付けさ
せる。

年3回食育の授業を行い、指
導内容を保護者に伝え、児
童に対する家庭での働きか
けを依頼する。 3 3

「弁当昼食の日」の取組を
形骸化せず食育に関する
資料を配布し啓発する。

家庭では伝えきれいていない、食べ物をいただきているという感謝
の気持ちなども引き続き教えてほしい。食育により、将来バランス
の取れた栄養を取れるように指導してほしい。また、保護者にも啓
発することを続けてほしい。

D

保護者も参加できるセーフ
ティ教室を実施するなど保
護者と児童が共に学べる機
会を作る。

保護者ともに児童の安全・安
心に関わる指導を充実させ
る。

セーフティ教室等の指導内
容を保護者に伝え、児童に
対する家庭での働きかけを
依頼する。 2 3

セーフティ教室実施後、指
導内容を保護者に伝えるこ
とが十分にできていない。
学年だより学級だよりで紹
介する。

児童、教師の言葉遣いを定
期的に振り返り、児童同士、
児童と教師の良好な関係を
さらに深めることができるよう
にする。

健

や

か

な

体

◎心身を鍛え正しい判断で
行動する児童の育成する。

・児童による目標の設定と
振り返りを重視し、基礎的な
知識及び技能を習得させ
る。
・児童一人一人への注目と
成長を支援する。
・経験や体験を深める活動
を重視する。

日常的な運動を通して体力
を向上させる。

元気アップガイドブックを活
用して体力向上のための体
育的な活動を行う。

3 3

休み時間の外遊びを励行
し、日常的に体を動かす機
会を増やす。また、放課後
の遊びの広場の利用も呼び
かけ運動量を増やす。

学年を越えて休み時間や「遊びの広場」で体を動かす子供たちの
姿が見られた。より積極的に多様な運動ができるように遊具や道
具の利用の制限（感染症対策）を見直してほしい。

児童の言語環境を整え、い
じめ問題の未然防止と早期
解消に全職員で取り組む。

「人権教育プログラム」「いじ
め総合対策」を活用していじ
め未然防止に関する授業を
実践する。 3 3

「ふれあい月間」を契機に児
童の言葉遣いと友達関係を
振り返り、気持ちの良い生
活環境づくりを継続する。

子供たち同士の良好な関係を築くこと、児童と教師の良い関係を
築くことの両方を大切にしてほしい。困ったことを相談する身近な
大人として、先生の存在は大きい。いじめについては担任だけで
なく学校全体で迅速に対応するところがよい。

B

遊びの広場における遊具や
道具の利用に関しては、適
宜、制限を見直し、多様な
運動（遊び）ができるように
する。

健康で安全な生活のために
必要な生活習慣を身に付け
させる。

元気アップガイドブックを活
用して健康教育を推進す
る。

3 3

今後もグッドモーニング６０
分の取組を定期的に行い、
早寝早起きの習慣を定着さ
せていく。

子供たちが定期的に取組を報告することで、身の回りに実践して
いる友達がいることを知り、生活習慣改善を意識すると思う。今後
も続けてほしい。

B

今後も授業中に他の児童の
見方や考え方にふれる機会
をつくり、自分の生活をより
深く振り返ることができるよう
に指導する。

児童が個々のよさを発揮し
て成長できる学級集団・学
年集団を形成する。

リーダーシップとフォロアー
シップを理解させ、自己の成
長をキャリアパスポートに記
録させる。 4 4

支え合い、よりよい関係をつ
くることをめあてとして児童
に明確に示し、学級活動、
たてわり班活動、クラブ・委
員会活動を充実させる。

たてわり班活動やきょうだい学年の活動の意義や様子の説明を受
け、子供たちのかかわりを大切にした教育が行われていることが分
かった。高学年児童に対して、できて当たり前ではなく、適切に、
認める言葉がけをこれからも行ってほしい。

B

来年度も児童同士のかかわ
りを大切にした特別活動を
充実させるとともに、意欲に
つながる言葉がけを児童に
行う。

豊

か

な

心

◎互いを認め、協力し合う児
童の育成する。

・児童の言語環境を整え、人
権感覚を高める。
・互いを認め合い、物事を共
に創造する体験的な活動を
重視する。
・互に支え合う、よりよい関係
を大切にした活動を重視す
る。

道徳科の授業を要とし、児童
の道徳的実践力を育成す
る。

校内研究会による研修を通
して手立てを改善し、日常の
授業に反映させる。

4 3

今後も道徳の授業を通し、
多様な見方や考え方を知
り、受け止める経験を積み
重ね、日常の生活に生かせ
るよう指導する。

道徳授業地区公開講座（書面開催）の説明を受け、子供たちが、
普段の生活を振り返りよく考えていることが分かった。子供たちに
はテレビやゲームなどからたくさんの情報が混在しあふれている。
道徳の授業を介して生活を見つめるよい機会だと思う。

A

B

3

家庭学習の内容を見直し、
発達段階に応じて自分で学
習内容を考え取り組む習慣
を身に付ける。

家庭学習の意義についても説明があり、家庭での習慣化につな
がっている。今後は、家庭に求める協力内容を改善することで、家
庭と協力して子供に習慣を身に付けることができると考える。

B

学年保護者会、学級保護者
会、個人面談の実施方法を
検討し、保護者と担任が習
慣化について話をする機会
を増やす。

「昭島市立小学校ユニバー
サルデザイン」を活用した日
常活動や授業における指
導・支援を進める。

市のユニバーサルデザイン
（UD）の冊子を活用し、適切
な環境づくりをする。

3 3

引き続き、分かりやすい質
問、見やすく授業内容が整
理された黒板づくりなどを行
う。

授業を参観して先生方が準備と工夫をして指導されていることが
良く分かった。配慮が必要なお子さんに対してもよく対応しておら
れることが分かった。自己評価結果の内容を継続することで目標
に達すると考える。

A

配慮が必要な児童への対
応については、担任だけの
努力にとどまらず、かかわる
教員、支援員などと連絡を
取りながら支援する。

取組指標 成果指標

確

か

な

学

力

◎主体的に学習に取り組む
児童の育成する。

・児童による目標の設定と振
り返りを重視し、基礎的な知
識及び技能を習得させる。
・児童一人一人への注目と
成長を支援する。
・経験や体験を深める活動
を重視する。

児童の学習に対する目的意
識を大切にし、主体的・対話
的で深い学びを実現する授
業を実施する。

学習のめあての提示、振り返
りを実施し、児童が何を学ん
だか自覚できるようにする。

4

令和４年度 昭島市立成隣小学校　 学校経営重点計画（教育推進計画）計画表

学校教育目標
○すすんで学ぶ子
○心豊かな子
○たくましい子

ビジョン

人も自分も大切に、みんなが輝く成隣小

互いを認め合い協力し合いながら課題を解決し、児童一人一人が前向きに学校生活を送っている。

自身の知識・技能の向上に努め、学校の実践力、「チーム成隣」としての組織力を向上させている。

2

知識・技能を定着させる指
導と考え方や表現の仕方を
身に付ける指導をバランス
よく実施する。

授業観察とフィードバックで授業改善の機会が設けられている。授
業を参観して児童も落ち着いた態度で集中して授業を受けてい
る。学力調査の結果にもつながっていくと考える。

A

昭島市教育委員会とも連携
しながら授業改善の具体的
な内容を共通理解し、１年
間を通して全員で改善に取
り組めるようにする。

質の高い個別指導・家庭学
習を行う。

家庭学習チェック表を活用
し、児童の学びの習慣化と
個別の対応を工夫する。

4



【目指す学校像】

【目指す児童・生徒像】

【目指す教師像】

領域
中期経営目標

（３年間）
短期経営目標

（１年間）
具体的方策 評価 評価 自己評価結果の分析 学校関係者評価 評価 次年度への改善策

4 漢字、計算の定着を85％以上図った。 4 全国学力　国・算平均 -1.5pt

3 漢字、計算の定着を80％以上図った。 3 全国学力　国・算平均　-2.0pt

2 漢字、計算の定着を75％以上図った。 2 全国学力　国・算平均　-3.0pt

1 漢字、計算の定着を75％未満。 1 全国学力　国・算平均　-3.0pt未満

4 読書計画に基づいての実施率90%以上 4 目標冊数・ページ数の達成率９５％以上

3 読書計画に基づいての実施率80%以上 3 目標冊数・ページ数の達成率８７％以上

2 読書計画に基づいての実施率70%以上 2 目標冊数・ページ数の達成率８０％以上

1 読書計画に基づいての実施率70%未満 1 目標冊数・ページ数の達成率８０％未満

4 各学年家庭学習実施率90%以上 4 授業は分かりやすい97%以上

3 各学年家庭学習実施率85%以上 3 授業は分かりやすい95%以上

2 各学年家庭学習実施率80%以上 2 授業は分かりやすい90%以上

1 各学年家庭学習実施率80%未満 1 授業は分かりやすい90%未満

4 児童の積極的参加を95%にする。 4 相談できる先生がいる95%以上

3 児童の積極的参加を90%にする。 3 相談できる先生がいる90%以上

2 児童の積極的参加を85%にする。 2 相談できる先生がいる85%以上

1 児童の積極的参加を80%にする。 1 相談できる先生がいる85%未満

4 市UDチェック45項目できている。 4 落ち着いて生活できている93%以上

3 市ＵＤチェック38項目できている。 3 落ち着いて生活できている88%以上

2 市ＵＤチェック37項目できている。 2 落ち着いて生活できている83%以上

1 市ＵＤチェック37項目未満できている。 1 落ち着いて生活できている83%未満

4 楽しくする工夫をしている90%以上 4 学校生活は楽しい95%以上

3 楽しくする工夫をしているか85%以上 3 学校生活は楽しい90%以上

2 楽しくする工夫をしているか80%以上 2 学校生活は楽しい85%以上

1 楽しくする工夫をしているか8０％未満 1 学校生活は楽しい85%未満

4 元気アップGBの活用週２回以上 4 体力が付いてきている92%以上

3 元気アップGBの活用週1.5回以上 3 体力が付いてきている85%～91%

2 元気アップGBの活用週１回以上 2 体力が付いてきている80%～84%

1 元気アップGBの活用週１回未満 1 体力が付いてきている80%未満

4 週のうち完食が４回 4 給食残さい率2.3%未満

3 週のうち完食が３回 3 給食残さい率2.4%未満

2 週のうち完食が２回 2 給食残さい率2.5%未満

1 週のうち完食が１回 1 給食残さい率2.5%以上

4 通年での新生活様式の確立　 4 けが病気での保健室来室2.0%以下

3 校庭での遊びでの配慮　 3 けが病気での保健室来室2.5%未満

2 自己の健康管理と他への配慮事項 2 けが病気での保健室来室3.0%未満

1 いつでも、どこでも実践するよう指導 1 けが病気での保健室来室3.0%以上

4 生き方について考える機会を与えた70%以上 4 将来について考えることがある90%以上

3 生き方について考える機会を与えた60%以上 3 将来について考えることがある85%以上

2 生き方について考える機会を与えた50%以上 2 将来について考えることがある80%以上

1 生き方について考える機会を与えた50％未満 1 将来について考えることがある80%未満

4 90％以上の教員が意識して家庭・児童への啓蒙をした 4 早寝、早起き、朝ごはんを実践できた96%～100%

3 ８６％～９０％の教員が意識して家庭・児童への啓蒙をした 3 早寝、早起き、朝ごはんを実践できた91%～95%

2 ７１％～８５％の教員が意識して家庭・児童への啓蒙をした 2 早寝、早起き、朝ごはんを実践できた84%～90%

1 ７0％以下の教員が意識して家庭・児童への啓蒙をした 1 早寝、早起き、朝ごはんを実践できた84%未満

B
専門機関との連携を確
立させるとともに、GM60
分の推進を図る。

残菜率は2.4%で、比較
的少ないが、次年度はさ
らに高い数値となるよう
取り組んでいく。

B
自尊感情を高めることを
通して、児童の不安感
軽減を目指す。

輝
く
未
来

将来の夢を児童にもた
せる。

職場体験
マイキャリアパスポート
家族の職業について
理解を深めさせる

4 4

次年度も、マイキャリア
パスポートを活用して、
将来の自分について考
えていけるようにする。

自分の明るい未来像を
イメージできることが大事
である。

自分の命は自分で守
る。

手洗い、うがい、
咳エチケット、体温
三密　等

4 3

けが病気は前年度とほ
ぼ同じ。微増している
「心が不安定な児童へ
の対応」を検討してい
く。

コロナ禍の中で心が不
安定な子供への指導を
お願いしたい。

A

自分の将来像をイメージ
させ、生涯学習の基盤と
なるキャリア教育を推進
する。

基本的生活習慣の確
立を図る。（今やるべき
ことの確認）

早寝、早起き、朝ごは
ん
グッドモーニング60分

4 3

早寝・早起きは94％達
成。次年度は95%超を目
指してGM60分を推進し
ていく。

SNSやゲームへの依存
について学校での、継
続的な指導が大切であ
る。

今までと同様に、たのし
く学べ、成長を自覚でき
る田中小学校をつくる。

健
や
か
な
体

丈夫な体とたくましい
心を育てる。

児童の基礎体力の向
上を図る。

元気アップガイドブック
(GB)や学習カードを活
用して、運動の学び方
を身につけ体力をつけ
る。

3 3

コロナ禍で児童の体力
が低下傾向にある。元気
アップGBの推進で体力
向上を推進していく。

外遊びの大切さをもっと
意識させたい。

学校生活をより楽しい
ものにする。

授業、特別活動、交友
活動の充実

4 4

コロナ禍の中でも工夫す
れば楽しく生活できるこ
とが分かった。次年度も
継続していく。

参観時も楽しく学ぶ姿が
見られて嬉しく思う。ぜ
ひ、継続して欲しい。

B

元気アップガイドブック
のさらなる活用と、体育
学習、外遊びの充実を
図り、体力向上を目指
す。

健康教育、食に関する
指導を推進する。

担任の声かけ
視覚的な掲示
食のバランス意識
残さいのおにぎり換算

4 3

評価は３だが、給食残菜
率は減少傾向にある。
SDGｓとからめてさらに取
り組んでいく。

自校給食校の強みを生
かして食育を推進してほ
しい。

A

児童理解を深めると同
時に、相談しやすくなる
ような関係性を構築して
いく。

教室・学習環境を見直
して、すべての児童に
やさしい学校・学級に
する。

児童理解に努め、個に
応じた指導を進める。

3 3

UDについての意識を更
に高め、児童にとってよ
り生活しやすい環境づく
りに努めていく。

個に応じた対応をしっか
り行っている印象。これ
からもお願いしたい。

A

学習、生活等様々な場
面でUDを推進し、分か
る授業の具現化を目指
す。

豊
か
な
心

生命を尊重し互いに認
め合える、豊かな心を
育てる。

様々な体験を通して、
心の交流を（児童・教
師）図る。

縦割り班活動
奉仕活動
栽培活動、人権の花
通常の学級と固定学
級

4 3

相談できる先生が95%未
満は課題。次年度は95%
達成を実現できるよう児
童理解に努める。

不登校となる前の学校と
家庭の連携を大切にし
ていく。

A

A

3 3

取組・成果の評価とも
に、わずかに４に達しな
かった。次年度は達成
できるよう意識付けを図
る。

日常的に読書の習慣を
付けていく必要がある。

A

読書の習慣化をより一層
推進するとともに、市西
部地区の図書活動の基
幹となり読書推進を行
う。

学年相当の時間（学年
×10分）に基づいた家
庭学習を推進させる。

自己の課題克服
グットライフ調査
宿題＋自学自習

4 4

授業力向上アドバイ
ザー事業の成果で、高
評価であった。次年度も
取組を継続していく。

先生方は苦心されて授
業されているのが分か
る。これからもお願いし
たい。

A

子供の姿を踏まえた指
導法の工夫を全教員が
意識して行い、今後も分
かりやすい授業を具現
化する。

令和４年度 昭島市立田中小学校　 学校経営重点計画（教育推進計画）年度末評価【総括表】

自分の将来を見つめ、
自らの生き方を考える
力を育てる。

取組指標 成果指標

確
か
な
学
力

基礎・基本を大切に
し、分かる授業の実践
に努める。（休校時の
学習内容の定着・授業
改善・学習指導要領の
完全実施）

読み書き、四則計算の
力を定着させる。

授業、ベーシックドリル、e
ラーニング、日常の小テ
スト、力試し、補教教室宿
題、家庭学習、ラボ等

4

学校教育目標
〇よく考える子
〇思いやりのある子
〇たくましい子

ビジョン

児童が願いをもって生き生きと学習し、思いやりの心をもって明るく活動し、健康や安全に気を付けて力一杯運動している学校

「た・な・か」の子　【　た：たくましい子 　な：仲良くする子　 か：かしこく考える子　】　

　「た(Timemanagement=時間管理)・な(Navigator=誘導者・航海士)・か(kindness=思いやり・親切)」を意識し職務を励行する教師

4

６年全国２教科平均＋
1.6。次年度以降も続くよ
う、指導力向上を目指し
ていきたい。

その学年のメンバーに
よって数値は上下するも
のと捉えて、目の前の子
に適切な指導をお願い
する。

A

基礎基本の学習の徹底
を継続するとともに、個
別最適な学びをさらに推
進していく。

朝読書、読書旬間等
で意欲を高め、学年相
応の読書をさせる。

月曜日、金曜日の朝読
書、図書館利用、図書の
貸し出し活用、読み聞か
せ、昭島エンシス活用の
啓発
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【目指す学校像】

【目指す児童・生徒像】

【目指す教師像】

領域
中期経営目標

（３年間）
短期経営目標

（１年間）
具体的方策 評価 評価 学校関係者評価 評価

4 ４項目全て取り組むことができた。 4 90%以上の児童が授業に進んで取り組むと回答

3 ３項目は取り組むことができた 3 80%～90%未満の児童が授業に進んで取り組むと回答

2 ２項目は取り組むことができた。 2 70%～80%未満の児童が授業に進んで取り組むと回答

1 １項目しか取り組めなかった。 1 70%未満の児童が授業に進んで取り組むと回答

4 ４項目全て取り組むことができた。 4 90%以上の児童が身に付いたと回答

3 ３項目は取り組むことができた 3 80%～90%未満の児童が身に付いたと回答

2 ２項目は取り組むことができた。 2 70%～80%未満の児童が身に付いたと回答

1 １項目しか取り組めなかった。 1 70%未満の児童が身に付いたと回答

4 ４項目全て取り組むことができた。 4 90%以上の児童が授業が分かると回答

3 ３項目は取り組むことができた 3 80%～90%未満の児童が授業が分かると回答

2 ２項目は取り組むことができた。 2 70%～80%未満の児童が授業が分かると回答

1 １項目しか取り組めなかった。 1 70%未満の児童が授業が分かると回答

4 ４項目全て取り組むことができた。 4 90%以上の児童が大切さを学ぶことができたと回答

3 ３項目は取り組むことができた 3 80%～90%未満の児童が大切さを学ぶことができたと回答

2 ２項目は取り組むことができた。 2 70%～80%未満の児童が大切さを学ぶことができたと回答

1 １項目しか取り組めなかった。 1 70%未満の児童が大切さを学ぶことができたと回答

4 ４項目全て取り組むことができた。 4 90%以上の児童が判断できたと回答

3 ３項目は取り組むことができた 3 80%～90%未満の児童が判断できたと回答

2 ２項目は取り組むことができた。 2 70%～80%80%～85%未満の児童が判断できたと回答

1 １項目しか取り組めなかった。 1 70%未満の児童が判断できたできたと回答

4 ４項目全て取り組むことができた。 4 90%以上の児童が体験学習は楽しいと回答

3 ３項目は取り組むことができた 3 80%～90%未満の児童が体験学習は楽しいと回答

2 ２項目は取り組むことができた。 2 70%～80%未満の児童が体験学習は楽しいと回答

1 １項目しか取り組めなかった。 1 70%未満の児童が体験学習は楽しいと回答

4 ４項目全て取り組むことができた。 4 90%以上の児童が安全健康についていかすと回答

3 ３項目は取り組むことができた 3 80%～90%未満の児童が安全健康についていかすと回答

2 ２項目は取り組むことができた。 2 70%～80%未満の児童が安全健康についていかすと回答

1 １項目しか取り組めなかった。 1 70%未満の児童が安全健康についていかすと回答

4 ４項目全て取り組むことができた。 4 90%以上の児童が体力付いていると回答

3 ３項目は取り組むことができた 3 80%～90%未満の児童が体力付いていると回答

2 ２項目は取り組むことができた。 2 70%～80%未満の児童が体力付いていると回答

1 １項目しか取り組めなかった。 1 70%未満の児童が体力付いていると回答

4 ４項目全て取り組むことができた。 4 80%以上の児童がお弁当の日工夫できたと回答

3 ３項目は取り組むことができた 3 75%～80%未満の児童がお弁当の日工夫できたと回答

2 ２項目は取り組むことができた。 2 70%～75%％未満の児童がお弁当の日工夫できたと回答

1 １項目しか取り組めなかった。 1 70%未満の児童がお弁当の日工夫できたと回答

4 ４項目全て取り組むことができた。 4 90%以上の児童が生活を振り返り、よりよくしようと回答

3 ３項目は取り組むことができた 3 80%～90%未満の児童が生活を振り返り、よりよくしようと回答

2 ２項目は取り組むことができた。 2 70%～80%未満の児童が生活を振り返り、よりよくしようと回答

1 １項目しか取り組めなかった。 1 70%未満の児童が生活を振り返り、よりよくしようと回答

4 ４項目全て取り組むことができた。 4 90%以上の児童が自分の得意なことを考えると回答

3 ３項目は取り組むことができた 3 80%～90%未満の児童が自分の得意なことを考えると回答

2 ２項目は取り組むことができた。 2 70%～80%未満の児童が自分の得意なことを考えると回答

1 １項目しか取り組めなかった。 1 75%未満の児童が自分の得意なことを考えると回答

4 ４項目全て取り組むことができた。 4 90%以上の児童が地域の方とのふれあいできたと回答

3 ３項目は取り組むことができた 3 80%～90%未満の児童が地域の方とのふれあえたと回答

2 ２項目は取り組むことができた。 2 70%～80%未満の児童が地域の方とのふれあえたと回答

1 １項目しか取り組めなかった。 1 75%未満の児童が地域の方とのふれあいえたと回答

本校の特徴でもある地域の方との交流を再

開し、より地域を意識した学習を推進していき

たい。タブレットの活用についても、引き続き

学習で使えるツールとできるよう、研修・実践

を進めていきたい。

3

お弁当の日を工夫したと感じた児童は82.2％だった。前回

より0.8ポイント減少した。教員の評価は0.7ポイント向上し

た。保健指導の充実や、外部講師の活動が再開できたこと

で、教師の評価が向上したと考えられる。

家庭の協力を得て取り組んでいることが

よい。学校でも残菜が減らせるような取

組を頑張ってほしい。市の栄養士さんにも

指導を頑張ってほしい。 C

食の大切さについては、今後もお弁当の日の

取組以外にも取り組んでいく必要がある。市

の栄養士の指導等を検討したい。

引き続き学級活動についての研究を進め、自

らの生活を見直し、自らの学校生活をよりよく

するために、主体的に考える児童の育成を

図っていきたい。また、キャリア教育について

も、引き続き取り組んでいきたい。

児童の自己肯定感を高める取組を充実させ

るためにも、本年度から取り組んでいる、「誰

かの役に立つ」という活動をさらに進めること

で、まずは自己有用感を高めていきたいと考

えている。

輝
く
未
来

自分のよさを見付け、仲間と協

力して活動し、苦手なことにも

失敗を恐れず取り組み、役に立

つ喜びを自信につなげ自己肯

定感を高め、未来に向けて夢と

希望をもち実現しようと努力す

る児童の育成を目指す。

学級会活動をはじめ、全教育

活動における、キャリヤ教育

の充実

・学校生活への適応

・仲間づくり、集団の結束

・自らの役割の自覚

・年間指導計画に応じた、キャリア教

育実践の充実（キャリアルバムの活

用）

3 4

生活を振り返りよりよくできたと感じている児童は90.2％

だった。前回より2.6ポイント向上した。教員の評価も0.2ポ

イント向上した。昭島市の作成したキャリアルバムを活用し、

各学期ごとの目標作成、学期末の振り返りを行うことや、学

級活動の充実を図ったことで、満足感が味わえたと考えられ

る。

いじめについては、単純にいじめた子が

悪い、いじめられた子がかわいそうという

ことではないと思う。子供の環境やこれま

での成長を振り返り対応することが必要

ではないか。

A

幼・保・小・中の連携につい

て、効果的な方法を検討し実

践する。

・スタートカリキュラムの理解と推進

・年３回の中学校区の計画的な交流活

動

・小中連携の具体的な方策の検討・実

践

・幼・保との連携、交流活動

3 3

自分の得意なことを考えると答えた児童は、85.4%だった。

以前より、1.5ポイント減少した。教員の評価は、0.4ポイント

向上している。本年度より小中連携が実施されたことが向上

の理由だと考えられる。また今後、幼保小の連携を図ってい

く予定である。

不登校が増えてる原因は何か、一人一人

の子供の想いを大切にしてほしい。保護

者の悩みにも耳を傾け、関係の機関と協

力して対応してほしい。 B

地域との関わり、ICT活用し

た世界との関わりを意識し、

持続可能な社会づくりを意識

した取組

・地域人材や環境を活用した学習

・タブレット端末の積極的な活用

・SNS家庭ルールの普及と、情報モラ

ル教育の充実

・環境をはじめとするSDG'sを意識し

た活動

3 4

地域の方との交流については、94.8%の児童が肯定的に

捉えている。前回よりも4ポイント向上した。教員の評価は、

0.5ポイント向上した。コロナ禍で地域の方との交流はなか

なかできないが、稲作体験ができたため、向上したと考えら

れる。また、タブレットの活用についても研修を通して進めら

れたことも要因の一つだと考えられる。

生徒指導提要には、生物学的・心理的・

社会学的な観点から子供を見ることが大

切と示されている。社会的な立場環境を

考えて対応できる先生が増えるとよい。 B

コロナウイルス感染防止の対応で仕方な

いと思う。今後は感染防止対策も緩やか

に改善する方向だと思うので、関われる

機会を増やしてほしい。 C

児童にとって、外部の方とのも交流は、学ぶ

意欲を高め、学びの深まりにもつながった。次

年度は、地域の方との交流を再開していきた

い。また、縦割り班活動や栽培活動も大切な

体験活動として力を入れていきたい。

健
や
か
な
体

健康で安全な生活について自

ら考え、仲間と協力して実践し

ようと挑戦する、心身ともに健

康でたくましい児童の育成を目

指す。

心身ともに健康で、安全に過

ごすために、自己管理のでき

るたくましい児童の育成

・グッドモーニング６０分の取組

・いきいきカードの取組

・安全､防災教育の確実な実施

・チャレンジ精神、ルール尊重、ファエ

プレーの大切さを指導・実践

3 3

安全や健康について学んだことを生活の中で活かしている

と感じた児童は88.3%だった。前回より1.6ポイント減少し

た。教員の評価も、0.1ポイント減少した。2学期における

グッドモーニング60分の取組や、安全や防犯に関する取組

が不十分だったことが原因と考えられる。

スマートフォンを使ったゲームやSNSの

利用に関することは、家庭がしっかり管理

してほしい。ただ、親子の関係が心配であ

る。良好な関係をつくってほしい。 C

規則正しい生活習慣を身に付けるためのグッ

ドモーニング60分の取組を工夫して継続し

ていく。安全についても、校庭や地域での遊

び方を考えさせたり、SNSの利用について定

期的に確認したりしていく。

一人一人が自らの体力を知

り、自分に合った方法を考え、

体力向上に取り組む

・めあてが明確な学習の展開

・元気アップガイドブックを利用した、

体力運動能力調査の分析と、具体的

な取り組みの推進

・体育朝会の取組と授業での活用

・ミニ研修会の実施と活用

3 3

体力がついていると感じた児童は88.4%だった。前回より

6.7ポイント向上した。教員の評価も0.7ポイント向上した。

ミニ研修会の成果や、めあてを明確にした指導を進めること

で、児童の体力が向上の意識が高まったと考えられる。

持久走や縄跳びの取組ができるように

なってよかった。家にばかりこもっていな

いで、外で体を動かす機会を増やしてほ

しい。 A

体力運動能力調査の結果から、元気アップガ

イドブックを活用する取組や、拝一ピックの見

直しを行ったり、体育朝会の指導を工夫した

りして、子供たちが意欲的に体を動かす環境

づくりに努める。

食の大切さや健康について学

び、自らの健康について考え

ることのできる取組

・お弁当の日に自ら考え取り組む

・保健指導から、自分の体についての

学び

・健康教育（性犯罪等）への取組

・外部人材を招聘しての交流や講話や

実技指導の取組

3

子供たちの主体的な学びを中心とした授業

について、教師の学び合いの場を設けていき

たい。そこで、困り感のある児童への個別の

指導法やユニバーサルデザインの指導法に

ついて検討していきたい。

豊
か
な
心

自分も仲間も大切にし、お互い

のよさを認め合い、相手を思い

やる心を育て、楽しい学校生活

を実感し、自己の生き方を深め

ることのできる児童の育成を目

指す。

道徳授業の質の向上を図り、

自ら考え、日常生活に活かし、

互いに認め合う児童の育成

・よさを認め、互いに必要とされる実感

がもてる学級経営

・価値を明確にした授業と児童の変容

の見取り（評価の工夫）

・年間計画の確実な実施

・全教育活動に関連付けた指導

3 4

自分や友達を大切にできたと感じた児童は99.2%だった。

前回より、１ポイント向上した。教員の評価は、0.5ポイント向

上している。ふわふわ言葉月間やふれあい月間での取組に

手応えを感じていることが分かる。また、学級会での話合い

活動も効果を高めているように感じられる。

自分も友達も大切にしていると感じてい

る児童が99％もいることは素晴らしい。

A

道徳の学習の意義を明確にし、子供たち自ら

が自分と向き合い、行動を振り返ることので

きる時間となるよう、学び合っていきたい。日

常の言葉遣い、仲間とのよりよい関わりを高

めていきたい。

いじめの未然防止と早期対

応を推進し、問題行動に素早

く気付き対応し、安心して通え

る学校運営の実現

・人権教育プログラムの活用

・生活指導夕会での情報共有と素早

い対応、報連相の徹底

・いじめアンケートの確実な実施と日

常からの未然防止と早期対応

・ふれあい月間の取組

3 4

よいことと悪いことの判断ができたと感じた児童は96.2%

だった。前回より4.8ポイント向上した。教員の評価は、0.3

ポイント向上した。生活指導夕会での情報交換や、児童のト

ラブルについての対応を全体で共有していったことで、児童

も教師の意識が向上したことが感じられる。

善悪の判断が自分でできると感じている

児童の多さに驚いた。実際に判断できて

いるかは別にして、自己指導能力の高ま

りをこれからも目指してほしい。 A

児童がより楽しく学校生活を送れるように、自

ら考え、判断して行動できるよう、具体的な指

導を行う。特に学級内での自己有用感が高

められるように、役に立っている、支え合って

いることを実感できる取組を進めていきたい。

人や自然、文化との関わりを

通して、本物と出会い自尊感

情や自己有用感を高める実

践への取組

・ゲストティーチャーによる学び

・実践、体験的活動の充実

・栽培体験活動の実施

・縦割り班活動の充実

3 3

縦割り班活動や栽培活動は楽しいと感じた児童は87.5%

だった。前回より5・6ポイント減少した。原因は、コロナウイ

ルス感染防止で縦割り班活動が行えなかったこと、栽培活

動も夏までで終了したことだと考えられる。教員の評価も、

0.1ポイント減少した。

引き続き、児童の主体的な学習を進めるた

め、学年ごとの具体的なイメージを共有する。

また、児童の様子に合った、個別最適な学

習、仲間と協力して行う協働的な学習につい

て推進していく。

基礎的基本的な学力を身に

付けるための取組の提案と実

施

・朝学習の自主的な取組習慣化

・読書週間の取組の工夫

・学習スタンダードの取組の徹底

・家庭学習の内容の工夫と習慣付け

3 3

朝自習や家庭学習の習慣は身に付いたと感じた児童は、

82.5%だった。前回より1.6ポイント向上した。朝自習は定

着しているが、家庭学習が不十分な児童が目立つ。教師の

評価は、0.4ポイントの向上したが、学習習慣の定着につい

て、一部の児童の指導が難しいことが分かる。

子供たちは身に付いたと感じているが、

市のアンケートによると、スマートフォンで

ゲームをする時間が長い。家庭の協力が

必要である。 B

朝自習の学習内容を年間で明確にし、更に

自主的に取り組めるように工夫していきた

い。また、家庭学習においても、スタンダード

を作るとともに、高学年では児童の主体的な

課題設定にも取り組みたい。

確
か
な
学
力

主体的・対話的で深い学びの

視点による授業改善を行うとと

もに、「個別最適な学び」「協同

的な学び」の実現を目指す。

授業改善、評価の工夫、カリ

キュラムマネジメントの実施

と、個別最適な学び、協同的

な学びを目指す指導への挑

戦

・評価を明確にした学習の展開

・児童の主体的な学びを実現

・教科横断的、問題解決的な学習

・児童の実態把握、学力調査の分析、

授業改善プラン作成・実践

3 4

授業に主体的に参加していると感じた児童は95％だった。

前回より1ポイント向上した。子供たちは、一生懸命学習に

取り組んでいることが分かる。教員の評価も、0.7ポイント向

上した。学力調査を基にした授業改善プランの作成を夏休

みに行い、2学期に実践したことで、教師の評価も高まったこ

とが分かる。

学力調査の結果があまりよくないと聞い

ているが、子供たちがすすんで学習に取

り組んでるということが分かり安心した。

まずは意欲が大切である。 A

特別支援教育の視点を生か

した環境整備の充実、授業改

善の推進

・個に応じた指導及びUDを意識した

学習展開

・UD意識した学習環境の整備

・困り感をもつ児童への対応

・保護者との共通理解

3 4

授業が分かりやすいと感じた児童は、97.5%だった。前回

より、3.2ポイント向上した。教員の評価は0.2ポイントの向

上に留まっている。子供たちの学びの意欲に支えられた結果

となった。教師との信頼関係はよいことが感じられる。困り感

をもつ児童に対する指導に迷っていることが分かる。

先生が工夫してくれていることが分かる。

メリハリのある、楽しい授業をさらに工夫

してほしい。
A

令和４年度 昭島市立拝島第一小学校　

学校教育目標

〇　やさしく（徳）
〇　強　　く（体）
〇　よく考え（知）
　　　　　　　　　　　　　手をつなぐ拝島の子

ビ

ジ

ョ
ン

○　生き生きと学び、達成感を味わえる学校　○　安心して子供を預けられる信頼できる学校　○　働きがいのある学校（教職員にとって）


○  心身ともに健康な子　○　主体的・対話的で深い学びのできる子　○　互いに認め合い高め合う子

○　教育公務員としての自覚をもち使命を果たすために、絶えず研究と修養に努め、児童のために誠心誠意職務に励む教師

取組指標 成果指標 自己評価結果の分析 次年度の改善策



【目指す学校像】

【目指す児童・生徒像】

【目指す教師像】

領域
中期経営目標
（３年間）

短期経営目標
（１年間）

具体的方策 評価 評価 自己評価結果の分析 学校関係者評価 評価 次年度への改善策

4 教職員が70％以上の意識をもって行った。 4 3％のA層の増加と５％のD層の減少

3 教職員が60％以上の意識をもって行った。 3 2％のA層の増加と４％のD層の減少

2 教職員が50％以上の意識をもって行った。 2 １％のA層の増加と３％のD層の減少

1 教職員が50％未満の意識をもって行った。 1 0％以下のA層の増加とD層の減少

4 教職員が70％以上の意識をもって行った。 4 「思考・判断・表現」の評価B以上70％以上

3 教職員が60％以上の意識をもって行った。 3 「思考・判断・表現」の評価B以上60％以上

2 教職員が50％以上の意識をもって行った。 2 「思考・判断・表現」の評価B以上50％以上

1 教職員が50％未満の意識をもって行った。 1 「思考・判断・表現」の評価B以上50％未満

4 教職員が70％以上の意識をもって行った。 4 授業で学んだことを生活や社会に生かそうとする児童70％以上

3 教職員が60％以上の意識をもって行った。 3 授業で学んだことを生活や社会に生かそうとする児童60％以上

2 教職員が50％以上の意識をもって行った。 2 授業で学んだことを生活や社会に生かそうとする児童50％以上

1 教職員が50％未満の意識をもって行った。 1 授業で学んだことを生活や社会に生かそうとする児童50％未満

4 教職員が70％以上の意識をもって行った。 4 いじめ・暴力の未解決０件
3 教職員が60％以上の意識をもって行った。 3 いじめ・暴力の未解決１件
2 教職員が50％以上の意識をもって行った。 2 いじめ・暴力の未解決２件
1 教職員が50％未満の意識をもって行った。 1 いじめ・暴力の未解決３件
4 教職員が70％以上の意識をもって行った。 4 自分たちで学級・学校を創っていると感じる児童70％以上

3 教職員が60％以上の意識をもって行った。 3 自分たちで学級・学校を創っていると感じる児童60％以上

2 教職員が50％以上の意識をもって行った。 2 自分たちで学級・学校を創っていると感じる児童50％以上

1 教職員が50％未満の意識をもって行った。 1 自分たちで学級・学校を創っていると感じる児童50％未満

4 教職員が70％以上の意識をもって行った。 4 学校のきまりを守っていると実感する児童70％以上

3 教職員が60％以上の意識をもって行った。 3 学校のきまりを守っていると実感する児童60％以上

2 教職員が50％以上の意識をもって行った。 2 学校のきまりを守っていると実感する児童50％以上

1 教職員が50％未満の意識をもって行った。 1 学校のきまりを守っていると実感する児童50％未満

4 教職員が70％以上の意識をもって行った。 4 運動が好きになったと実感できる児童70％以上

3 教職員が60％以上の意識をもって行った。 3 運動が好きになったと実感できる児童60％以上

2 教職員が50％以上の意識をもって行った。 2 運動が好きになったと実感できる児童50％以上

1 教職員が50％未満の意識をもって行った。 1 運動が好きになったと実感できる児童50％未満

4 教職員が70％以上の意識をもって行った。 4 Ｔスコアを都平均以上にする。
3 教職員が60％以上の意識をもって行った。 3 Ｔスコアを都平均にする。
2 教職員が50％以上の意識をもって行った。 2 Ｔスコアを都平均より-1％にとどめる。

1 教職員が50％未満の意識をもって行った。 1 Ｔスコアを都平均より-2％にとどめる。

4 教職員が70％以上の意識をもって行った。 4 生活改善を実感する児童70％以上

3 教職員が60％以上の意識をもって行った。 3 生活改善を実感する児童60％以上

2 教職員が50％以上の意識をもって行った。 2 生活改善を実感する児童50％以上

1 教職員が50％未満の意識をもって行った。 1 生活改善を実感する児童50％未満

4 教職員が70％以上の意識をもって行った。 4 地域に愛着をもつ児童70％以上
3 教職員が60％以上の意識をもって行った。 3 地域に愛着をもつ児童60％以上
2 教職員が50％以上の意識をもって行った。 2 地域に愛着をもつ児童50％以上
1 教職員が50％未満の意識をもって行った。 1 地域に愛着をもつ児童50％未満
4 教職員が70％以上の意識をもって行った。 4 社会貢献しようと考える児童70％以上

3 教職員が60％以上の意識をもって行った。 3 社会貢献をしようと考える児童60％以上

2 教職員が50％以上の意識をもって行った。 2 社会貢献をしようと考える児童50％以上

1 教職員が50％未満の意識をもって行った。 1 社会貢献をしようと考える児童50％未満

4 教職員が70％以上の意識をもって行った。 4 将来への夢や希望がもてたと実感できる児童80％以上

3 教職員が60％以上の意識をもって行った。 3 将来への夢や希望がもてたと実感できる児童60％以上

2 教職員が50％以上の意識をもって行った。 2 将来への夢や希望がもてたと実感できる児童50％以上

1 教職員が50％未満の意識をもって行った。 1 将来への夢や希望がもてたと実感できる児童50％未満

B

各学期、年間3回設定した市民科週間の実施
によって、児童の「地域をよりよくしていこう」と
する意識が芽生えつつある。より一層社会貢
献しようとする児童を育成するために、昭島市
民科の年間指導期計画の修正を行う。

体験活動を充実させ、社会
の多様な課題への関心・意
欲を高める。

自らの将来の進路を意識で
きる学習を実施する。 4 3

取組指標において教職員
の意識が低下した。
（3.2％低下）また、成果指
標においても、児童の意
識が低下した。（５．９％の
減少）

「昭島市版キャリアルバム」を活用し
た体験的な学習の積み重ねや自分
の将来の進路を意識した学習の取
組に対し、肯定的な評価をいただ
いた。

A

「将来の夢や希望をもてた」とする児童の減少
に対して、教職員は重く受け止める必要があ
る。自殺予防教育の徹底やキャリア教育の充
実、昭島市民科を通して、自らがよりよい社会
を創っていく大切な存在であることを意識付け
ていく。

コオーディネーショントレーニングを通して改善を図るとと

もに、年度初めに、全教職員に「拝二小体育スタンダー

ド」の周知・徹底する。そのことによって、児童の体力をよ

り高い水準に引き上げていく。また、朝のラジオ体操を継

続と休み時間を活用して、敏捷性を高める場の設置を体

育部中心に行う。

B

昭島市の保健部と体育部を中心にグッドモーニング60

分を通して、児童の生活習慣改善に取り組んできた。し

かし、十分な成果上がっていない。よって、、一人一人の

教員により高い意識を持ってもらうために、研修をし、児

童の生活改善の意義や効果、指導の在り方を伝達して

いく。

輝
く
未
来

昭島市民科や各教科等の充
実を図り、地域を担う市民とし
ての愛着を育てる。

地域に根差した昭島市民科
や各教科等の授業を展開す
ることで地域に愛着をもつ児
童を育成する。

4 4

全国学力学習状況調査及び、東京都児

童・生徒の学力向上を図るための調査の

児童の意識調査の結果通り、本校児童の

地域に対する愛着度は高い。（８％増加、

また、全国・東京都と比較しても大幅に高

い）

市民図書館（エンシス）のより一層
の活用をしてほしい。

家庭と連携して、児童の基本
的な生活習慣の確立を図る。

「グッドモーニング60分」を計
画的に活用し、児童自身が
生活改善の大切さを意識し
実感できるようにする。

4 4

大きな数値の変化はないが教職員の意識

が低いことに課題がある。
「グッドモーニング６０分」の実践を
通した生活習慣の定着に向けた取
組に対し、肯定的な評価をいただ
いた。

B

本校は、地域社会を担っていく児童の育成を図るため

に、年3回の市民科週間（総合的な学習の時間に重点

的に取り組む）を実施してきた。そのことが地域に愛着を

もつ児童が多い要因と考える。今後もこの取り組みを継

続するとともに、地域の方々に昭島市民科の取組を見て

いただく機会を維持していく。

●ＳＤＧｓの達成のために社会を変革
する主体者として、家庭生活から変え
ていこうとする態度を育てる。
●地域人材を活用し、人との関わりの
中で学ぶ機会を充実させる。（感染状
況による）

●ＳＤＧｓの達成のために、家庭生活を
実際に改善しようと行動に移すことが
できる児童を育成する。
●地域人材を活用した体験活動を実
施し、社会貢献しようと考える児童を育
成する。

4 4

取組指標において、教職員の意識
が高い。（８．３％の増加）　また東
京都児童・生徒の学力向上を図る
ための調査においても同様に全
国、東京都の平均を大きく上回っ
ている。

昭島市民科の学習によるSDGsの取
組や地域人材を活用した体験的な
活動に対し、肯定的な評価をいた
だいた。

2学期初め、廊下を走る児童が多く、教師が指導すること

があった。教師の指導と児童会からも全校に呼び掛けた

ことで減少したが、引き続き指導をしていく。児童会が、

学校のきまりだけではなく、言葉遣いをよくしていこうと、

児童自ら行動している様子が見られるため、今後も支援

していく。

健
や
か
な
体

（体）
自らすすんで心と体を
きたえ、たくましく生きる
児童の育成

拝二小版スタンダード体育編
を共通実践し、体育科の授
業充実を図る。

拝二小版授業力スタンダード
体育編ver.2を共通実践し、
体育科の授業充実を図る。

4 4

「運動が好き」と回答する
児童が増加した。（9.3％
増加）

児童の記録が掲示してあ
り、意欲向上の観点からも
よかった。

学校の決まりを守る風土を創
り上げる。

学校の決まりの意味・意義を
理解させる。 4 4

「学校の決まりを守っている」と回答
した児童が増加した。（5.5％増加）

日常の生活指導の中で、学校の決
まりの意味・意義を繰り返し、指導
する取組に対し、肯定的な評価を
いただいた。

A

「運動が好き」と回答する児童が大幅に増加したことは、

体力テストの結果とも関連があると考えられる。また、多く

の児童と教職員が休み時間に外で遊ぶことは、本校の

良い点であるため、今後も、継続していく。また、拝二小

版スタンダード体育編の改良と教職員に対して再度、徹

底を図る。（年度初めに研修を実施する。）

児童の課題に応じた様々な
運動に親しませる場を設定
し、運動能力の向上を図る。

体力調査（プレ・ポストテスト）
の結果に基づく課題分析・解
決策の共通理解と共通実践
をする。

3 4

学校全体では、依然高い記録を維
持しているが、「反復横跳び」に記
録が低下傾向にある。（4年生・6年
生女子）

体力調査結果に基づく、体力向上
の取組に対し、肯定的な評価をい
ただいた。

A

いじめ調査をした際、気になる児童に対して
即座に聞き取り調査を実施して、早期発見、
早期解決に取り組んできた成果であると考え
る。今後も、アンケート調査のみに頼ることな
く、児童と休み時間に遊ぶなどの機会を増や
し、問題の早期解決を心掛けていく。

学校生活を自ら創り上げる児
童を育成する。

「拝二小学級力スタンダード
ver.2」を基に、児童自らが学
校生活を築けるようにする。
児童会選挙を実施する。

4 4

取組指標において大幅に増加し
た。（21.1％の増加）また、成果指
標においても高い結果となった。

「拝二小学級力スタンダードVer.2」
を活用した各学級の振り返りを基
に、児童自らが、主体的に学校生
活を築けるようにした取組に対し、
肯定的な評価をいただいた。

B

学級力スタンダードver.2を引き続き継続し、
児童が自己分析を的確に行い、自らの生活を
よりよくしていこうとする機会を維持していく。ま
た、その場のみで話し合って終わることなく、
日々、自分たちが話し合って決めたことを確
認しながら生活していく。

豊
か
な
心

（情）
自らのよさを見つめ、
他者を尊重し、共により
よく生きようとする児童
の育成

すべての児童が安心して登
校できる学校にする。

児童・保護者の声や思いを
十分にくみとれるように教員
の感受性を高める。

4 4

法令上のいじめ件数は依然、ある
ものの、社会通念上のいじめにお
いて未解決なものはない。一方、
不登校児童が複数いるため改善が
必要である。

未解決のいじめが０になる
ように努力を続けてほし
い。 B

A

4 4

取組指標において教職員の授業
改善意識の向上が見られた。
（7.1％増加）
授業改善プランに沿って学年で共
同して教材研究に取り組んだ成果
が表れた。

指導計画のPDCAサイクルを図り、
児童が考えを深め、表現する場を
意図k的・計画的に設定する取組に
対し、肯定的な評価をいただいた。 A

児童の思考力を一層高めていく高めていくた
めに、単元全体を見通して、論理的思考力を
高めていくような学習場面を引き続き設定して
いく。

学んだことを日常生活に生か
したり、自分の周りの社会に
役立てたりしようとする児童を
育成する。

昭島市民科、各教科、特別
活動、特別な教科道徳全体
を通じて児童がセルフモニタ
リング及びセルフコントロール
する場を設定する。

4 4

毎時間の授業で学習感想を記述さ
せるようになって一年間が経過した
成果であると考えられる。一方、児
童の評価（成果指標）で＋3.2％の
増加にとどまったことは、学習の振
り返り方の指導を改善していく必要
がある。

昭島市民科、各教科の学習におい
て、学習の振り返る時間の中でセル
フモニタリング及びセルフコントロー
ルする場を設定する取組に対し、肯
定的な評価をいただいた。

B

児童の評価（成果指標）で＋3.2％の増加にと
どまったことは、予想より小さな伸びであった。
学習の振り返り方の指導をより生活や社会に
生かしていこうとする意識につなげていくこと
ができるように指導を改善していく必要があ
る。

令和4年度　 昭島市立拝島第二小学校　 学校経営重点計画（教育推進計画）年度末評価【総括表】

（意）
自らすすんで挑戦し、
最後までやり遂げること
ができる児童の育成

取組指標 成果指標

確
か
な
学
力

（知）
自ら学び考え判断し、
協働して問題を解決す
ることができる児童の育
成

「拝二小授業力スタンダード
20ver.4」を基に、児童が自身
の学びの成果を実感できるよ
うに指導する。

日々の授業を充実させ、学
力調査（プレ・ポストテスト）の
AB層を引き上げ、ＣＤ層の引
き下げを図る。

4

学校教育目標
○よく考える子（知）
○心ゆたかな子（情）
○元気な子（意）（体）

ビジョン

〇「子供の成長」を教育活動の中核に置き、連携・協働する学校　〇「チーム」一丸で教育活動を推進する学校

〇自らの人生（運命）を自らの力で切り拓き、これからの社会の創造を担える児童～グローバルに考え、ローカルに実践する子～

〇「チーム拝二」の一員として、自らすすんで学び、高め合い、協働して職務を遂行する教師　〇子供のよさや可能性を伸ばせる教師集団

4

全国学力学習状況調査ポストテス
トにおいて、算数・国語ともにD層
児童減少とA層児童増加があり、授
業改善推進拠点校の取組の成果
が顕著だった。

全国学力調査の結果分析に基づく
授業改善等の取組に対し、肯定的
な評価をいただいた。

B

全国学力学習状況調査は、知識のみで解くことができな

い問題が多い中で、記述式の問題に本校児童が特に正

答率が高いことは、今年度、授業改善を各学年で取り組

んできた成果であると考えられる。次年度もその取組を

継続するとともに、更なる授業改善を進める。

言葉の力で獲得した知識を
生かして自分の思いを論理
的に表現できる児童を育成
する。

指導計画のPDCAサイクル化
を図り、児童が考えを深め、
表現する場を意図的・計画的
に設定する。



【目指す学校像】

【目指す児童・生徒像】

【目指す教師像】

領域
中期経営目標
（３年間）

短期経営目標
（１年間）

具体的方策 評価 評価 自己評価結果の分析 学校関係者評価 評価 次年度への改善策

4 全ての教員が、児童が主体的な授業を行った 4 学力調査市平均＋５Ｐ以上
3 ８割以上の教員が、児童が主体的な授業を行った 3 学力調査市平均０Ｐ以上
2 ７割の教員が、児童が主体的な授業を行った 2 学力調査市平均０Ｐ未満
1 児童が主体的な授業を行った教員が７割以下であった 1 学力調査市平均－５Ｐ未満
4 ユニバーサルデザインチェックリストの全てに取り組んだ。 4 児童アンケートで「分かりやすい」が９割以上

3 ユニバーサルデザインチェックリストの８割以上に取り組んだ。 3 児童アンケートで「分かりやすい」が８割以上

2 ユニバーサルデザインチェックリストの７割以上に取り組んだ。 2 児童アンケートで「分かりやすい」が７割以上

1 ユニバーサルデザインチェックリストの７割以下にしか取り組めなかった。 1 児童アンケートで「分かりやすい」が７割未満

4 全ての教員が、タブレットを用いたオンライン授業を行うことができる。 4 児童アンケートでオンライン授業への肯定的な評価が９割以上

3 ８割の教員が、タブレットを用いたオンライン授業を行うことができる。 3 児童アンケートでオンライン授業への肯定的な評価が８割以上

2 ７割の教員が、タブレットを用いたオンライン授業を行うことができる。 2 児童アンケートでオンライン授業への肯定的な評価が７割以上

1 ６割の教員が、タブレットを用いたオンライン授業を行うことができる。 1 児童アンケートでオンライン授業への肯定的な評価が７割未満

4 全ての教員が、生活スタンダードやガイドラインに基づく指導を行った 4 QUの結果で安定感のある学級が３割以上

3 ８割の教員が、生活スタンダードやガイドラインに基づく指導を行った 3 QUの結果で安定感のある学級が２割以上

2 ７割の教員が、生活スタンダードやガイドラインに基づく指導を行った 2 QUの結果で安定感のある学級が１割以上

1 ６割の教員が、生活スタンダーやガイドラインに基づく指導を行った 1 QUの結果で安定感のある学級が１割未満

4 全ての教員が、道徳の時間の指導を改善した 4 いじめ・不登校の出現回数昨年度比２割以上減少

3 ８割の教員が、道徳の時間の指導を改善した 3 いじめ・不登校の出現回数昨年度比１割以上減少

2 ７割の教員が、道徳の時間の指導を改善した 2 いじめ・不登校の出現回数昨年度比変化なし

1 ６割の教員が、道徳の時間の指導を改善した 1 いじめ・不登校の出現回数昨年度比増加

4 全ての学級が、週１回以上学校図書館を利用した。 4 ８割の児童が年間２０冊以上の本を借りた

3 ８割の学級が、週１回以上学校図書館を利用した。 3 ７割の児童が年間２０冊以上の本を借りた

2 ７割の学級が、週１回以上学校図書館を利用した。 2 ６割の児童が年間２０冊以上の本を借りた

1 ６割の学級が、週１回以上学校図書館を利用した。 1 年間２０冊以上の本を借りた児童が6割未満

4 全教員が体力向上プランを活用した指導を行った 4 調査結果が昨年比平均ポイントから＋５ポイント以上

3 ８割以上の教員がプランを活用した指導を行った 3 調査結果が昨年比　～+5ポイント
2 ７割以上の教員がプランを活用した指導を行った 2 調査結果が昨年比　-5ポイント以内

1 ７割未満の教員がプランを活用した指導を行った 1 調査結果が昨年比　-5ポイント未満

4 全教員が元気アップカードを活用した指導を行った 4 ９割以上の児童が目標を達成している

3 ８割以上の教員が元気アップカードを活用した指導を行った 3 ８割以上の児童が目標を達成している

2 ７割以上の教員が元気アップカードを活用した指導を行った 2 ７割以上の児童が目標を達成している

1 ７割未満の教員が元気アップカードを活用した指導を行った 1 ７割未満の児童が目標を達成している

4 全ての教員が、安全指導を計画的に行った 4 保護者による学校評価（関係項目）肯定的評価８割以上

3 ８割の教員が、安全指導を計画的に行った 3 保護者による学校評価（関係項目）肯定的評価７割以上

2 ７割の教員が、安全指導を計画的に行った 2 保護者による学校評価（関係項目）肯定的評価６割以上

1 ６割の教員が、安全指導を計画的に行った 1 保護者による学校評価（関係項目）肯定的評価６割以下

4 全ての学級担任が、学級会活動を１０回以上行った 4 全ての学級で、児童間のトラブルの出現が減少する

3 ８割以上の学級担任が、学級会活動を１０回以上行った 3 ８割以上の学級で、児童間のトラブルの出現が減少する

2 ７割以上の学級担任が、学級会活動を１０回以上行った 2 7割以上の学級で、児童間のトラブルの出現が減少する

1 ７割未満の学級担任が、学級会活動を１０回以上行った 1 児童間のトラブルの出現が減少した学年が７割以下

4 全学年の教員が交流体験を実施した 4 保護者による学校評価（関係項目）肯定的評価８割以上

3 ８割以上未満の学年・教員が交流体験を実施した 3 保護者による学校評価（関係項目）肯定的評価７割以上

2 ７割以上の学年・教員が交流体験を実施した 2 保護者による学校評価（関係項目）肯定的評価６割以上

1 ７割未満の学年・教員が交流体験を実施した 1 保護者による学校評価（関係項目）肯定的評価６割以下

4 PTAや地域と年４回以上の連携ができた。 4 保護者による学校評価（関係項目）肯定的評価８割以上

3 PTAや地域と年３回以上の連携ができた。 3 保護者による学校評価（関係項目）肯定的評価７割以上

2 PTAや地域と年２回以上の連携ができた。 2 保護者による学校評価（関係項目）肯定的評価６割以上

1 PTAや地域との連携は年２回以下だった。 1 保護者による学校評価（関係項目）肯定的評価６割以下

A

外部人材との交流体験を十分
に行うことができた。来年度も
引き続き行えるよう、今年度中
に計画を立てる。

　保護者や地域と連携
し、行事活動を充実さ
せる。

①PTAや地域と連携して運動会・学習
発表会・研究発表会を行う。
②PTAや地域と連携し安全見守り活動
の強化を行う。

3 4

5月の運動会はPTAや地域の方の協力の
もと、滞りなく実施することができた。9月と
１月のあいさつ運動なども両者で協力して
行った。7月に行った学校評価では、保護
者の肯定的評価が８７％であった。

少しずつ交流が復活してきた。
コロナ禍の中でPTAや地域とよ
い関係よい活動ができている。

A
引き続き、PTAや地域の方々と
連携を図りながら行事活動を
実施していく。

児童の取組目標を見直すとと
もに、成果に関わらず学校体
制として外遊びを励行し、室外
で動く時間を確保していく。

A

今年度は警察と連携して不審
者対応訓練を行い、撮影した
映像を基に教員間での振り返
りを行った。来年度につなげて
いく。

輝
く
未
来

　話し合い活動の指導
を計画的に進め、自分
たちの問題を自力で解
決する力を育む。

①学級会活動（年１０回以上）
②課題解決型学習の重視
③タブレットPCの活用

4 3

4月当初に比べ、「児童間のト
ラブルの出現が減少している」
との返答とともに、「変わらな
い」との返答があり、全ての学
級での減少とはならなかった。

トラブルがゼロになるのは難し
いが、今後も取組を続けて欲し
い。

　安全教育を系統的に
進め、自分の命を自分
で守る力を育む。

①安全教育全体計画改訂（８月・２月）
②避難訓練の改善（年１１回）
③安全指導日の指導（年１１回）

4 4

年度当初よりコロナ対応の避難訓練案と
通常の案を作成させ、取り組みを継続で
きている。令和4年7月の学校評価では
「学校はお子様の安全や健康について考
える機会を提供している。」に対し、89％
の保護者から肯定的な返答があった。

定期的な取組を今後も行って
欲しい。

B

児童間トラブルは確実に減少
しているが、学級によっては不
安定な様子を見せる児童がい
るので、学校体制でのフォロー
を行っていく。

　教育活動を通して外
部人材と交流体験でき
るようにする。

①各学年で外部人材を活用した授業
を計画
②コロナ禍においても実現可能な交流
プログラムの作成

2 4

感染対策に配慮しながら、各学年ともゲス
トティーチャーを招聘したり、近くの施設に
出かけたりして学習を進めてきたきた。7月
に行った学校評価では、保護者の肯定的
評価が９０％であった。

マチコミメールにて写真を送っ
てもらえたので様子がよく分
かった。引き続きの推進をお願
いしたい。

取組を引き続き実施していくと
ともに、高学年児童の読書習
慣の定着を目指す。

健
や
か
な
体

学校全体として、組織
的・計画的に、健康を
保持し、自ら体力を高
める態度を育みます

　運動能力テストの結果
を基に作成する体力向上
プランに基づき、系統的
な指導を進める。

①体力向上プラン（９月改訂）
②コロナ禍でも可能な運動の推進
③運動週間（年３回）
④本領発揮プログラムの活用

4 2

今年度の体力テストの結果、体力合計点
は昨年度比-3.4ポイントであった。本領発
揮プログラムの活用や様々な対策を行っ
たにも関わらず前年度よりも低下してし
まった。コロナ禍の影響が考えられる。

体力向上には、家庭での食事
や睡眠等、総合的な取組をお
願いしたい。

　学校図書館を活用
し、読書の啓発に取り
組む。

①学校図書館の利用（週１回）
②読書旬間の実施（年３回）
③人権教育を推進する図書の購入

3 3

児童一人当たりの貸出冊数は
33冊となっている。低中学年児
童がよく本を借りて読んでお
り、１～４年生の94％が２０冊以
上の本を借りた。

低学年で94％は評価できる。
次年度の高学年の取組に期待
したい。

C

休み時間の外遊び奨励や体
育の活動時間の確保などの改
善策を実施し、児童の体力増
進を図る。

　日常的な運動習慣の
確立を図り、健康な生
活を目指す。

①元気アップカードの活用
②家庭への啓発活動（毎月）
③学校保健委員会（年１回） 4 1

今年度の体力テストでは学校
全体として数値の下降が見ら
れた。目標達成に関しては多く
の児童が自分の立てた目標や
期待値を下回っている。

次年度の取組に期待したい。 D

取組を引き続き実施していくと
ともに、縦割り班などの異学年
の特別活動を充実させていく。

　教育活動全体を通し
て、道徳的実践力を身
に付けさせる。

①道徳授業地区公開講座
②評価に関わるＯＪＴ研修
③児童が考え議論する道徳

4 4
令和3年度は、いじめ9件・不登校6名で計
15件だった。令和4年度はいじめ3件・不
登校5名で計8件となっており、前年度比4
割以上の減少を達成することができた。

いじめ・不登校ともに減少傾向
にあるのは喜ばしい。今後も継
続的な取組を期待する。

A

毎月の報告を確認し、社会通
念上のいじめに対しては、対策
委員会を開き、迅速に対応し
ているので、今後も継続してい
く。

豊
か
な
心

学校全体として組織
的・計画的に、豊かな
心を醸成します

　児童の自己肯定感を
高め、個々の良さを発
揮できるように、学級活
動を実施する。

①校内研究の推進
②生活スタンダードの徹底
③QUテストの活用

4 4

ハイパーQUテストの結果、安定感のある
親和的な学級が全体の５割以上との結果
が出た。学校全体も落ち着いた雰囲気
で、児童の姿勢がよくなり、挨拶もよくでき
るようになった。

児童一人一人が居心地の良さ
を感じられる環境がある。学校
を訪れた際に児童が気持ちよ
い挨拶をしてくれてよかった。

A

B

3 4

全教員が昭島市のユニバーサルデザイン
の冊子を基に、誰にとっても、やさしい教
室環境、分かりやすい授業を心掛けた。7
月に行った、児童の学校評価では、「学校
の授業は分かりやすい」の肯定的評価が
９６％であった。

児童の高評価が学習面の成果
に表れている。

A

ユニバーサルデザインについ
ては、教員が理解を深めてい
けるように、引き続き研修などを
行う。

　タブレットPCの積極
的な活用とキャリア教
育の推進

①プログラミング学習に関わる授業（年
５回以上）
②キャリア・パスポートに関わる指導（年
３回）
③オンライン授業（年３回）

4 4

1学期に行ったオンライン授業では、全て
の学年でプログラミング学習を行った。児
童の意識調査では、「学習の中でPC・タブ
レットなどのICT機器を使うこと」に対する
肯定的評価が９４％であった。

調べ学習やオンライン授業等
に活用されてすばらしい。

A
次年度も引き続きオンライン授
業やプログラミング学習等、
ICT教育の推進を図る。

令和４年度 昭島市立拝島第三小学校　 学校経営重点計画（教育推進計画）年度末評価【総括表】

学校全体として組織
的、計画的に、将来を
見つめ社会を担う力を
育てます

取組指標 成果指標

確
か
な
学
力

学校全体として組織
的・計画的に、確かな
学力を育みます

　学習状況を把握し、
「主体的・対話的で深
い学び」の指導を充
実、学力向上を図る。

①「問題解決の型」の徹底
②「学習スタンダード」の徹底
③朝学習の週５回実施
④ＩＣＴ機器の活用

4

学校教育目標
　〇かしこく
　◎やさしく
　○つよく

ビジョン

・子供にとって安全・安心の学校　・保護者や地域とともに子供を育てる学校　・教職員が互いに高め合う学校

・よく考え工夫する児童　・相手のことを考え、助け合う児童　・明るく元気な児童

・質の高い指導を創造できる教師　・児童同士、教師同士が響き合い、感動とあこがれを創出できる教師　・児童、保護者、地域に貢献する仕事であることを自覚する教師

4

全国学力・学習状況調査にお
いて、全教科で市平均＋５Ｐ以
上を達成することができた。各
方策を予定通り実施できた。

熱心な学習指導に対する成果
だと思う。

A
全国だけでなく、都の調査結
果についても精査し分析し、学
力の維持向上に努める。

　授業のユニバーサル
デザイン化を推進し、
学習意欲と学力の向上
を図る。

①子どもにやさしい教室環境
②子どもにやさしい学習環境
③子どもにやさしい授業
④本領発揮プログラムの活用





【目指す学校像】

【目指す児童・生徒像】

【目指す教師像】

領域
中期経営目標
（３年間）

短期経営目標
（１年間）

具体的方策 評価 評価 自己評価結果の分析 学校関係者評価 評価 次年度への改善策

4 全教員がタブレット端末を活用した。 4 授業は「とても分かりやすい」と答える生徒が最も多い

3 ９０％以上の教員がタブレット端末を活用した。 3 授業は「分かりやすい」と答える生徒が最も多い

2 ８０％以上の教員がタブレット端末を活用した。 2 授業は「分かりにくい」と答える生徒が最も多い

1 タブレット端末を活用した教員が８０％未満。 1 授業は「とても分かりにくい」と答える生徒が最も多い

4 全教員が意識して授業を実践した 4 話し合い、発表に「よく参加している」と答える生徒が最も多い

3 意識して授業実践した教員が８０％以上 3 話し合い、発表に「参加している」と答える生徒が最も多い

2 意識して授業実践した教員が７０％以上 2 話し合い、発表に「あまり参加していない」と答える生徒が最も多い

1 意識して授業実践した教員は７０％未満 1 話し合い、発表に「参加していない」と答える生徒が最も多い

4 学習習慣定着のための指導を全教員が実施した 4 家庭学習の時間が「４時間以上」が最も多い

3 ８０％程度の教員が学習習慣定着のための指導を実施した 3 家庭学習の時間が「４時間未満」が最も多い

2 ７０％程度の教員が学習習慣定着のための指導を実施した 2 家庭学習の時間が「３時間未満」が最も多い

1 学習習慣定着のための指導を実施した教員は７０％未満 1 家庭学習の時間が「２時間未満」が最も多い

4 全教員が意識して指導を実践した 4 学校生活を「楽しく過ごしている」生徒が最も多い

3 意識して指導した教員が８０％以上 3 学校生活を「ほぼ楽しく過ごしている」生徒が最も多い

2 意識して指導した教員が７０％以上 2 学校生活を「あまり楽しく過ごしていない」生徒が最も多い

1 意識して指導した教員は７０％未満 1 学校生活を「楽しく過ごしていない」生徒が最も多い

4 道徳科の趣旨に則り、全教員が意識して指導した 4 思いやりの心をもって行動していると「とても思う」生徒が最も多い

3 意識して指導した教員が８０％程度 3 思いやりの心をもって行動していると「思う」生徒が最も多い

2 意識して指導した教員が７０％程度 2 思いやりの心をもって行動していると「あまり思わない」生徒が最も多い

1 意識して指導した教員は７０％未満 1 思いやりの心をもって行動していると「思わない」生徒が最も多い

4 いじめ問題にすぐに対応し、早期解決を図った。 4 落ち着いて安心して学校生活が「できている」という生徒が最も多い

3 いじめ問題にすぐに対応したが、対応は継続している。 3 落ち着いて安心して学校生活が「だいたいできている」という生徒が最も多い

2 いじめ問題の対応が遅れたが、解決できた。 2 落ち着いて安心して学校生活が「あまりできていない」と答える生徒が最も多い

1 いじめ問題の対応が遅れ、解決できていない。 1 落ち着いて安心して学校生活が「できていない」という生徒が最も多い

4 オリンピック・パラリンピックの理念を理解し、十分に指導した 4 体力テストで全学年が都標準以上
3 オリンピック・パラリンピックの理念を理解し、指導した 3 体力テストで２つの学年が都標準以上

2 オリンピック・パラリンピックの理念を理解したが、指導は不十分 2 体力テストで1つの学年が都標準以上

1 オリンピック・パラリンピックの理念を理解したが、指導しなかった 1 体力テストで全学年が都標準未満
4 保健だよりを活用した生徒指導を全学級で行った 4 食事や栄養の知識を「よく生かしている」と答えた生徒が最も多い

3 ８０％程度の学級が保健だよりを活用した生徒指導を行った 3 食事や栄養の知識を「生かしている」と答えた生徒が最も多い

2 ７０％程度の学級が保健だよりを活用した生徒指導を行った 2 食事や栄養の知識を「あまり生かしていない」と答えた生徒が最も多い

1 保健だよりを活用した生徒指導を行った学級は７０％未満 1 食事や栄養の知識を「生かしていない」と答えた生徒が最も多い

4 安全に関する点検を定期的に行っている。 4 安全や健康についての知識を「よく生かしている」が最も多い

3 安全に関する点検は必要を感じた時に行っている。 3 安全や健康についての知識を「生かしている」が最も多い

2 安全に関する点検を指示された時に行っている。 2 安全や健康についての知識を「あまり生かしていない」が最も多い

1 安全に関する点検を行うことはほとんどない。 1 安全や健康についての知識を「生かしていない」が最も多い

4 定期面談・随時面談・QUのすべてを活用、実施した。 4 「相談できる先生がいる」に対して「そう思う」と答えた保護者が最も多い

3 定期面談・随時面談を実施した。 3 「相談できる先生がいる」に対して「だいたいそう思う」と答えた保護者が最も多い

2 定期面談のみ実施した。 2 「相談できる先生がいる」に対して「あまりそう思わない」と答えた保護者が最も多い

1 定期面談・随時面談・QUのいずれも活用、実施できなかった。 1 「相談できる先生がいる」に対して「そう思わない」と答えた保護者が最も多い

4 進路指導を計画的に行い、キャリアルバムも活用した 4 将来について考えることが「ある」生徒が最も多い

3 進路指導は計画的に行ったがキャリアルバムは活用しなかった 3 将来について考えることが「時々ある」生徒が最も多い

2 キャリアルバムは活用したが、進路指導は計画的に実施できなかった 2 将来について考えることが「あまりない」生徒が最も多い

1 進路指導は計画的に実施できなかった。キャリアルバムも活用しなかった。 1 将来について考えることが「ない」生徒が最も多い

4 特別支援教室の趣旨を理解し、啓発と活用を図った。 4 「相談できる大人が二人以上いる」と答えた生徒が５０％以上

3 特別支援教室の趣旨を理解し、活用を図った。 3 「相談できる大人が二人以上、または、一人いる」と答えた生徒が７０％以上

2 特別支援教室の趣旨は理解したが、活用できなかった。 2 「相談できる大人が一人いる」と答えた生徒が５０％以上

1 特別支援教室の理解も活用も不十分だった。 1 「相談できる大人はいない」と答えた生徒が３０％以上

B

小学校からのキャリアル
バムの適切な引継ぎと
高等学校等への確実な
情報提供が課題。

生徒理解に基づいた
個への配慮が必要な
生徒への支援の充実

特別支援教室の適切
な運営と活用、保護者
との連携と合理的配慮
の推進

3 4
特別支援教室との情報
及び行動の連携が一層
図られるようにしていく。

支援教室通室生徒の教
育課程編成と個別指導
計画作成段階からの学
級担任の連携が課題。

学級担任の保健、安全
に関する指導について
研修を深める。保健だよ
りの活用を一層促進。

B

安全指導の年間指導計画
の見直しと多様な場面を想
定した避難訓練の実施。安
全点検を徹底。

輝
く
未
来

年間を通じた計画的な
教育相談面談の実施
と教師によるカウンセリ
ングの充実

面談指導の計画的な
実施、個の課題解決
を支援する個別の会
話・面談や言葉かけ

3 3

生徒との面談はいずれ
の学年・学級でも回数を
多く実施していた。QU
の一層の活用を図る。

６３．８％の保護者が「相
談してみようと思う教員
がいる」と評価。昨年度
比３．２％減。

安全教育・防災教育の
推進と事故防止の観
点からの点検活動の
日常化

安全指導の計画的な
実施、自殺予防教育
の取組、安全点検

3 3

日頃からの安全点検徹底と
自殺予防教育の推進を図
る。安全な行動への主体性
育成が課題。

７３．８％の保護者が「子
供は安全、健康の知識
を生かしている」と評価。
昨年度比４．４％増。

B

学級担任による生徒面
談の他、SCや支援教室
巡回教員との連携を促
進。組織検討も課題。

キャリア教育の計画的
な推進と適切な進路
選択能力の育成

適切な進路指導計画
の作成と計画的な推
進、キャリアルバムの
活用

4 4

キャリアルバムの活用は
一定程度図られている。
進路指導計画にその活
用を位置付けていく。

５５．２％の保護者が「子
供は将来について考え
ている」と評価。昨年度
比１．５％減。

月毎の生活アンケートの実
施から対応めでの流れを
確立し、問題の早期発見、
対応向上を図る。

健
や
か
な
体

心身共にたくましく、健
やかな生徒の育成を
図り、健康・安全で活
力ある生活を送るため
の基礎を培う。

体力向上と生涯にわ
たってスポーツに親し
む態度の育成

オリンピック・パラリン
ピック教育の継続と保
体授業TTの実施、男
女共習の段階的実施

3 2

オリンピック・パラリンピック
教育の成果を継続。部活
動制限が緩和され、体力向
上の機会が増えた。

６４．４％の保護者が「学
校の体力向上の取組に
満足している」と評価。
昨年度比０．４％増。

いじめ問題への適切
な対応と自立支援を基
盤とした個に応じた不
登校対策の充実

月毎の生徒理解調査の
実施、教育相談部会と関
係機関との連携、校内委
員会の実施

3 3

年３回の対策委員会を
実施した。途切れのない
情報収集が図れるよう、
調査回数を増やした。

８３．７％の保護者が「学校
は子供の居場所づくりに配
慮している」と評価。昨年度
比２．１％増。

B

体育祭の内容を見直しを
図る。部活動については機
会確保と地域移行への適
切な対応を図る。

保健指導の充実と生
徒自らの健康な生活
に向けた行動選択の
促進

保健室経営の充実、
生徒への保健・安全指
導に関する情報発信と
指導

2 3

学級活動における健康、安
全に関する指導を計画的
に実施。保健だよりの活用
促進を図る。

５９．４％の保護者が「子
供は食事、栄養の知識
を生かしている」と評価。
昨年度比１．６％増。

B

学校生活の楽しさの要
素を分析し、今後の学
校行事や特別活動、部
活動等のあり方を検討。

道徳的価値と道徳性
の育成

「考える・議論する・体
験する道徳科」の計画
的な指導と適切な評
価の実施

4 3

道徳科の趣旨につい
て、教員の理解が深まっ
た。話し合いを大切にし
た授業指導を工夫。

９３．７％の保護者が「子供
は思いやりの心をもって行
動している」と評価。昨年度
比２．８％増。

B

道徳科学習指導要領の
趣旨を生かして指導法
を工夫し、指導計画の
蓄積を図る。

豊
か
な
心

全教育活動を通じて、
人権教育・心の教育を
推進し、自立した人間
として、他者とともによ
りよく生きるための基
盤となる豊かな人間性
を育む。

全教育活動を通じた
生徒の自己肯定感と
自尊感情の育成

豊かな人間関係を育
む学級経営、主体的
自立的生徒会活動と
生活のきまりの見直し

4 4

学校行事や部活動が実施
でき、生徒活動の場が広
がった。生活のきまり見直し
に成果、取組継続

９６．１％の保護者が「子
供は学校生活を楽しく
過ごしている」と評価。昨
年度比３．０％増。

B

B

4 3

学習指導要領の趣旨の
理解を深め、授業の工
夫に取り組んだ。今後も
取組を継続していく。

７６．２％の保護者が「授
業に意欲的に参加でき
る工夫がある」と評価。
昨年度比５．４％増。

B

生徒の思考力・判断力・
表現力の育成に向け
て、ICТを活用も含めた
指導法の工夫が課題。

主体的に学習に取り
組む態度の育成と家
庭学習の定着

シラバスの活用と各教
科での学習課題の明
確な提示と評価

4 1

定期テストのある月は家
庭学習時間の平均が２
時間を超える。その定着
が課題。

「子供は家庭学習を習慣化
している」と感じる保護者と
そう感じていない保護者が
ほぼ同数あった。

B

主体的に生活する生徒
の育成上の課題として、
学習習慣の確立につい
て、指導していく。

令和４年度 昭島市立昭和中学校　 学校経営重点計画（教育推進計画）年度末評価【総括表】

学習や生活の基盤とし
て、教師と生徒との信
頼関係を築き、生徒一
人一人に応じた指導・
支援を図る。

取組指標 成果指標

確
か
な
学
力

基礎的・基本的な知識
や技能の習得、思考
力・判断力・表現力等
を育成し、主体的に学
ぶ態度の育成と学び
に向かう力と人間性等
を養う。

振り返りの活用と指導
と評価の一体化による
学力の定着、ＩＣТを
活用した授業改善

学習目標の提示と振り
返りの実施
授業指導におけるタブ
レット端末の活用促進

4

学校教育目標
・自ら考えともに学び、積極的に行動する生徒
・互いの人格を尊重し、思いやりのある生徒
・心身ともに健康な生徒

ビジョン

生徒が「①進歩や成長を実感、②自己実現を図る、③夢や希望を実現する、④安心・安全に生活できる」場

①意欲的、主体的に取り組む、②あいさつができ、思いやりがある、③自らの力で進路を切り拓く、④心身ともに健康である

①生徒一人一人を大切にする、②高い指導力をもつ、③信頼される、④組織の一員として職務にあたる、⑤昭和中を愛する

3

タブレット端末の活用は
全教科で図られてきた。
校内ICТ活用研修が有
効であった。

８０．６％の保護者が「授
業を通して学力が見に
ついている」と評価。昨
年度比６．３％増。

B

生徒一人ひとりの学びの保
障を図るタブレット端末の
活用について、研究・研修
を深めていく。

思考力・判断力・表現
力の育成を図るための
指導法の工夫と評価
の充実

発問を工夫し、主体
的・対話的で深い学び
を実現する授業の実
践と評価の充実



【目指す学校像】

【目指す児童・生徒像】

【目指す教師像】

領域
中期経営目標
（３年間）

短期経営目標
（１年間）

具体的方策 評価 評価 自己評価結果の分析 学校関係者評価 評価 次年度への改善策

4 深まりにつながる４ステップ授業を行った 4 授業が分かりやすく､深まりを感じる生徒が90%以上

3 「深める」ための指導の工夫を行った 3 授業が分かりやすく､深まりを感じる生徒が70%以上

2 ｢広げる｣ための指導の工夫を行った 2 授業が分かりやすく､深まりを感じる生徒が50%以上

1 個と集団を意識した授業を行った 1 授業が分かりやすく、深まりを感じる生徒が50%未満

4 深く読み､表現する授業を毎時間展開した 4 考え発表する体験が多いと感じた生徒が80％以上

3 深く読み､表現する授業を７割以上行った 3 考え発表する体験が多いと感じた生徒が60％以上

2 授業では自分の考えを書く 2 考え発表する体験が多いと感じた生徒が40％以上

1 授業では読むこと書くことを大切にした 1 考え発表する体験が多いと感じた生徒が40％未満

4 毎時間の振り返りを次時に生かす指導を行った 4 主体的な学習習慣が定着した生徒が90％以上

3 毎時間のねらいと既習事項を関連付けた振り返りを行った 3 主体的な学習習慣が定着した生徒が70％以上

2 毎時間ねらいを示し、振り返りを行った 2 主体的な学習習慣が定着した生徒が50％以上

1 授業のねらいと振り返りを時々行った 1 主体的な学習習慣が定着した生徒が50％未満

4 生徒が考え､気付きのある発問を工夫した 4 自分を深める内容項目が２つ以上ある生徒が８０％以上

3 教材解釈と教材の工夫を十分に行った 3 自分を深める内容項目が２つ以上ある生徒が60％以上

2 計画通りに22の内容項目を全て扱った 2 自分を深める内容項目が２つ以上ある生徒が40％以上

1 自分で教材理解をして年間35時間行った 1 自分を深める内容項目が２つ以上ある生徒が40％未満

4 生徒育成サイクル指導の実践が定着した 4 教員は良さを認め伸ばしてくれると感じる生徒が90％以上

3 傾聴､共感､認めるから助言につなげた 3 教員は良さを認め伸ばしてくれると感じる生徒が80％以上

2 傾聴､共感をし､認める努力をした 2 教員は良さを認め伸ばしてくれると感じる生徒が50％以上

1 傾聴せずに､すぐ指導・説諭をする 1 教員は良さを認め伸ばしてくれると感じる生徒が50％未満

4 学校内外では教員自ら挨拶や声かけを行った 4 学校内外で､すすんで挨拶できる生徒が80％

3 学校生活での挨拶・返事の指導を徹底した 3 学校内で､挨拶･返事ができる生徒が80％以上

2 授業中の挨拶･返事の指導を徹底した 2 学校内で､挨拶･返事ができる生徒が50％以上

1 挨拶･返事の指導を時々行った 1 学校内で､挨拶･返事ができる生徒が50％未満

4 一つ一つの運動の効果や取組方法を徹底指導した 4 運動を主体的に取り組む生徒が90％以上

3 体力向上のために個に応じた方法を指導した 3 運動を主体的に取り組む生徒が70％以上

2 体力向上の意義と取組み方法を指導した 2 運動を主体的に取り組む生徒が50％以上

1 体力向上のための指導した 1 運動を主体的に取り組む生徒が50％未満

4 学級で食の大切さと残さず食べる指導を徹底した 4 全校で１か月の平均残菜率が５％以下

3 学級で食の大切さと残さず食べる指導をした 3 全校で１か月の平均残菜率が８％以下

2 学級で残さず食べる指導に取り組んだ 2 全校で１か月の平均残菜率が10％以下

1 学級で食育指導を定期的に行った 1 全校で１か月の平均残菜率が10％前後

4 ＳＮＳルールの徹底を家庭に指導した 4 ＳＮＳルールが定着した生徒が80％以上

3 ＳＮＳルールを学級で指導･徹底した 3 ＳＮＳルールが定着した生徒が50％以上

2 ＳＮＳ家庭ルールの作成を学級で指導した 2 ＳＮＳルールを意識している生徒が50％以上

1 ＳＮＳ学校ルールを学級で指導した 1 ＳＮＳルールを意識している生徒が50％未満

4 毎月発行･更新し、地域からの意見に対応した 4 学校の教育活動に安心している保護者が90%以上

3 学校･学年だよりとＨＰ更新は毎月１回以上行った 3 学校の教育活動に安心している保護者が80%以上

2 学校･学年だよりは毎月１回以上発行した 2 学校の教育活動に安心している保護者が60%以上

1 学校だよりは毎月１回以上発行した 1 学校の教育活動に安心している保護者が60%未満

4 将来の夢の実現に向けた計画づくりを指導した 4 夢に向けてキャリアプランを作った生徒が50％以上

3 将来の自分を考えさせる指導を行った 3 将来の夢を具体的に考えた生徒が70％以上

2 自分の良さや適正を知る指導を行った 2 将来の夢を見付けるために進路学習を行った

1 働く意義や職業について考えさせる 1 将来の夢を見付けるために進学先を考えた

4 スタンダードを周知･徹底し､小学校との実践を深めた 4 スタンダードを実践し定着した

3 スタンダードを徹底するために家庭協力を求めた 3 スタンダードを生徒・家庭が実践した

2 スタンダード定着に向けクラスで指導･徹底した 2 スタンダードを家庭が理解できた

1 スタンダードの内容を生徒に理解させた 1 スタンダードを生徒が理解できた

B
体験に勝るものはない
ので、さらにキャリ教育
を深める。

９年間を見通した計画
的な指導を行い、地域
との関わりを深めてい
く。

福島中グループの小中
連携教育における３つの
スタンダードを定着す
る。

2 2
＊スタンダード理解に留ま
り家庭への周知・徹底が不
十分だった。

＊コロナ禍で小中連携がや
りにくいと思うが、家庭・地
域に周知するとよい。

C
実践内容を学校だより
や保護者会等で発信す
る。

給食を残さない意識が
高まっている。継続して
指導する。

C
ＳＮＳルールが誰にでも
覚えやすく、分かりやす
いものにする。

輝
く
未
来

家庭･地域との信頼関
係を深めるために情報
発信を行い、意見を求
める。

学校・学年だよりの発行と
ホームページの更新を毎月
行い、読者意見に丁寧に
対応する。

3 3
＊毎月発行しているが、内容
精選の意識を強める。
＊ＨＰ更新の工夫が必要。

＊地域とのつながりをより深
めると良い。
＊生徒が関わるＨＰにする
と良い。

ＳＮＳの活用について
考え、規則正しい生活
を送らせる。

ＳＮＳ学校ルールの定着及
び家庭ルールの作成・定着
を徹底する。

2 2

＊ルールを作成している過程が
約60％である。
＊ルールを意識している生徒は
多いが定着はしていない。

＊ＳＮＳの怖さについて引
き続き指導が必要。
＊家庭の協力が必要。

B
保護者・地域にわかりや
すい情報提供に努め
る。

キャリア教育によって
夢をもち､実現に向け
努力する生徒を育成
する。

総合的な学習の時間及
び進路学習を通して、将
来について具体的に考
えさせる。

3 3
＊職場体験、職業調べは
考える機会として有効だっ
た。

＊職場体験は貴重であり、
夢の実現につなげてほし
い。

挨拶の気持ちは育って
いる。声で気持ちを伝え
る取組に力を入れる。

健
や
か
な
体

自らの生活を健康的
で健全にするために、
体力向上を図り、規則
正しい生活を送る。

１年間健康に過ごすた
めの基礎体力・持久力
の向上を図る。

一人一人に体力向上にお
ける目標を設定させ、主体
的かつ計画的に運動習慣
を身に付ける。

2 2

＊部活動では運動量を増やし
たり内容を工夫しているが、主
体的に取り組む生徒は半数程
度。

＊個別指導が必要である。
福中ストレッチなど。
＊女子の動きが不活発に
見える。

気持ちよい挨拶や返
事によりお互いが快適
に過ごせる人間関係を
築く。

自らすすんで挨拶や返
事をする習慣を付けさせ
る。

3 3

＊生徒からの挨拶が増えて
いる。
＊学校外ではまだできない
生徒が目立つ。

＊恥ずかしさが増す年齢。
スマイルや会釈でも良い。
＊別室の生徒に教員が穏
やかに接する姿が良い。

C
時間や場所に応じて、
個人でできる簡単な運
動を紹介する。

食事や睡眠を大事に
し、自らの健康増進に
努める生徒を育てる。

給食を残さず食べる指
導を行い、保護者には
早寝･早起き･朝ご飯の
協力を求める。

3 3
＊２学期後半の残菜率は
６％前後で、食事指導の成
果が表れている。

＊食育指導、低残菜率を
継続してほしい。

B

生徒と一緒に考える道
徳授業を、さらに展開す
る。
校内研究授業を行う。

一人一人を尊重し、努
力を認めて褒めること
で自尊感情を育む。

傾聴、共感、認める、助
言、実行、賞賛する生徒
育成サイクルによる指導
を実践する。

3 3

＊傾聴、共感、認めることで生徒の
本音を聞ける。
＊やり取り帳に書く一言で生徒へ
の共感、認めるにつながっている。

＊傾聴・共感から良い人間
関係を築いてほしい。
＊福中生が落ち着いている
要因となっている。

B
傾聴・共感から認めるこ
との大切さを徹底する。
最後は褒める。

豊
か
な
心

自己有用感を高めるこ
とで自尊感情を育み、
お互いを大切に尊重
できる人間関係を構築
する。

考え、議論する道徳授
業を実践し、よりよく生
きる心を育てる。

①全教員が道徳授業を行
う。
②全教科で内容項目に関
連付けて指導する。

3 3

＊発問の工夫で様々な考えが
出てきた。
＊自分の言葉で表現できるよう
になった。

＊様々な環境で生活している
人いることを学んでほしい。
＊さらに自分を深める授業で
あってほしい。

B

B

3 3

＊ペアやグループでの発
表活動は多い。
＊全体での発表は足りな
い。

＊書くこと話すことをさらに
増やしてほしい。
＊代表として話すことで意
欲が高まる。

B

全教科で表現の機会を
増やす。ただし、発表者
が固定されないようにす
る。

主体的な学習習慣を
基に、主体的に学び
に向かう態度を養う。

授業のねらいと振り返り
を基に、意欲をもって授
業や家庭学習を主体的
に取り組む。

3 3

＊授業のねらいを明らかにし、振
り返りを行うことで主体的になる
生徒が見られる。
＊まだ主体性が見に付かない生
徒が目立つ。

＊振り返りを次につなげる
力を養ってほしい。
＊目的とねらいの理解がさ
れている確認すると良い。

B
振り返りの工夫により、
主体的に取り組む態度
を身に付けさせる。

学校経営重点計画（教育推進計画）計画表令和４年度 昭島市立福島中学校　

家庭･地域との連携を
深めて、将来の確かな
夢をもち、夢を語れる
ような人格形成を図
る。

取組指標 成果指標

確
か
な
学
力

確かな学力の定着を
図るために、主体的・
対話的で深い学びの
実現に向けた組織的
な授業改善を進める。

問題解決型福島中方
式４ステップ授業から
深まりのある指導を実
践する。

毎時間の授業で、「つか
む・考える・広げる・深め
る」授業を定着する。

3

学校教育目標
○希望
○創造
○潤い

ビジョン

○生徒が生き生きとして、自尊感情を高め、心を開ける学校○生徒・保護者・地域の願いに応え、ともに歩む学校○生徒・保護者・地域・教職員が安心でき、信頼し、躍進できる学校

○自ら学び、自ら考える生徒　○他を思いやり、支え合う生徒　○責任をもち、やりぬく生徒

○生徒を第一に考え、生徒の良さを伸ばす教師○自己の資質向上と健康管理に努める教師○和、礼、法を重んじ、信頼される教師

3

＊考える時間、振り返りの時間
の確保で効果を感じる。
＊深めるための工夫が必要で
ある。

＊全教員が福島中方式を意識
して実践しているので良い。
＊考える力をたくさん付けてほ
しい。

B

４ステップ授業の徹底と
主体的な学びにつなが
る振り返りの工夫を行
う。

考えを深めるための読
解力と表現力を身に
付けさせる。

国語科を中心に、読む･
書く時間を確保するとと
もに、発表活動の場面を
増やす。



【目指す学校像】

【目指す児童・生徒像】

【目指す教師像】

領域
中期経営目標
（３年間）

短期経営目標
（１年間）

具体的方策 評価 評価 自己評価結果の分析 学校関係者評価 評価 次年度への改善策

4 自己評価4段階平均値3.7以上 4 90%以上の生徒が先生方は授業を工夫していると回答

3 自己評価4段階平均値3.6以上 3 80%～90%未満の生徒が先生方は授業を工夫していると回答

2 自己評価4段階平均値3.5以上 2 70%～80％未満の生徒が先生方は授業を工夫していると回答

1 自己評価4段階平均値3.5未満 1 70％未満の生徒が先生方は授業を工夫していると回答

4 自己評価4段階平均値3.7以上 4 70%以上の生徒が家庭で決まった時間勉強していると回答

3 自己評価4段階平均値3.6以上 3 50%～70%未満の生徒が家庭で決まった時間勉強していると回答

2 自己評価4段階平均値3.5以上 2 40%～50％未満の生徒が家庭で決まった時間勉強していると回答

1 自己評価4段階平均値3.5未満 1 40％未満の生徒が家庭で決まった時間勉強していると回答

4 自己評価4段階平均値3.4以上 4 90%以上の生徒が善悪を判断できる力が身に付いていると回答

3 自己評価4段階平均値3.3以上 3 80%～90%未満の生徒が善悪を判断できる力が身に付いていると回答

2 自己評価4段階平均値3.2以上 2 70%～80％未満の生徒が善悪を判断できる力が身に付いていると回答

1 自己評価4段階平均値3.2未満 1 70％未満の生徒が善悪を判断できる力が身に付いていると回答

4 自己評価4段階平均値3.6以上 4 90%以上の生徒が思いやりの心をもって行動していると回答

3 自己評価4段階平均値3.5以上 3 80%～90%未満の生徒が思いやりの心をもって行動していると回答

2 自己評価4段階平均値3.4以上 2 70%～80％未満の生徒が思いやりの心をもって行動していると回答

1 自己評価4段階平均値3.4未満 1 70％未満の生徒が思いやりの心をもって行動していると回答

4 自己評価4段階平均値3.1以上 4 90%以上の生徒が体力が身に付いてきたと回答

3 自己評価4段階平均値3.0以上 3 80%～90%未満の生徒が体力が身に付いてきたと回答

2 自己評価4段階平均値2.9以上 2 70%～80％未満の生徒が体力が身に付いてきたと回答

1 自己評価4段階平均値2.9未満 1 70％未満の生徒が体力が身に付いてきたと回答

4 自己評価4段階平均値3.7以上 4 90%以上の生徒が安全や健康について学ぶことがあると回答

3 自己評価4段階平均値3.6以上 3 80%～90%未満の生徒が安全や健康について学ぶことがあると回答

2 自己評価4段階平均値3.5以上 2 70%～80％未満の生徒が安全や健康について学ぶことがあると回答

1 自己評価4段階平均値3.5未満 1 70％未満の生徒が安全や健康について学ぶことがあると回答

4 自己評価4段階平均値3.7以上 4 70%以上の生徒が先生方は適切にアドバイスをすると回答

3 自己評価4段階平均値3.6以上 3 60%～70%未満の生徒が先生方は適切にアドバイスをすると回答

2 自己評価4段階平均値3.5以上 2 50%～60％未満の生徒が先生方は適切にアドバイスをすると回答

1 自己評価4段階平均値3.5未満 1 50％未満の生徒が先生方は適切にアドバイスをすると回答

4 自己評価4段階平均値3.6未満 4 90%以上の生徒が自分の将来について考えることがあると回答

3 自己評価4段階平均値3.7未満 3 80%～90%未満の生徒が自分の将来について考えることがあると回答

2 自己評価4段階平均値3.8未満 2 70%～80％未満の生徒が自分の将来について考えることがあると回答

1 自己評価4段階平均値3.9未満 1 70％未満の生徒が自分の将来について考えることがあると回答

自己を見つめ自らの生
き方を考え、変化の著
しい社会を生き抜く力
を身に付ける生涯学習
の視点からの進路指導
の充実

輝
く
未
来

B

進路について明確な目標をもてていない
生徒がいるため、自分の将来のことを考
えられるように、卒業後を見据えて、寄り
添った指導を心がけていく。また、生徒が
自分の考えをもち、将来に希望がもてるよ
うな進路指導を心がける。

健康・安全に関する指導もできているので
今後も継続的行っていく。一部生徒の課
題として昼夜逆転して朝起きられない、偏
食やゲーム依存、片づけられないなどが
あるのでそのような生徒への対応や指導
について学んでいく必要がある。

進路指導の充実
生徒や保護者に寄り添
い、親切丁寧な進路指
導を実施する

4 3

生徒や保護者の困りごとには進路関係も
含めて親切丁寧に対応することができた。
三者面談では学習面、生活面、進路関係
などについて情報交換し、生徒や保護者
に寄り添って考えることができた。総合的
な学習の時間や日常などでも進路につい
て話をし、考えさせるようにしている。

・教員の世界は狭い、多くの経験をもつ地域の人材

を活用することが大事であると考える。
・三者面談等進路指導を通じ、生徒や保護者との

情報交換を通じ、生徒に考えさせるよう指導する。
・１年生の時から将来に向けての情報提供や体験

ができると良いと思う。 B

生徒が自分を生かせるような方向性の進
路をみつけるため、自己理解の学習に取
り組むとともに、様々な進路を知る活動を
取り入れる必要がある。生徒が主体的に
進路選択できるよう進路指導を充実させ
ていく必要がある。

系統的な生き方指導の
充実

三年間を通じて自己を
見つめ、社会を知り、
将来を考える指導を系
統的に行う

4 3

学期ごとにキャリアルバムに記入すること
で、自分について改めて考え、記録して
いくことの必要性を意識させている。年間
指導計画に基づき、各学年で系統的に
キャリア教育が実施できた。3年ぶりに職
場体験が実施できるので社会を知るよい
機会とする。

・職場体験、上級学校訪問や逆に職場の人、上級

学校の人に来ていただく体験は大事である。

・生徒に自分について考える事の必要性を意識さ
せ進路指導をする。

・戦争は他国のことだが、輝く未来を手に入れるに
は国家はもちろん世界が平和であることが条件。平

和を大切にする心を育ててほしい。

健
や
か
な
体

生き生きと豊かな社会
生活を送るための基礎
体力を身に付けさせる
健康教育と体力向上の
推進

基礎体力の向上
体育の授業や部活動、
行事などを通じて基礎
体力を向上させる

3 3

体育の授業では運動時間を確保すること
ができた。前時の積み重ねを意識して授
業づくりを行い、生徒が次の活動を把握し
てスムーズに行えるように工夫した。また、
部活動では部員の実態に応じて練習メ
ニューを工夫し、基礎体力を向上させる
良い場とできた。

・体育の授業での時間確保と部活動の練習メ

ニュー見直しで体力の向上を実施する。
・校内外で活動する機会が戻ってきたので、体育大

会や部活動で十分な運動ができるよう指導してほし
い。

・コロナ禍の中、グランドで運動をする生徒の姿を目
にすることが多くなった。部活も同じである。

A

基礎体力向上に向けての取組はできてい
るので継続的に行っていく。体育の授業
では、引き続き運動時間の確保とひとつ
ひとつの活動の質を上げていくために、
正しい姿勢や意識すべきポイントを伝えて
いく。部活動では生徒自身が意欲的に取
り組む環境を作っていくことが課題であ
り、主体的に行動できるような指導をして
いく。

健康・安全に関する指
導の充実

各学年・学級で状況に
応じた健康・安全に関
する日常的な指導を実
施する

4 3

休み時間などに廊下で生徒の生活の様
子を見守り、事故が発生しないよう安全に
過ごせるように配慮した。朝礼時、安全指
導を行ったり各クラスで資料の読み合わ
せたりした。コロナ禍ということもあり、健康
観察や健康について指導も十分行うこと
ができた。がん教育を講師を招き、３学年
で実施した。

・学校生活で事故発生防止のための問題
点の分析を行うとともにコロナ感染防止を
通じての活動が重要である。
・健康や安全に関する授業も充実させて
ほしい。
・性についての授業も必要である。

B

より良い生活指導以前に日々の生徒の様
子をよく観察し、未然に防止することがま
ず第１なので全教員で実践していく。道徳
の授業では内容をいかに日常生活と結び
つけるかが課題である。生活指導も道徳
も教員と生徒がより良い関係を築き、生徒
が話しやすいような雰囲気を作ることが重
要ある。

生徒の主体的活動の
充実

教育活動に他者と関わ
りながら主体的に判断
する内容を取り入れる

4 3

授業や行事では対話の機会を多くとり、
他者の意見や考えに触れることのできる
環境づくりに配慮した。また、協働して活
動する機会を積極的に設け、互いの得
意・不得意を理解して活動できるよう意識
して声かけをした。

・「議論」「対話」「雑談」の違いが理解できないと対
話は難しい。対話は行事、生徒会、委員会活動で

役に立つ。全員が何らかの形で３年に１回は経験し
てほしい。

・教員と生徒間では対話が少なくなってきている。そ
ういう中で対話の機会を多く取る努力は大事であ

る。
B

自ら進んで考えを発信し、共有していける
活動を積極的に取り入れていく。協働す
る楽しさや面白さを実感できるような課題
や発問の工夫をする。

豊
か
な
心

多様な価値観の中で
自身の判断力を磨き、
心豊かに主体的に正し
い判断をし行動できる
人格の育成を目指す
指導の充実

正しく判断し行動でき
る力の育成

生徒の心に寄り添う丁
寧な生活指導や道徳
教育を充実させる

4 4

休み時間等で生徒とコミュニケーションを
取り、関係を築き、それをもとに心に寄り
添う対話的な生活指導を実践した。いじ
めアンケートでも丁寧な対応を心がけた。
道徳については事前の準備をしっかり行
い、生徒の心に響く授業、生徒が様々な
視点で考えられるようにする授業を実践し
た。

・生徒とのコミュニケーションを丁寧に行い、生徒が
様々な視点で考えられるようにした。

・様々な道徳教育やこまめなアンケート等で心に寄

り添う指導ができていると思う。コロナ規制がなく
なった後の個々に対しての対応をしっかりとしてい

ただきたい。
・道徳教育は難しい問題で生徒と会話の機会を多く

とるのが良いと考える。よく実践した。

A

3 3

『家庭学習の記録』は多数の生徒で家庭
学習定着の足がかりになってる。一方、毎
時間や定期的に宿題を出している教科は
多いが、提出状況が良くても、それが
日々の家庭学習の定着には結びついて
いないようである。やはり生徒の主体的に
家庭学習に取り組む意欲を引き出すこと
は容易ではない。

・小学校では学年＋何分の家庭学習が目標とされ
ている。アンケートを見ると少々少ないように思う。タ

ブレットを利用して家庭学習を定着させる工夫があ
るといいと思うが、家庭のことなので難しい。

・家庭学習定着の工夫が多く計画されている。効果
はこれからである。

・家庭学習については教員の努力だけではなく、保
護者の協力も必要と考える。

B

「宿題だからやる』にとどまっている生徒が
多いので、宿題をやることからいかに主体
的に学習に取り組む態度に導いていくか
を考えていく。週１回のペースで小テスト
を実施し、家庭学習を促した教科もあった
が、一定の効果はありそうである。知識の
定着ができていな生徒への別の対応も不
可欠である。

令和４年度　 昭島市立瑞雲中学校　 学校経営重点計画（教育推進計画）年度末評価【総括表】

取組指標 成果指標

確
か
な
学
力

全ての生徒に義務教
育終了時に必要な基
礎学力を定着させる学
力保証の取組の充実

指導方法の工夫改善
ねらいの明示、導入の
工夫、振り返り、授業評
価を授業で実践する

4

学校教育目標

すすんで学習に励む生徒
たくましい体力を身につけた生徒
規律と礼儀を重んじる生徒
すすんで働き、協力しあう生徒

ビジョン

・真面目に努力する生徒が生き生きと活躍できる学校・自主.自立の精神を培うことができる学校・生徒.保護者.地域.教職員が誇りをもてる学校

・すすんで学習に励む生徒・たくましい体力を身につけた生徒・規律と礼儀を重んじる生徒・すすんで働き、協力しあう生徒

・親切、丁寧、コミュニケーション重視・全員一丸での組織対応・認めて褒める指導・チェックと改善・教育公務員の自覚・ライフワークバランス

4

ねらいの明示は、全教員ができている。
本時の流れを示し、見通しをもたせてから
授業を開始し、生徒に見通しをもたせる
工夫もしている。導入ではICTを活用した
り、前時までの復習をしたり各先生がそれ
ぞれ工夫している。昨年度までの課題で
あった振り返りについては振り返りシート
に記入するなど取り組む教員が増えてい
る。振り返りシートの項目については単な
る感想にならないように各教員で工夫して

・自身の習熟度を確認するのに「振り返り」
はとても有効だと思う。ICTの活用と併用
し、定着してほしい。
・ねらいの明示と振り返りシートの活用が
進み始めている。
・自己評価分析を見る限り、教員の努力
は感じる事ができる。

A

ねらいの明示や導入の工夫は、よくでき
ているので継続的に行っていくとともに導
入についてはいかに生徒に興味をもたせ
るか、主体的に考えさせるかを常に研究
していく必要がある。振り返りについては
着実に教員に浸透してきているので、振り
返りをタブレットで行う、感想にとどまらな
いように質問項目を精査する、振り返りを
どう評価するか、など細かいところを考え
ていく必要がある。

学習意欲の向上と家庭
学習の充実

『家庭学習の記録』を
活用したり、宿題の出
し方を工夫したりして家
庭学習を定着させる



【目指す学校像】

【目指す児童・生徒像】

【目指す教師像】

領域
中期経営目標
（３年間）

短期経営目標
（１年間）

具体的方策 評価 評価 自己評価結果の分析 学校関係者評価 評価 次年度への改善策

4 主体的な学びへの授業改善を十分行っている 4 授業が分かりやすいことへの肯定的評価８５％以上

3 主体的な学びへの授業改善を行っている 3 授業が分かりやすいことへの肯定的評価７０％以上

2 授業改善はあまりできなかった 2 授業が分かりやすいことへの肯定的評価５０％以上

1 全くできなかった 1 授業が分かりやすいことへの肯定的評価５０％未満

4 学習慣定着のための指導を十分行っている 4 家庭学習の定着について肯定的評価８５％以上

3 学習慣定着のための指導を行っている 3 家庭学習の定着について肯定的評価７０％以上

2 あまり行っていない 2 家庭学習の定着について肯定的評価５０％以上

1 全く行っていない 1 家庭学習の定着について肯定的評価５０％未満

4 適正に観点別学習状況の評価と説明を行い、指導に十分生かしている 4 授業に進んで参加していることの肯定的評価８５％以上

3 適正に観点別学習状況の評価と説明を行い、指導に生かしている 3 授業に進んで参加していることの肯定的評価７０％以上

2 適正に観点別学習状況の評価と説明を十分ではなかった 2 授業に進んで参加していることの肯定的評価５０％以上

1 適正に観点別学習状況の評価と説明を行うことができなかった 1 授業に進んで参加していることの肯定的評価５０未満

4 自己肯定感を醸成する指導を十分行っている 4 学校が楽しいことへの肯定的評価８５％以上

3 自己肯定感を醸成する指導を行っている 3 学校が楽しいことへの肯定的評価７０％以上

2 あまり行っていない 2 学校が楽しいことへの肯定的評価５０％以上

1 全く行うことができなかった 1 学校が楽しいことへの肯定的評価５０％未満

4 道徳的価値の評価を適宜、適正に行っている 4 他者への思いやりの肯定的評価８５％以上

3 道徳的価値の評価を適宜行っている。 3 他者への思いやりの肯定的評価７０％以上

2 あまり行っていない 2 他者への思いやりの肯定的評価５０％以上

1 行っていない 1 他者への思いやりの肯定的評価５０％未満

4 毎月の実態アンケートを十分活用し組織対応を行っている 4 学校は落ち着いて安心して生活できているっことへの肯定的評価８５％以上

3 実態アンケートを活用している 3 学校は落ち着いて安心して生活できているっことへの肯定的評価７０％以上

2 あまり活用していない 2 学校は落ち着いて安心して生活できているっことへの肯定的評価５０％以上

1 活用してない 1 学校は落ち着いて安心して生活できているっことへの肯定的評価５０％未満

4 体力向上について意図的計画的に指導を行い成果をあげいる 4 生徒の体力向上への肯定的評価８５％以上

3 体力向上について計画的に指導を行っている 3 生徒の体力向上への肯定的評価７０％以上

2 あまり行っていない 2 生徒の体力向上への肯定的評価５０％以上

1 行っていない 1 生徒の体力向上への肯定的評価５０％未満

4 各種年間指導計画に基づき十分な指導を行い成果をあげている 4 生徒の健康・安全についての肯定的評価８５％以上

3 各種年間指導計画に基づき指導を行っている 3 生徒の健康・安全についての肯定的評価７０％以上

2 指導が十分ではなかった 2 生徒の健康・安全についての肯定的評価５０％以上

1 指導できなかった 1 生徒の健康・安全についての肯定的評価５０％未満

4 各種年間指導計画に基づき十分な指導を行い成果をあげている 4 生徒の健康・安全についての肯定的評価８５％以上

3 各種年間指導計画に基づき指導を行っている 3 生徒の健康・安全についての肯定的評価７０％以上

2 指導が十分ではなかった 2 生徒の健康・安全についての肯定的評価５０％以上

1 指導できなかった 1 生徒の健康・安全についての肯定的評価５０％未満

4 発達段階と生徒の実態に即した十分な指導を行い成果をあげている 4 自らの個性・特性への理解の肯定的評価８５％以上

3 発達段階と生徒の実態に即した指導を行っている 3 自らの個性・特性への理解の肯定的評価５０％以上

2 あまり行っていない 2 自らの個性・特性への理解の肯定的評価５０％未満

1 行っていない 1 自らの個性・特性への理解の肯定的評価７２％以上

4 年間指導計画に沿って計画的に進路指導により成果をあげている 4 将来について考えることへの肯定的評価８５％以上

3 年間指導計画に沿って進路指導は実施している 3 将来について考えることへの肯定的評価７０％以上

2 年間指導計画に沿っての進路指導は不十分であった 2 将来について考えることへの肯定的評価５０％以上

1 年間指導計画に沿った進路指導が実施できなかった。 1 将来について考えることへの肯定的評価５０％未満

4 進路指導において、保護者との面談を行い、説明の機会も設定し成果をあげている 4 保護者の進路情報や資料等に関する肯定的評価８５％以上

3 進路指導において、保護者との面談を行い、説明の機会も設定している 3 保護者の進路情報や資料等に関する肯定的評価７０％以上

2 進路指導において、保護者との面談を行ったが、説明の機会は不十分であった 2 保護者の進路情報や資料等に関する肯定的評価５０％以上

1 進路指導において、保護者との連携が不十分であった 1 保護者の進路情報や資料等に関する肯定的評価５０％未満

輝
く
未
来

計画的キャリア教育の
推進

発達段階に応じた進路
指導と将来を見据えた
キャリア教育

3 3

生徒一人一人の個性の尊重を図ると共
に、他者への思いの理解も深める取り組
みを行ってきた。自分の個性・特性につい
て肯定的な回答した生徒は８２％であっ
た。

年間を通して、総合的な学習の時間に系
統的に将来について考える時間をもった。
将来について考えることがありますかと回
答した生徒は８２％であった。

B
小中で連携しながら
キャリアパスポートを有
効に活用する。

進路指導において、保
護者への啓発に取り組
み、連携を図る。

進路指導における保護
者と連携した取り組み
の実施

3 2

年間を通して、進路だよりを定期的に発行
したが、有効に使用することができなかっ
た。進路に関する資料や情報は役に立ち
ますかと回答した保護者は５８％であっ
た。

B
様々な機会を利用し
て、積極的に進路情報
を発信する。

B

自己理解を深め、自分
の適性を理解し、自己
実現に向けてのキャリ
ア教育を推進する。

自己の学業生活や卒
業後の進路について
振り返り、進路選択能
力を高める。

年間指導計画に基づ
き、活用資料等を工夫
した進路指導の実施

3 3

５４．９％の保護者が「学校は、生徒に将
来の生き方や夢について考える機会を
提供している」と評価していると報告し
た。1年生から3年生まで計画的に生き方
指導を充実させてほしい。

６１．３％の保護者が「生徒は、自分の将
来や進路について考えている」と評価し
ていると報告した。高校進学も大切だ
が、その先の人生についての指導もお
願いしたい。

B

学校と家庭でSNSルー
ルについて共通理解を
深め、正しい使い方を
身に付けさせる。

安全教育と防災教育
の推進

ＳＮＳルール作り
薬物乱用防止教室、安
全教室の実施、
自殺予防教育の取組

3 3
昼休みや休み時間はできるだけ教室に居
て、生徒の活動を見守った。健康・安全に
ついて生活の中で生かしていますかと回
答した生徒は７９％であった。

63.9%の保護者が「学校の体力向上の取
組について、満足している」と評価してい
ると報告した。健全な生活が送れるよう
に体を動かす機会が増えることを望みま
す。

73.3%の保護者が「生徒は、授業等で学
んだ安全や健康についての知識を日常
の生活の中で生かしている」と評価して
いると報告した。生活の乱れは心の乱れ
にもつながります。今後ともご指導をお
願いします。

58.4％の保護者が「生徒が、家庭でス
マートフォンやタブレットなどで、インター
ネットを使うときは、ルールを守らせてい
る」と評価していると報告した。保護者の
意識を高める実践をお願いします。

B

体力づくりの大切さを伝
え、主体的に運動に取
り組む態度を育成す
る。

保健・健康の増進
安全・保健上の配慮
アレルギ―対応
食育

3 3
新型コロナウイルス感染症の拡大防止の
理解を深める取り組みをしてきた。安全や
健康について生活できていますかと回答
した生徒は７９％であった。

B

引き続き、感染症拡大
防止に努める。また、食
育指導の大切さを伝え
る。

健
や
か
な
体

心身ともにたくましく健
やかな生徒の育成を図
る。

体力向上と生涯にわた
りスポーツに親しむ態
度の育成

体育の授業、体育的行
事や運動部活動を通し
スポーツに親しむ。

3 2
体育の授業では、体力づくりを継続的に
行い、部活動では基礎体力の向上につな
げた。遊んだり体を動かしたりしています
かと回答した生徒は６８％であった。

いじめ・不登校対策

実態調査の実施
教育相談部会の機能
化と関係機関との連携
校内対策会議の活用

4 3
各学年、学級においてクラスが心の居場
所となるように指導してきた。落ち着いて安
心して生活できていますかと回答した生徒
は８８％であった。

豊
か
な
心

　落ち着いた学校生活
の実現を図るとともに、
自尊感情や自己肯定
感を高め、豊かな心の
育成を図る。

教育相談的手法の研
修を計画し、学校と保
護者との信頼関係を高
める。

全教育活動を通じて生
徒の自尊感情、自己肯
定感を醸成する。

豊かな人間関係を育む
学級経営　主体的、自
立的生徒活動、学校行
事の実践

4 3
生徒一人ひとりの良さを認め、生徒の心に
寄り添う指導を心掛けてきた。楽しく学校
生活を過ごしていますかと回答した生徒は
８９％であった。

B

B

８５．７％の保護者が「生徒は、楽しく学
校生活を過ごしている」と評価していると
報告した。学校が生徒一人一人にとって
心の居場所となるように学級経営を進め
てもらいたい。

92.6%の保護者が「生徒は、思いやりの
心をもって行動している」と評価している
と報告した。引き続き、いじめゼロを目指
して取り組んでもらいたい。

67.8%の保護者が「生徒の気持ちが安定
するように配慮した心の居場所づくりに
努めている」と評価していると報告した。
肯定的な評価が少ないので、今後とも継
続指導をお願いしたい。

４５．４%の保護者が「生徒は、家庭学習
の習慣が身に付いていると思う」と評価し
ていると報告した。家庭学習の大切さを
今後とも各家庭に伝えていってもらいた
い。

60.6%の保護者が「学校は、生徒が意欲
的に学習できるよう、授業を工夫してい
る」と評価していると報告した。ICT機器
の利用を積極的にお願いしたい。

教師と生徒との信頼関
係を築き、自己肯定感
を高める。

道徳的価値と実践力
の育成

「考える・議論する・体
験する道徳」の計画的
実施と適正な評価

3 3
自分の思いをしっかりと他者に伝えられる
指導をしてきた。他者への思いやりの心を
もって行動していると回答した生徒は９１％
であった。

B
特別な教科道徳の授業
を中心に道徳教育を推
進する。

明確な課題提示と家庭
での学習状況を把握し
授業に生かす。

3 1
毎時間、定期的に宿題を出して、家庭学
習の定着を目指していたが、家庭学習の
習慣が身に付いていると回答した生徒は５
０％未満であった。

B
家庭学習が高まる指導
法を工夫する。

観点別学習状況の評
価について保護者・生
徒に説明し、学習意欲
の向上を図る。

観点別学習状況の評
価の適正な実施と説明

3 3
３年生は、受験期ということもあるが前向き
に授業に参加していた。また、全体でも授
業に対して、すすんで取り組んでいると回
答した生徒は８９％であった。

B

評価計画を明確に示
し、見通しをもって学習
が進められるようにす
る。

58.4％の保護者が「学校から生徒に提
供される進路に関する資料・情報は、役
に立つ」と評価していると報告した。様々
なツールを利用して保護者に情報を発
信してください。

令和４年度 昭島市立清泉中学校　 学校経営重点計画（教育推進計画）年度末評価【総括表】

　生徒一人ひとりの夢と
希望を育むために、３
年間の見通しに立った
進路指導の実現を図
る。

取組指標 成果指標

確
か
な
学
力

基礎的・基本的な知
識や技能の習得、思
考力・判断力・表現
力を育成し、主体的
に学ぶ態度の育成と
学習意欲の向上を図
る。

思考力・判断力・表現
力等を育むために指導
法の工夫・改善を図
る。

教材研究、授業分析、
指導方法等について工
夫・改善し、わかる授業
を実現する。

4

学校教育目標

・美しい心
・創造的な知性
・たくましい体

ビジョン

　生徒にとって楽しく生きがいのある学びの場としての学校の実現

　・　正しい判断力、創造性に富んだ実行力、寛容の心と協力の精神をもつ生徒
　・　自ら学ぶ力、社会の変化に主体的に対応できる能力、国際社会で活躍できる力、世界に貢献する態度をもつ生徒
　・　均整がとれ、耐久性に富み、機敏性をもった健康でバランスのとれた体を持つ生徒

一人一人を大切にする、一時間一時間を大切にする、信頼される、清泉中を愛する、教師

3
授業の始めの、めあての提示と授業の終
わりの振り返りをする教員が増えた。授業
が分りやすいと回答した生徒は８５％で
あった。

B

タブレットの効果的な利
用と各教科で教材研究
を深め、授業を改善す
る。

学習意欲の向上と学
習習慣の定着を図る。

６９．７％の保護者が「学校は、生徒の学
力を身に付けさせていると思う」と評価し
ていると報告した。先生方の授業改善に
期待したい。



【目指す学校像】

【目指す児童・生徒像】

【目指す教師像】

領域
中期経営目標
（３年間）

短期経営目標
（１年間）

具体的方策 評価 評価 自己評価結果の分析 学校関係者評価 評価 次年度への改善策

4 全教員が指導方法の工夫・改善を実践した 4 90％以上の生徒が先生は授業を分かりやすくするために工夫をしていると回答

3 ９０％以上の教員が指導方法の工夫・改善を実践した 3 70％以上の生徒が先生は授業を分かりやすくするために工夫をしていると回答

2 ８０％以上の教員が指導方法の工夫・改善を実践した 2 50％以上の生徒が先生は授業を分かりやすくするために工夫をしていると回答

1 ８０％未満の教員が指導方法の工夫・改善を実践した 1 50％未満の生徒が先生は授業を分かりやすくするために工夫をしていると回答

4 全教員が家庭学習の支援を行った 4 80％以上の生徒が家庭学習に意欲的に取り組んでいると回答

3 ９０％以上の教員が家庭学習の支援を行った 3 60％以上の生徒が家庭学習に意欲的に取り組むと回答

2 ８０％以上の教員が家庭学習の支援を行った 2 40％以上の生徒が家庭学習に意欲的に取り組むと回答

1 ８０％未満の教員が家庭学習の支援を行った 1 40％未満の生徒が家庭学習に意欲的に取り組むと回答

4 全教員がいじめ防止や不登校生徒への指導を行った 4 全ての生徒が学校生活が楽しいと思っていると回答

3 ９０％以上の教員がいじめ防止や不登校生徒への指導を行った 3 80％以上の生徒が学校生活が楽しいと思っていると回答

2 ８０％以上の教員がいじめ防止や不登校生徒への指導を行った 2 60％以上の生徒が学校生活が楽しいと思っている

1 ８０％未満の教員がいじめ防止や不登校生徒への指導を行った 1 60％未満の生徒が学校生活が楽しいと思っている

4 全教員が必要な生徒に対して面談や相談の機会を設けた 4 ８０％以上の生徒が学校に相談できる先生がいると回答

3 ９０％以上の教員が必要な生徒に対して面談や相談の機会を設けた 3 ７０％以上の生徒が学校に相談できる先生がいると回答

2 ８０％以上の教員が必要な生徒に対して面談や相談の機会を設けた 2 ６０％以上の生徒が学校に相談できる先生がいると回答

1 ８０％未満の教員が必要な生徒に対して面談や相談の機会を設けた 1 ６０％未満の生徒が学校に相談できる先生がいると回答

4 全教員が道徳科の指導と評価の工夫・改善に取り組んだ 4 全ての生徒が道徳科の授業が充実していると回答

3 90％以上の教員が道徳科の指導と評価の工夫・改善に取り組んだ 3 80％以上の生徒が道徳科の授業が充実していると回答

2 80％以上の教員が道徳科の指導と評価の工夫・改善に取り組んだ 2 60％以上の生徒が道徳科の授業が充実していると回答

1 80％未満の教員が道徳科の指導と評価の工夫・改善に取り組んだ 1 60％未満の生徒が道徳科の授業が充実していると回答

4 全教員が家庭と連携して生徒の生活習慣の確立に取り組んだ 4 90％以上の生徒が規則正しい生活を送れていると回答

3 90％以上の教員が家庭と連携して生徒の生活習慣の確立に取り組んだ 3 70％以上の生徒が規則正しい生活を送れていると回答

2 80％以上の教員が家庭と連携して生徒の生活習慣の確立に取り組んだ 2 50％以上の生徒が規則正しい生活を送れていると回答

1 80％未満の教員が家庭と連携して生徒の生活習慣の確立に取り組んだ 1 50％未満の生徒が規則正しい生活を送れていると回答

4 全教員が健康安全教育を全体計画に基づいて実施した 4 90％以上の生徒が学校で安全や健康について学ぶことがあると回答

3 ９０％以上の教員が健康安全教育を全体計画に基づいて実施した 3 80％以上の生徒が学校で安全や健康について学ぶことがあると回答

2 ８０％以上の教員が健康安全教育を全体計画に基づいて実施した 2 70％以上の生徒が学校で安全や健康について学ぶことがあると回答

1 ８０％未満の教員が健康安全教育を全体計画に基づいて実施した 1 70％未満の生徒が学校で安全や健康について学ぶことがあると回答

4 全教員がキャリア教育の視点をもって計画的に教育活動を実施した 4 全ての生徒が自分の生活や周囲の人との関わり方について、学校で考える機会があると回答

3 90％以上の教員がキャリア教育の視点をもって計画的に教育活動を実施した 3 80％以上の生徒が自分の生活や周囲の人との関わり方について、学校で考える機会があると回答

2 80％以上の教員がキャリア教育の視点をもって計画的に教育活動を実施した 2 60％以上の生徒が自分の生活や周囲の人との関わり方について、学校で考える機会があると回答

1 80％未満の教員がキャリア教育の視点をもって計画的に教育活動を実施した 1 60％未満の生徒が自分の生活や周囲の人との関わり方について、学校で考える機会があると回答

4 全教員が外部人材等との協働体制を整え教育活動を実施した 4 全ての生徒が将来の生き方について、学校で考える機会があると回答

3 90％以上の教員が外部人材等との協働体制を整え教育活動を実施した 3 80％以上の生徒が将来の生き方について、学校で考える機会があると回答

2 80％以上の教員が外部人材等との協働体制を整え教育活動を実施した 2 60％以上の生徒が将来の生き方について、学校で考える機会があると回答

1 80％未満の教員が外部人材等との協働体制を整え教育活動を実施した 1 60％未満の生徒が将来の生き方について、学校で考える機会があると回答

4 全教員がキャリア・パスポートを効果的に活用したキャリア教育を実施した 4 全ての生徒がキャリア・パスポートを通じて自分を見つめることができたと回答

3 90％以上の教員がキャリア・パスポートを効果的に活用したキャリア教育を実施した 3 80％以上の生徒がキャリア・パスポートを通じて自分を見つめることができたと回答

2 80％以上の教員がキャリア・パスポートを効果的に活用したキャリア教育を実施した 2 60％以上の生徒がキャリア・パスポートを通じて自分を見つめることができたと回答

1 80％未満の教員がキャリア・パスポートを効果的に活用したキャリア教育を実施した 1 60％未満の生徒がキャリア・パスポートを通じて自分を見つめることができたと回答

B
外部人材の効果的な活
用。職場体験の事前・事後
学習の充実。

自己の課題を改善し、よ
さを伸ばして、主体的に
自己実現を図っていこうと
する態度をはぐくむ

キャリア・パスポートの
活用・充実

3 2

キャリア・パスポートを通じ
て自分を見つめることがで
きたと回答した生徒は、全
体の６６％であった。

自分自身を見つめさせるこ
とが難しいと感じた。継続し
て計画的に指導をしてほし
い。

C

教員のキャリア・パスポート
へのより深い理解と効果的
な活用。学校全体での計画
的なキャリア教育の実施。

安全指導の指導計画・指導
内容の見直し。継続的な指
導の実施。

輝
く
未
来

集団生活を通じて、より
よい生活や人間関係を
築く基盤となる力の育
成を図る。

学校行事、生徒会活
動、学級活動の充実
部活動の奨励

3 3

自分の生活や周囲の人と
の関わりについて考える機
会があったと回答した生徒
は、全体の８２％であった。

急激な社会の変化に対応
する力を育てることが必要
だと感じる。他者との関わり
方を身に付けさせたい。

B
全教育活動を通じて自分
自身を見つめる機会を意図
的・計画的に設定。

外部人材等を活用した体
験的な活動を充実させ、
自己の在り方・生き方を
見つめる態度を育む。

働く人の話を聞く会、
職場体験、上級学校訪
問等の内容の充実

3 3

将来の生き方について考え
る機会があったと回答した
生徒は、全体の８４％で
あった。

将来について考えることが
重要であると感じる。職場
体験など人の役に立つ喜
びを感じる場面を大切にし
たい。

教員相互の授業観察や研
究授業の実施による、授業
の質の向上。

健
や
か
な
体

基本的な生活習慣を
定着させ、生徒一人一
人の健康の保持増進
及び体力の向上を図
る。

家庭と連携し、規則正し
い生活を確立させる。
健康の保持を心がける生
活態度を育成する。

学年・学級だよりの活
用
保護者会や面談での
協働体制の強化

3 2
規則正しい生活が送れてい
ると回答した生徒は、全体
の６７％であった。

ゲームや携帯など、様々な
要因があり大きな課題であ
る。継続した取組が必要だ
と思う。

思いやりの心や規範意
識などの道徳性を着実
に育む道徳教育を実
現する。

道徳科の指導と評価の充
実
教育活動全体を通じて取
り組む道徳教育の推進

3 3
道徳の授業が充実している
と回答した生徒は、全体の
８２％であった。

道徳の授業を大切にしてい
て、心を育む教育を重視し
ていることが伝わってくる。

C
基本的生活習慣の定着に
向けた指導の徹底。家庭と
の連携の強化。

教育活動を通じて、体
力の向上や健康の保
持増進を促進する。

保健体育の授業や安全
指導の充実
体育大会や合唱コンクー
ル等学校行事の充実

4 2

学校で学んだ安全や健康につ
いての知識を生活の中で生か
していると回答した生徒は、全
体の72％であった。

適切な情報を発信すること
も学校の重要な役割。体力
づくりなども充実していると
感じる。

B

QUテストの結果等を生かし
た生徒指導の向上。全職
員による組織的な対応の徹
底。

生徒一人一人に寄り添
い受け止める相談体
制・連携体制を整え
る。

相談部会（週１回）
スタディサポート教室・
学習支援室との連携

3 4

困ったことがあったら、相談
してみようと思う大人がいる
と回答した生徒は、全体の
８１％であった。

養護教諭を中心に相互に
話しやすい環境ができてい
る。コミュニケーション能力
が大切だと感じる。

A
三者面談、いじめアンケー
ト、個人面談の継続実施。
情報共有の徹底の継続。

豊
か
な
心

道徳教育の充実を図る
とともに、人権尊重の
精神に基づき、生徒の
心の成長を促し、一人
一人の変化に対応した
行き届いた指導を展開
する。

いじめの未然防止、早
期発見、迅速な対応、
再発防止の取組を、全
教職員が徹底する。

いじめアンケート（年３
回）
いじめ対策委員会の活
用

4 3
学校生活が楽しいと回答し
た生徒は全体の９１％で
あった。

学校行事の実施など、教員
の努力が生徒に伝わってい
る。部活動の活躍が素晴ら
しい。

B

B

4 3

３年生では１日平均１時間
以上学習していると回答し
た生徒が75％であった。１
年生は37％、２年生は36％
であった。

２年生も３年生になれば必
要性を感じて伸びてくるは
ず。ノート提出・点検など丁
寧に取り組んでいる。

C
自主学習ノートの活用の徹
底。タブレット端末を活用し
た家庭学習の常態化。

令和４年度 昭島市立拝島中学校　 学校経営重点計画（教育推進計画）年度末評価【総括表】

キャリア教育を充実さ
せ、自分らしい生き方
を実現する基盤となる
資質・能力を育成す
る。

取組指標 成果指標

確
か
な
学
力

基礎的・基本的な学習
内容を着実に定着させ
るとともに、主体的・対
話的で深い学びを実
現し、学力の向上を図
る。

特別支援教育の視点
に立った分かりやすい
授業を実践する。

見通しをもたせる授業
既習事項の反復確認
学習の振り返り

3

学校教育目標

勉学　よく考え正しく判断できる生徒
敬愛　人を尊厳し愛といつくしみのある生徒
至誠　誠実で責任感の強い生徒
健康　健康で心身ともにたくましい生徒

ビジョン

生徒が「通ってよかった」、保護者が「通わせてよかった」、教職員が「勤めてよかった」と実感できる学校。

凡事徹底「はいじま」、当たり前のことが当たり前にできる生徒。

すべての教育活動において、自他の生命尊重、人権尊重の心を育てることを基盤とした教育活動を実践する教師。

3
学校の授業はとても分かり
やすいと回答した生徒は全
体の８３％であった。

ICT機器の活用など、分か
りやすい授業を実施する工
夫に取り組んでいる。

B

学習の振り返りの徹底。主
体的に学習に取り組む態
度を育む工夫と適切な評価
の実施。

家庭学習を習慣化さ
せ、学習内容の定着を
図る。

「学習の手引き」の活
用
「クールノート」の活用



【目指す学校像】

【目指す児童・生徒像】

【目指す教師像】

領域
中期経営目標
（３年間）

短期経営目標
（１年間）

具体的方策 評価 評価 自己評価結果の分析 学校関係者評価 評価 次年度への改善策

4 生徒が8：25分には朝読書をするように指導した95％以上 4 朝読書で毎日、８：25には集中して取り組んだ70％以上

3 生徒が8：25分には朝読書をするように指導した90％以上 3 朝読書で毎日、８：25には集中して取り組んだ65％以上

2 生徒が8：25分には朝読書をするように指導した85％以上 2 朝読書で毎日、８：25には集中して取り組んだ60％以上

1 生徒が8：25分には朝読書をするように指導した85％未満 1 朝読書で毎日、８：25には集中して取り組んだ60％未満

4 チャイム終了までに授業開始した９０％以上 4 2分前チャイム着席が、学期を通して守ることができた70％以上

3 チャイム終了までに授業開始した８０％以上 3 2分前チャイム着席が、学期を通して守ることができた６５％以上

2 チャイム終了までに授業開始した７０％以上 2 2分前チャイム着席が、学期を通して守ることができた６０％以上

1 チャイム終了までに授業開始した７０％未満 1 2分前チャイム着席が、学期を通して守ることができた６０％未満

4 授業の目標・流れを示し、5分以上の振り返りを行った９０％以上 4 授業の目標、一時間の流れを伝えてくれている。８０％以上

3 授業の目標・流れを示し、5分以上の振り返りを行った８５％以上 3 授業の目標、一時間の流れを伝えてくれている。７５％以上

2 授業の目標・流れを示し、5分以上の振り返りを行った８０％以上 2 授業の目標、一時間の流れを伝えてくれている。７０％以上

1 授業の目標・流れを示し、5分以上の振り返りを行った８０％未満 1 授業の目標、一時間の流れを伝えてくれている。７０％未満

4 生徒がわかった、できたという達成感・満足感がもてるよう授業を工夫した８０％以上 4 達成感、満足感がある。７５％以上
3 生徒がわかった、できたという達成感・満足感がもてるよう授業を工夫した７５％以上 3 達成感、満足感がある。７０％以上
2 生徒がわかった、できたという達成感・満足感がもてるよう授業を工夫した７０％以上 2 達成感、満足感がある。６５％以上
1 生徒がわかった、できたという達成感・満足感がもてるよう授業を工夫した70％未満 1 達成感、満足感がある。６５％未満
4 生徒が主体的に挨拶できるよう指導を行った９０％以上 4 挨拶を、自分から進んでほぼ毎日できている。75％以上

3 生徒が主体的に挨拶できるよう指導を行った８５％以上 3 挨拶を、自分から進んでほぼ毎日できている。7０％以上

2 生徒が主体的に挨拶できるよう指導を行った８０％以上 2 挨拶を、自分から進んでほぼ毎日できている。６５％以上

1 生徒が主体的に挨拶できるよう指導を行った８０％未満 1 挨拶を、自分から進んでほぼ毎日できている。６５％未満

4 清掃活動を生徒が主体的に取り組めるよう指導した９０％以上 4 清掃活動を、自ら進んできちんと行った７0％以上

3 清掃活動を生徒が主体的に取り組めるよう指導した８５％以上 3 清掃活動を、自ら進んできちんと行った６５％以上

2 清掃活動を生徒が主体的に取り組めるよう指導した８０％以上 2 清掃活動を、自ら進んできちんと行った６０％以上

1 清掃活動を生徒が主体的に取り組めるよう指導した８０％未満 1 清掃活動を、自ら進んできちんと行った６０％未満

4 生徒の主体性を育む活動を実践した９０％以上 4 行事・委員会・係活動などに、自ら進んで積極的に参加できた。75％以上

3 生徒の主体性を育む活動を実践した８５％以上 3 行事・委員会・係活動などに、自ら進んで積極的に参加できた。7０％以上

2 生徒の主体性を育む活動を実践した８０％以上 2 行事・委員会・係活動などに、自ら進んで積極的に参加できた。６５％以上

1 生徒の主体性を育む活動を実践した８０％未満 1 行事・委員会・係活動などに、自ら進んで積極的に参加できた。６５％未満

4 生徒が主体的に健康管理できるよう日々取り組んだ９０%以上 4 自ら進んで日々の健康管理に努めた７０%以上

3 生徒が主体的に健康管理できるよう日々取り組んだ８５%以上 3 自ら進んで日々の健康管理に努めた６５%以上

2 生徒が主体的に健康管理できるよう日々取り組んだ８０%以上 2 自ら進んで日々の健康管理に努めた６０%以上

1 生徒が主体的に健康管理できるよう日々取り組んだ８０%未満 1 自ら進んで日々の健康管理に努めた６０%未満

4 防災意識を高める指導を積極的に行った90%以上 4 避難訓練の始まりから終わりまで真剣に行えた75％以上

3 防災意識を高める指導を積極的に行った85%以上 3 避難訓練の始まりから終わりまで真剣に行えた７０％以上

2 防災意識を高める指導を積極的に行った80%以上 2 避難訓練の始まりから終わりまで真剣に行えた６５％以上

1 防災意識を高める指導を積極的に行った80%未満 1 避難訓練の始まりから終わりまで真剣に行えた６５％未満

4 生徒が主体的に取り組めるよう指導した９０%以上 4 行事・学級活動を通して、思いやりのある行動が取れた７５%以上

3 生徒が主体的に取り組めるよう指導した８５%以上 3 行事・学級活動を通して、思いやりのある行動が取れた７０%以上

2 生徒が主体的に取り組めるよう指導した８０%以上 2 行事・学級活動を通して、思いやりのある行動が取れた６５%以上

1 生徒が主体的に取り組めるよう指導した８０%未満 1 行事・学級活動を通して、思いやりのある行動が取れた６５%未満

4 生徒が主体的に取り組めるよう指導した90%以上 4 将来の生き方についてに自ら進んで考えた７５%以上

3 生徒が主体的に取り組めるよう指導した８５%以上 3 将来の生き方についてに自ら進んで考えた７０%以上

2 生徒が主体的に取り組めるよう指導した８０%以上 2 将来の生き方についてに自ら進んで考えた６５%以上

1 生徒が主体的に取り組めるよう指導した８０%未満 1 将来の生き方についてに自ら進んで考えた６５%未満

今年以上の目標設定を行い、
防災意識を高めていく。

3 B
行事や学級活動を通して、引
き続き円滑な人間関係を創造
していく。

B
キャリア教育全般を通して、自
ら考え判断する場面を増やし
ていく。

自立にむけて前向きに挑戦で
きる生徒の育成は、とても大切
である。

人の痛みがわかる生徒の育成
にむけ道徳・学級活動を、引き
続き充実させ、勇気づけ言葉を
日常的に使える生徒を育成して
ほしい。

学校全体が静寂の中で、一人
一人の生徒が朝総合に真剣に
取り組んでいる。学級委員・図
書委員が呼びかけ、生徒が主
体的に取り組み出した。

始業チャイム終了までに、授業を開
始する意識が教員に定着したこと
で、おのずと生徒のチャイム着席は
徹底し、生徒会中心に2分前着席を
取り組み出した。

授業の目標と流れの提示は徹
底していきた。課題は5分間の
振り返りの充実である。さらに授
業改善を組織的に進める。

肯定的評価は90％だが、どちら
かと言えば「はい」を除くと60％
であった。ＩＣＴを活用したり、教
材を工夫したりして授業改善に
向け努力している。

B
授業改善を研修委員会中心に
取り組んでいく。

引き続き、生徒主体で授業規
律の確立を図っていく。

生活指導主任中心に教員
チームとして取り組んでいく。

3

A

A

B

学校が落ち着いているのは、こ
の取組が効果あり、学級委員・
図書委員が呼びかけ、生徒が
主体的に取り組むことはとてもよ
い。

教員の意識が高くとてもよい。ま
た、生徒会中心に2分前着席を
取り組み出したことも続けてほし
い。

この調子で、さらに授業改善を
組織的に進めると良い。

引き続き、ＩＣＴを活用したり、教
材を工夫したりして授業改善に
向け努力してほしい。

授業の目標と振り返りの一体
化を充実させていく。

肯定的評価は9４％だが、どちら
かと言えば「はい」を除くと５２％
である。人の痛みがわかる生徒
の育成にむけ道徳・学級活動を
通して実践中である。

多くの内容が予定通り実施でき
た。自ら進路決定ができ、自立
にむけて前向きに挑戦できる生
徒を引き続き育成していく。

B
主体的に考え行動できるような
指導・支援の推進を中央委員
会を核に実践していく。

B
健康管理の推進するために、
引き続き生徒会活動を活性化
していく。

A
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取組指標 成果指標

学校教育目標
進んで勉強しよう　　　　　 　～主体的に学習する生徒～
思いやりのある人になろう　～思いやりのある生徒～
進んで心身をきたえよう　　～共に心身を鍛える生徒～

ビジョン

１　安心して楽しく活動できる学校　　２　生きる力を育む学校　　         ３　家庭・地域とのつながりを大切にする学校

１　主体的に学習する生徒　　　　　　 ２　思いやりのある生徒　       　   ３　共に心身を鍛える生徒

1  生徒と正面から向き合える教師  　２　豊かな人間性を備えた教師    ３　学び続ける教師　

4 4

落ち着いた一日のスタート
を切るための主体的な朝読
書の取組

4

2

3 2

3 2

4

2

教員は教室で始まりのチャ
イムを聞く実践、生徒は主
体的に2分前チャイム着席
を行う実践

2 3

主体的な清掃活動の充実
させるために委員会活動の
活性化

3 3

健
や
か
な
体

輝
く
未
来

自ら健康管理ので
きる生徒

豊
か
な
心

3

3

生徒が見通しを持ち、授業
で学んだことが分かる授業
の実践

一単位時間の学び量が豊
富な授業の実践

心と体の健康維持

自立できる生徒の育成

将来の生き方を考
えられる生徒の育
成

キャリアパスポート、職業調
べ、職場体験、上級学校調
べ、高校の先生の話を聞く会
等キャリア教育の充実

他者理解を心がけ、人
間関係における課題を
見つけ、解決していく
生徒の育成

行事や学級活動を通して、円
滑な人間関係の創造

主体的な健康管理の推進
するために生徒会活動の
活性化

規律を自ら守れる
生徒の育成

主体的に行動でき
る生徒の育成

教員・生徒ともに挨拶を主
体的に実践及び生徒会活
動の活性化

豊かな情操の育成

行事・委員会・係活動・部
活動において、主体的に考
え行動できるような指導・支
援の推進

確
か
な
学
力

基礎・基本の定着

生徒と教員で連動して挨拶が
できる学校を創造していく。

B
引き続き、生徒主体で清掃活
動の充実を図っていく。

防災意識の高い
生徒の育成

毎回の避難訓練において、
昨年以上の目標設定と前
回の反省を生かした意識を
高める実践

3 4

4 3

肯定的評価は84％だが、どちら
かと言えば「はい」を除くと55％
である。しかし、生徒観察から
は、むしろ自ら挨拶をしようとす
る意識は高まってきた。

肯定的評価は92％だが、どちら
かと言えば「はい」を除くと66％
である。学校全体としては清掃
が行き届いている。

行事は、縮小・延期となったが、
委員会活動・係活動を主体的
に取り組む生徒が増加した。部
活動でも、意欲的に取り組んで
いる。

肯定的評価は９４％だが、どちらかと言えば「はい」
を除くと６３％である。学校全体で、新型コロナウイ
ルス感染症防止に向けて取り組めたことが、感染
症予防や健康に対する意識高揚につながった。
保健給食委員会や学級委員会が呼びかけが主体
的になった。

生徒の防災意識は着実に年々
高まってきている。

学校全体としてはとても清掃が
行き届いている。

委員会活動・係活動を主体的
に取り組む生徒が増加したこと
は、とても良い。部活動も、引き
続き意欲的に取り組んでほし
い。

感染症予防や健康に対する意
識が高まったのは、とても良い。
保健給食委員会や学級委員会
の呼びかけは今後も主体的に
行えるとよい。

今後も、生徒の防災意識を着
実に高める必要がある。安全教
育・避難訓練を引き続き工夫し
てほしい。

学校を訪問すると、生徒は相対
的に自ら挨拶をしようとする意
識は高い。さらに挨拶ができる
学校を目指してほしい。

B

授業規律の確立

分かる授業、達成
感・満足感のある
授業の実践
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